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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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プロローグ　prologue






「──桐き生りゆう砂さ凪なぎ、お前の姉だ」

　その名を聞いた瞬間、桐生りんごの中で記憶が弾はじけた。

　失われていた脳細胞が復活していくような感覚だった。

　目の前に佇たたずむ女性の顔が、月明かりを浴びてりんごの視界に浮かび上がる。

「…………おねえ……？」

　あまりにも懐かしいその相そう貌ぼうを前に、りんごは手を伸ばす。

　だが、頰ほおに触れる寸前で、りんごは後ずさって頭を抱えた。

「え……待って……え……？　じゃあ、あにぃは？　りんごのあにぃは？」

　あにぃ。そう口にした瞬間、記憶にノイズが走った。

　笑顔でこちらに手を伸ばす、記憶の中の兄の姿がブレる。

　そして、目の前の姉の姿に重なった。

　確かに目の前にいるのはりんごの姉だ。

　桐き生りゆう砂さ凪なぎ。忘れるわけがない。いつも頭を撫なでてくれた、優しい姉だった。

　でも、だとすれば、だとするならば──桐生将まさ人とは？

　兄はなんなんだ？

　あの頼りなくてへたれな兄は、いったいりんごの何なのだ？

「どうして……！」

　どうして兄の思い出と、姉の思い出が重なっているのかがわからない。

　今まで兄とのものだった幼少期の記憶が、姉に置き換えられていく。

　わけがわからなかった。記憶の不一致が混乱を加速させる。

　思い出が、嚙かみ合あわない。

「わ、わからない……おかしいよ、こんなの……！」

　頭痛と吐き気に喘あえぎながら、りんごは砂凪の顔を見上げた。

「混乱するのは当然だ。お前の記憶は俺が改ざんし、封印していた」

「……なんの、ために……？」

　砂凪は冷たい瞳ひとみでりんごを見下ろしながら、微かすかに震える右腕を左手で押さえていた。

「俺が魔王になるためには、家族が邪魔だった」

　邪魔と言われて、りんごは表情を強こわ張ばらせた。

「おねぇはそんなことは言わない……！　言うはず無い……っ」

　少なくとも、りんごの解放された記憶の中ではそうだった。

　桐生砂凪は、家族を邪魔物扱いするような姉ではなかった。

「どうしちゃったの……おねぇ……っ」

　身体からだ中じゆうから冷たい汗が噴き出ていた。頭痛のせいだ。

　砂凪の声や自分の声が、頭の中で鐘の音のように反響してしまう。

「……お前の知っている桐生砂凪はもうどこにもいない」

「……っ」

「俺が魔王因子サタニツク・フアクターを手に入れた時に死んだのだ。魔王因子サタニツク・フアクターは、覚かく醒せい者を本物の魔王になるよう強要する。人格を変えるのだ」

「そんな……じゃあ、あんた誰!?　おねぇの身体を無む理り矢や理り乗っ取ったんでしょう!?」

「違う。これは桐生砂凪が……俺が自分で望んだことだ。望んだからこそ、魔王因子サタニツク・フアクターは俺を最適化しただけのこと」

　また頭痛がして、りんごの視界が霞かすむ。

　扉が開く音がして、誰かの靴音が背後で響く。

「魔王様。内郭インサイドへの侵攻準備が整いました」

　砂凪はりんごの横を通り過ぎて、部屋から出て行こうとする。

「ま、待って……」

　ふらつく頭を振りながら立ち上がろうとするが、足に力が入らずりんごは膝ひざをつく。

「待って……あにぃは……!?　あにぃは……誰なの？　あにぃは、りんごのあにぃじゃないの……!?」

　りんごの必死の問いかけに、砂さ凪なぎが足を止める。

「お前と覇王に、血の繫つながりは無い。奴には俺の代わりに家族を守れるよう、記憶の改ざんを施した。お前にも同様の処置をした」

「……なんでそんなこと……」

「守るため、らしい。今思えばそれが何もかもの間違いだ。奴が覇王因子ヴアンキツシユ・フアクターに目覚めたことといい、百害あって一理無しとはこのことだ」

「…………」

「家族など、俺の目的に比べれば塵ちり芥あくたほどの価値もないというのに……」

　りんごは視線で問う。

　何者も寄せ付けようとしない砂凪の背中に、問う。

　目的とは何かを。




「俺の目的は──この世界の因子フアクターを管理することだ」




　そう彼女に告げると、砂凪はその場を去った。

　力無く床に倒れ伏し、りんごはゆっくりと目を閉じていく。

　薄れていく意識の中で、りんごはかつての砂凪と、そして父の夢を思い出していた。

　誰もが自らの望んだ可能性……望んだ因子フアクターを手に入れられる世界を作る。

　それはりんごの父の夢だった。

　温かい思い出が、まるで夢のように頭の中に広がる。

　木漏れ日の下、大好きな姉と、大好きな両親と過ごした日々。

　そしてもう一人……大嫌いな少年と過ごした、封じられた幸せな思い出の中に、りんごは身を委ゆだねるのだった。






FirstEncounter　連合、集う






　桐き生りゆう将まさ人とは、心ここにあらずといった様子で、椅い子すに座りながら一枚の写真を見つめていた。

　偽王である御み堂どう光みつ秀ひでが、死ぬ間際に将人へ託した写真だった。

『岳たけ汐しおサナギを……お前の力で奴隷にして……救ってやってくれ……』

　光秀はこの写真を将人に手渡した。

　かつてのサナギは今のように傍若無人ではなかったとも、彼は言っていた。

　サナギがああなってしまったのは全すべて魔王因子サタニツク・フアクターのせいである、と。

「…………」

　だが、もしも仮にアイツがああなってしまった理由が魔王因子サタニツク・フアクターにあるとして……この写真と何の関係があるのだろう？

「……いつっ……」

　また頭痛がした。

　この写真を見ていると、何な故ぜか時折頭に痛みが走る。

　まるでこの写真を見ることを脳が止めようとしているかのようだった。

　将人がこめかみに指を当てて痛みに耐えていると、右隣に座っていたリゼットがくいっと将人の服を引っ張った。

「あ、あの、将人さん……」

　リゼットを見ると、とても不安そうな顔をしていた。

　続いて、左隣に座っているアイリも、胸の前で腕を組みながら顔を引きつらせている。

「あんたなんでこの状況で写真眺めていられるの……？」

　アイリの言葉を聞いて、将人は前を向いた。

　そこには雑伎団サーカス、及び革命軍、そして『招かれざる者達』の長おさ……女王、英雄、冥めい王おうの三人が円卓を囲んでいた。

　さらにその周りには、それぞれの王達の指折りの護衛がついている。

　この場所は招かれざる者達の本拠地、フリークス・パラダイスの一室だ。

　三者三様に睨にらみ合あい、円卓には緊迫した空気が張り詰めていた。

　そうだった、と将人は今の状況を思い出す。

　数日前、将人は王の連合を組むために各王を呼び出して会談を開いた。

　だがその最中に偽王こと、御堂光秀の襲撃を受け、会談は中断。将人は光秀に連れ去られた三人の王を救い出すことを連合を組むための交渉材料にするため、光みつ秀ひでに戦いを挑んだ。

　そして辛からくも勝利を収め、三人の王との連合が組まれることとなったのである。

　……が、連合を組むに当たり、一つ問題があった。

　それは、この連合の主宰者が将まさ人とであるということ。

　──裏の世界の三つの勢力を束ねるのが、ついこの前まで内郭インサイドの冴さえない男子高校生だった少年である。

　相当な無茶である。

「な、なんか言いなさいよ……どうすんのよこの状況……」

「連合の提案をしたのは将人さんですからね……ここはビシッと決めなくては示しがつきませんよ」

　二人に背中を押されるような言葉をかけられる。

　一方、将人の真横に座っているクレス・バーンフィールドは、

「もにもに！　もにもに！」

　円卓にずらりと並べられた豪華な料理を必死の形相で食していた。

　仲間に頼るわけにはいかない。言い出しっぺは自分なのだから当たり前だった。

　王達がじろりと将人を睨にらんでくる。

　身が竦すくむような思いをしながら、将人はどうするかを考える。

「え、えーと……」

「「「…………」」」

「じゃ、じゃあまず──自己紹介から」

　スパーン！

　アイリとリゼットから頭を引っぱたかれた。

「どういう思考回路だったらこの状況で自己紹介から始められるんですか……!?」

「バカなのっ？　バカなのーっ？　合コンかなんかと勘違いしてんじゃないでしょうね!?」

　王の合コン。恐ろしい。

　頭を摩さすりながら恐る恐る王達を見てみると、全員さっきとまったく同じ姿勢と表情で将人を見ていた。

「……君は僕の名前はすでに知っているよね……何より、君とならばともかく他の王となれ合うつもりはないし、名乗る必要性を感じない……」

「右に同じ」

「左に同じよぉ」

　冥めい王おうイリスの言うことに、英雄と女王が同意する。

　当たり前だが、イリスの言う通り王達はなれ合うためにここに集まったわけではない。それでもギスギスしっぱなしなのはやりづらいので、場の空気を和ませるために自己紹介を提案したのだが……どうやら逆効果だったらしい。

　というか和んでどうする……と、将まさ人とは自分に呆あきれた。

「……僕達は君に借りがある……だから、共通の目標である打倒魔王が達成されるまでは、君の方針には従うつもり……でも、全すべてが終われば僕らは元通り。結局のところ敵でしかないんだ」

　紅茶を口に運びながら、イリスが言った。

「革命軍は借りは返すつもりでいる。我々を奴隷にして従わせることをよしとせず、連合にこだわった君の信念は自分の胸にも響いた。だが、我らの敵はあくまでも因子軍ギアフアクターズ。連合に加わるのは魔王を仕留めるまでの間だけだ」

　胸の前で腕を組んだまま、口だけを動かして英雄が言った。

「つまりぃ、さっさと行動を起こすために方針を決めなさいってことよぉ？　まあ、もしもできないのであれば、わらわが舵かじを取ってあげてもいいのよん？」

「「君（貴様）に借りを作った覚えはない」」

　にっこりと微笑ほほえみながら薄目を開けた女王に、イリスと英雄が口を挟む。

「あらぁ、王ともあろう者が借りとかそういうのにこだわっちゃってるわけ？　小さいわねぇ」

「っ、貴様もそのつもりで連合に加わったのであろうが……！」

「失礼しちゃうわねぇ。わらわは借りを返すために覇王についてきたわけではなくってよぉ？　単純に面白そうだからついてきたというだけ」

「強がるな！　王ともあろうものが間抜けにも偽王に不意をつかれていいようにされ、覇王に助けられたことをもう忘れたのか!?」

　けたたましく立ち上がり、英雄が女王を指さす。

　女王の頰ほおが、一瞬だけぴくりと引きつった。

「……わらわを侮辱するとはいい度胸ね……そもそも、お前の言い分はそのまま自分にも当てはまっていることをわかっているのかしらぁ？」

「自分は失態を隠したりはしない！　この屈辱は晴らすつもりでいる！　だからこうして貴様のような下げ卑びた年増と手を組むのもやぶさかではないということを示しているのではないか！」

「と、年……この、餓鬼……！」

　女王の頰がますます引きつる。

　女王が立ち上がり、皮膚を光らせてデバイスを出現させると背後の道化ピエロ達もそれに倣う。

　革命軍も「上等だ」といわんばかりに前へ出ようとした。

　将まさ人とはため息を吐ついた。

（……ノア、頼む）

　頭の中でノアに命令を下した瞬間、

　ブオオオオオオオオオオオオオオオン！

　将人の背後に控えていた殺人鬼、ノアがチェーンソーのエンジンを噴かせた。

　ノアは将人の背後の薄うす闇やみの中からチェーンソーの刃を将人の真横に振り下ろす。

　激しく回転する刃が、円卓の中央で唸うなりを上げていた。

　女王と英雄は動揺こそしなかったが、将人の背後で赤い瞳ひとみを光らせるノアを見て、ふんと鼻を鳴らしながらデバイスを引っ込めた。

　ノアもそれを確認すると、静かにチェーンソーの刃を止めて、再び薄闇に姿を隠した。

　こんな方法でしか場を鎮められないことを情けなく思うが、仕方がない。

「……俺達がお互いを理解できないのは百も承知だ。俺も理解し合う必要性は感じない。でもこういう無駄な争いはなるべく避けてくれ」

「……なら、早くどう行動すべきかを決めてほしい。決定権は君にある。僕らがこうして向き合っていれば、そのうちまた諍いさかいが起こりかねない」

　イリスの言うことはもっともだった。

　将人だって、何も考えていないわけではない。机の上に両りよう肘ひじを置き、手の上に顎あごをのせる。












「まず、お互いに持っている情報をここで出し合って整理しよう。魔王軍について知っていることを全すべて吐き出してくれ」

「「「………」」」

「出し惜しみは無しだ。俺達は連合……利害が一致しているからここにいる。魔王に関してだけで構わない、協力し合おう」

　将まさ人とがそう言うと、三人の王は黙り込んだ。

　提案しておいてなんだが、覇王サイド、つまり将人達が握っている魔王の情報はほぼ皆無だ。こちらから提供できる情報は無いに等しい。

　しばしの間四人とも沈黙していたが、最初に口を開いたのはイリスだった。

「僕らが魔王の動きに気づいたのは、新たに出現した覇王……つまり君の動きを探っていたからなんだ。君の通う望もち月づき学園について調べていた時に、不審な人間に気づいたの」

「……それが岳たけ汐しおサナギだったってわけか」

「そう。彼女を追う過程で何人か同胞を犠牲にしてしまったのだけれど……その時に摑つかんだ情報は、彼女が内郭インサイドで因子フアクターの採集を行っていたということ。魔王が内郭インサイドに潜伏して、因子軍ギアフアクターズに潜り込んでいたのは、因子軍ギアフアクターズを内側から瓦が解かいさせるためだと見て間違いない」

　イリスは淡々と情報を出していく。

「魔王因子サタニツク・フアクターは他者から因子フアクターを奪うと同時に、与えることもできる。一度奪ってから、奪った人間に対して同じ因子フアクターを与えたとしても、因子フアクターの主導権は魔王にある。どこにいようと、どんなに遠くにいようと、魔王は一度奪った人間の因子フアクターなら好きにできる。そうやって因子軍ギアフアクターズの兵士を脅迫して、秘密裏に従えているはずだ」

「……そんなこと、本当に可能なのか？」

「可能さ。この世界が……特に内郭インサイドがどれだけ因子フアクターに依存していると思う？　内郭インサイドで成人後に因子フアクターを奪われるってことは、職を失うどころか人として認められなくなるようなものだろう。因子軍ギアフアクターズは因子フアクターを持たない兵士を必要としていないから、特にね」

　世界が因子フアクターに依存しているのは、将人も重々承知していた。

　未覚かく醒せい者に対する差別や、未覚醒者でいることの焦りは嫌というほど味わってきたからだ。

「今魔王がどれだけの因子フアクターを体内に保有しているのかはわからない……けど、僕らの想像を超える力を貯めているとみて間違いない」

　外郭アウトサイドだけでなく、内郭インサイドでも因子フアクターを集め、同時に因子フアクターを奪うという恐怖によって因子軍ギアフアクターズの兵士を従えている。

　もしそれが本当なら、魔王が恐るべき戦力を持っているのは間違いない。

　続いて、英雄が大きく胸を張って眉み間けんに皺しわを寄せた。

「魔王軍との戦闘経験があるのは、恐らく我々革命軍だけだろう。自分も先陣を切って戦った感想としては……底が見えない、という印象が一番しっくりくる。嘆かわしいことだが、魔王は一度も我々の前に姿を現さなかった……革命軍は、いまだに直接魔王と対たい峙じはしていない」

　横で、くすくすと女王が笑う。

　明らかにイライラした様子だったが、英雄は話を続けた。

「だが、魔王が従えている軍勢について言えることは、『数だけ』ということだ」

「……統制が取れていないってことか」

「そうだ。我々革命軍のように団結できているわけでもなければ、理念があるわけでもない。魔王が従えている外郭アウトサイドの戦力は、ほぼ全すべて未覚かく醒せい者とみて間違いない」

　魔王が未覚醒者に因子フアクターを与えることができる。それを利用して外郭アウトサイドでも戦力を蓄えていたことは、将まさ人とも知っている。

「奴らの行動は、一いつ揆きのようなものだ。未覚醒者として虐げられていた怒りと憎しみが連中の原動力……大群で押し寄せる様は、まるで猪いのししだ」

　だが、そこに勝機があると英雄は言う。

「大勢で押し寄せる連中は確かに脅威だが、一人一人の力は極めて貧弱。取るに足るものではない」

「そうなのか？」

　将人の問いに、英雄は力強く頷うなずいた。

「統制が取れていないのに加えて、今まで未覚醒者だった者達はまだ因子フアクターを上う手まく扱えていない。他人から与えられた因子フアクターだから当然、簡単に馴な染じむわけがない。それに恐らく、与えられた因子フアクターは成長がリセットされているはずだ」

「……なるほど」

　意外と言っては何だが、英雄はとても有用な情報を提示してくれた。

「魔王軍を叩たたくのであれば早い方がいいだろう。パラメーターが低い内に潰つぶすべきだ」

　言い終えて、英雄は再び目を閉じた。

　潰すとは穏やかな表現ではないし、敵は魔王であって魔王軍ではないのだが、確かに英雄の言う通りではあった。

「英雄のくせに考えることが狡ずるいわぁ。というか、その猪に苦戦を強いられていた猪いの豚ぶたがあんた達革命軍でしょぉ？」

「我ら革命軍を猪豚と言ったか貴様ー！」

　英雄が「むきゃー」とでも言いそうな感じで憤慨すると、後ろの革命軍の同志達もそれに倣ってえいやえいやと騒ぎ立てる。

　英雄含め、全員顔が真っ赤っかだ。

「真っ向から戦っていた我々とは違い、貴様ら雑伎団サーカスは奥に引きこもっていただけではないか！　魔王に怯おびえ、縮こまっていた貴様らにだけは侮辱されたくはない！」

　英雄が噴火しそうな顔で怒声を響かせると、女王はキセルに火種を落としてふぅと煙を吹きかけた。

　憤慨していた英雄がケホケホと咳せき込こむ。

「お前達からはわらわ達がそう見えていたのねぇ。本当に豚並の脳みそだこと……」

「なにを～！」

「言っておくけれど、わらわ達は魔王のことなど少しも恐れてはいないわ。あまり雑伎団サーカスを舐なめないことねぇ？」

　キセルを口にくわえて、女王は大きく煙を吸い込んだ。

　そして、横目で将まさ人とを見やる。

「雑伎団サーカスは、この二ヶ月近く魔王の動向を探っていたのよ。わらわ達は道化ピエロであり暗殺者……持ち得ている情報は猪いの豚ぶたどもと死体漁あさりどもの比ではなくってよ？」

　挑発しながらも、女王は鋭く目を細めた。

　将人は真剣に女王の言葉に耳を傾ける。

「……んふ、少しは、らしい顔つきになってきたじゃなぁい？　覇王」

「世辞はいらねぇよ。欲しいのは情報だ」

　将人がそう返すと、女王は細めた目に弧を描かせた。

　そして、紫煙を深く深くはき出しながら、煙の中で琥こ珀はく色いろの瞳ひとみを輝かせた。




「わらわ達が得た情報は──魔王軍の内郭インサイド侵攻作戦の全容よ」




　それは、王の連合が行動を起こす上で最も重要となる情報だった。





　　　　◆◆◆



　魔王が潜伏する元ローグカンパニーのアジトがある地区は、すでに魔王軍の兵士達でひしめき合っていた。

　外郭アウトサイドにおける魔王軍の兵力は、英雄が予測した通り全すべて未覚かく醒せい者達だった。

　未覚醒者達はギラギラと輝く怒りと復ふく讐しゆうの瞳を、最上階の魔王へと向けている。

　早く復讐させろと急せき立てているようだった。

「まるで蟻ありだな」

　ホテルの最上階から眼下の有象無象を無表情に眺めながら、サナギはぽつりと呟つぶやいた。

　横に控えていた光ひかりノ河かわアカネは少しだけ不安げにサナギの横顔を見つめた。

「……何か報告があるのだろう。言ってみろ」

「……光みつ秀ひでが……覇王に、敗れました」

　アカネは少しだけ目を伏せながら言った。

「…………」

「彼の戦いを、わたくしは全すべて見届けました。偽王因子フエイク・フアクターによって三人の王を手中に収め、覇王に成り代わろうとしていたようです。明らかな反逆行為であることは間違いありませんので……死亡したのは自業自得と言えるでしょう」

「そうか」

　淡々としたサナギの態度に、少しだけアカネは瞳ひとみを揺らした。

「ですが……彼の目的は全て魔王様のためを思ってのことだったと、推察します」

　アカネは将まさ人とと光秀の会話を全て聞いていた。

　光秀は、魔王因子サタニツク・フアクターのせいでサナギが変わってしまったと言っていた。昔は今ほど冷淡でもなければ、冷徹でもなかったと。

　魔王因子サタニツク・フアクターが魔王として岳たけ汐しおサナギを改造したのだ。

　それを聞いて、アカネは動揺した。

　もしも光秀の言うことが本当ならば、魔王の真の従者としてどう行動すべきかがわからなくなってしまったのだ。

　光秀はアカネに言った。

　──魔王因子サタニツク・フアクターと魔王様、どっちに忠誠誓ってんの？

　この言葉の意味を、アカネはようやく理解したような気がしていた。

　今のサナギが魔王因子サタニツク・フアクターによって作られた人格だというのなら、アカネが慕っているのはサナギではなく魔王因子サタニツク・フアクターだということになる。

（だったら……わたくしは、どうすべきなのでしょう……？）

　アカネは下唇を嚙かんだ。

「推察するから、どうした」

　黙り込んでしまったアカネに、サナギが淡々と聞き返す。

「い、いえ……その……魔王様と光秀の付き合いは、10年以上だと聞きましたもので」

「だからなんだ」

「…………っ、し、心中、お察しいたします。さぞやお辛つらいのではと……」

　アカネは、思ってもいないことを口にしていた。

　まるでサナギを試すようなことを口にした自分が憎らしいとすら思う。

　何な故ぜならアカネは、この言葉にサナギがどう返すのかわかっていたから。

「──辛い？　何がだ？」

　眼下の兵士達を見下ろしながら、サナギは冷たく問いを返した。

「………………くだらないことを言いました。申し訳ありません……」

　わかっていたのに、アカネの胸は少し痛んだ。

「……時間だ。始めるぞ」

　サナギはアカネに一いち瞥べつもくれずに、ロイヤルスイートの部屋の窓を開け放ち、バルコニーに出た。

　そして、眼下に集まった有象無象の前に姿を現す。

　騒がしかったホテル前の広場が静まりかえった。

「──力無き者達よ、時は来た」

　静まりかえった広場に、サナギの澄んだ声が響く。

「バルタザールにより因子フアクターが拡散されて数百年。我々人類は自らの才能を因子フアクターにより管理されてきた。努力は報われず、嘆きは踏みにじられ、人は因子フアクターにより支配され、管理されてきたと言っていい」

　群がる弱者の瞳ひとみに宿るのは、希望や絶望ではない。

　恐怖と憎悪と、そして怒りだけだった。

「因子フアクターに踊らされることを受け入れ、安穏と生きている内郭インサイドの人間はもはや人ではなく傀かい儡らいだ……お前達はどうだ？」

　サナギは自分を見上げてくる弱者達に問いかける。

　何も持たず、純粋な渇望のみを宿した彼らの瞳に問いかける。

「弱者よ。お前達はどうだ？　傀儡か？　それとも人間か？」

　声は上がらない。だが十分だった。

　彼らの望みを、サナギはよく理解していた。

「人間だと言うのであれば、証明してみせろ。因子フアクターのために人がいるのではなく、人のために因子フアクターがあるということを。安穏と因子フアクターの恩恵に縋すがり付く内郭インサイドの傀儡共に知らしめてみせろ。力が足りないというのなら──




　俺がくれてやる。存分に振るうがいい」




　──オオオオオオオオオオオオオオッ！




　弱者達の雄たけびが上がる。

　虐げられし者達の怨えん嗟さと慟どう哭こくが、外郭アウトサイド全体に響き渡った。

　それは忠誠のための叫びではなかった。

　魔王には忠誠などいらない。人を従わせるのに必要なのは、忠誠心などでは断じてない。

　人の支配は『恐怖』と『力』だけで事足りる。

　強者には『恐怖』を。

　弱者には『力』を。

　魔王とは、そうして君臨するものなのだ。

「…………」

　サナギは踵きびすを返し、部屋へ戻る。

　アカネがサナギの肩に上張りをかぶせ、頭を下げた。

「お見事でした」

「あの程度のおためごかしで、この数の人間が動くとはな。魔王というよりは女じよ王おう蟻ありだ」

「程度の低い連中は雑兵としての価値があります。今後因子フアクターを与えるか否かの選定は、アーガスシティを手中に収めてからでも遅くはありません」

　サナギは肩の上張りを翻し、戦いに備えるためにスイートルームを出て行こうとした。

　──その時、カチャリと音を立ててスイートのドアが開いた。

　サナギは無表情に来客へ目を向け、ワンテンポ遅れてアカネも同じように視線を向けた。

　アカネの顔に驚きよう愕がくの色が浮かぶ。

「あ、あなた……どうやってここへ……!?　私の妖精因子フエアリーズ・フアクターで閉じ込めていたはずです！」

　アカネがそう言うと、車くるま椅い子すの車輪を回転させながら、その人物はサナギの前へ進んできた。

　月明かりを浴びて姿を現したのは──桐き生りゆう詩し織おりだった。

「……久しぶりね。サナギちゃん」

　詩織は少しだけ悲しげに笑いながら、サナギの名を呼ぶ。

　動揺するアカネを他よ所そに、サナギは涼しい顔で詩織を凝視した。

「…………貴様の記憶は消したはずだが」

　記憶を消す。妹であるりんごと同じように、母親の詩織の記憶も、サナギは過去に消していた。

　魔王になるためには過去が邪魔だった。

　だからサナギは魔王因子サタニツク・フアクターによって奪った忘却因子オブリビオン・フアクターの力によって、家族の記憶の中から自分の存在を消したのだ。

「覚えてるよ。だって私は、サナギちゃんのお母さんだから」

「…………」

「実の娘のことを忘れるわけがないでしょ～」

　母親として、詩織はサナギと向き合っていた。

　サナギの頭の中で様々な可能性が駆け巡る。

　だが、あり得る答えは一つしかなかった。

「……因子免疫者アンチフアクターか」

　サナギにとって、詩し織おりがその存在だったことは想定外だった。

　因子免疫者アンチフアクターとは、１００万人に一人の割合で出現する可能性のある特異体質者のことだった。

　因子免疫者アンチフアクターの体に因子フアクターが入り込んだとしても、体内に蓄積することはなく、ナノマシンである因子フアクターは機能を停止してしまう。

　また同時に、外部からの因子フアクターによる影響を全く受け付けないのだ。

　たとえばナイフ型のリアライズデバイスで傷つけようとしても、銃型のデバイスで撃ち殺そうとしても、ダメージを与えることはできない。因子フアクターでは免疫者を殺すことはできないのである。いまだに何な故ぜ因子免疫者アンチフアクターが因子フアクターの影響を受けないのかはわかっておらず、因子軍ギアフアクターズによる研究が行われていた。

　サナギは、桐き生りゆう詩織がこの因子免疫者アンチフアクターであると確信した。

「父の研究内容を鑑かんがみれば合点がいく。その体質を研究するために、父は貴様を──」

「──それは違うよ」

　詩織はさらにサナギへ近づいた。

　アカネが止めようとしたが、サナギは手で遮った。

「お父さんとお母さんは、ちゃんと愛し合って結婚したんだよ」

「…………」

「だからサナギちゃんとりんごちゃんは産まれてきたんだよ」

　少しだけ泣きそうな顔で、詩織が頰ほおに手を伸ばそうとしてくる。

「それに……マサ君も。あの子だって、お母さんの大事な息子。サナギちゃんの、大事な弟だったでしょう？」

　けれど車くるま椅い子すからは背の高いサナギの頰には届かない。

　それでも必死に手を伸ばしてくる詩織を見下ろしながら、サナギはわずかに目を細めた。

　過去が頭を掠かすめた。

　消し去ろうと必死だった、思い出の断片が──。


　　　　◆◆◆






　──桐生サナギは、桐生家の長女として生を受けた。

　詩織は未覚かく醒せい者だが優しく、思いやりのある母親だった。生まれてきたサナギを抱きながら、瞳ひとみに涙を溜ためて嬉うれしそうに微笑ほほえむ、普通の母親だった。

　反して父親は、少々変人であると周りから見られていた。

　表向きは画家と名乗ってはいたが、彼の正体はナノ工学の元研究員だった。

　マッドサイエンティスト……その言葉が相応ふさわしい人物であったと、サナギは記憶している。

　親子らしい会話は数えるほどしかしたことがなく、父親は娘であるサナギに興味がないように思えた。

　彼が興味を示すのは研究、そして詩し織おりだけだった。

　父親の研究内容は『誰でも好きな因子フアクターを手に入れられるように、因子フアクターの中枢プログラムを書き換えること』だった。

　サナギが「何の研究をしているの？」と少しでも興味がありそうなそぶりを見せれば、ひっきりなしに興奮しながら研究について子供に聞かせるような男だった。

『この研究の成果が出れば、世界中の人々が好きな因子フアクターを手に出来るんだ！　すごいだろう!?』

　サナギは、父の話を聞くのが大好きだった。

　因子フアクターの話をしている時だけは、父が自分を見てくれたから。

　少し変わった父親と、優しい母、そして幼い妹。

　この頃のサナギは幸せだった。

　その全すべてが変わったのは、サナギがある少年を拾ったことが切っ掛けだった。

　中学校からの帰り道。図書館に寄って、日が暮れるまで本を読み漁あさった後、サナギは彼と出会う。

　遠くでパトカーのサイレンが鳴り響いていた。

　何気なく立ち寄った公園のベンチの下に、彼はいた。

　ボロ布のような衣類を着た、ぼさぼさの髪の少年。

　少年は肩から血を流し、猫のように髪の毛を逆立てながら、ギラつく瞳ひとみをサナギに向けていた。

　サナギは恐る恐る彼に近づき、ベンチの下をのぞき込む。

『……君、どうしたの？』

『っ』

『酷ひどい怪け我がだね。誰にやられたの？』

　荒い息を吐き、今にも失いそうな意識を必死に留とどめようとしている少年に、サナギは手を差し伸べる。

『大丈夫だ。僕は君の敵じゃない』

『…………』

『僕は君から、何も奪わないよ』

　警戒心しか無かった少年の瞳に、わずかな迷いが現れたのを見て、サナギは彼に優しげに微笑ほほえんだ。

　それが魔王と覇王の最初の邂かい逅こう。

　後の岳たけ汐しおサナギと、桐き生りゆう将まさ人との出会いだった。


　　　　◆◆◆






　蘇よみがえった過去の断片に、サナギは漆黒の右腕の拳こぶしを握る。

　心の奥底に貯まった泥の中から、魔王としてではなく、桐き生りゆうサナギとしての感情が覗のぞく。

　必死にこちらに手を伸ばしてくる詩し織おりの頰ほおを、涙が伝う。

「……もう、いいんだよサナギちゃん。あの時、お父さんを止められなかった私が全部悪いんだよ……」

「…………」

「誰も憎む必要なんてないの……一緒におうちに帰ろう、サナギちゃん……」

　詩織が母親であることに対する感情が溢あふれそうになる。

　横にいるアカネは何一つ理解していないだろう。覇王の家族がサナギの家族であることも、目の前の女がサナギの母親であるということも、わかっていないのだろう。

　頭の中で警鐘が鳴る。

　──わかる必要などない。

　──他者に悟られてはならない。

　──過去は消さなければならない。

　──魔王でいるために。

　桐生サナギとしての感情を、魔王としての自分が抑え込む。

　微かすかに光を取り戻しそうになったサナギの瞳ひとみが、再び黒く濁った。

　サナギは詩織の手を払いのけた。

　そして、懐からディバイザー、因子フアクターの活動を抑制させる拳けん銃じゆうを取り出した。

　因子フアクター抑制のための銃であれど、至近距離からであれば９ミリ拳銃ほどの殺傷力はある。

「貴様らがいなければ……俺は何の迷いも無く前へ進めるのだ……」

　サナギはトリガーに指をかけて、わずかに眉み間けんに皺しわを寄せながらそう言った。

　迷いと聞いて、アカネは驚きを隠せなかった。

　一番彼女に似つかわしくない言葉だと、アカネは思っていた。

　魔王たる彼女に、そんな概念は存在しないと思っていた。

「目障りだ……消えるがいい……！」

　だが、アカネには確かに見えていた。

　銃を握るサナギの手が、細かく震えていた。

　アカネの髪が心に受けた衝撃でふわりと舞う。

「──いけません！　魔王様！」

　この時、アカネはサナギを止めるべきだと思った。

　何な故ぜかはわからない。自然と身体からだが動いたのだ。

　引き金が絞られるのと、アカネが詩し織おりの前へ躍り出たのはまったくの同時だった。






SecondEncounter　失われた記憶を求めて






　円卓に集まった四人の王は、女王の話に耳を傾ける。

　女王が知り得た情報は、魔王軍がこれから行う作戦のほぼ全容だと言ってよかった。

「魔王の目標は内郭インサイド。外郭アウトサイドの制圧はあくまで軍を形成するための前準備よ。アーガスシティを牛耳る因子軍ギアフアクターズ本部のセントラルタワーが最終目標ね」

「……何な故ぜ言い切れるのだ」

「諜ちよう報ほう活動はお手の物。お前達革命軍のような木で偶くと一緒にしないでほしいわぁ」

「っ、何ぃ！」

「魔王軍の雑兵どもの質は英雄、お前が一番よくわかっているのではなくて？　あんな練度の低い連中で因子軍ギアフアクターズを相手にできるなんて、魔王も考えていないわぁ。魔王軍はあくまで因子軍ギアフアクターズの戦力を外郭アウトサイドに集中させるための囮おとりよ」

　女王は目を細め、紫煙を燻くゆらせる。

「魔王は単身で手薄になった内郭インサイドへ攻め込み、セントラルタワーを占拠するつもりよ。あそこを落とせば、アーガスシティのシステムの全すべてを手に入れられる」

「システムったって、電力なんかを管理しているだけじゃないのか？」

　将まさ人とが問うと、女王は肩をすくめた。

「この人工島にとって電力がどれほど重要なのかわかっていて？　それに因子フアクターのデーターベースが全て管理されているし、食品の生産ラインの管理も行われている。その上、抗因子兵器のディバイザーだって大量に保管されているわ。あの場所はこの島の心臓のようなものなのよ」

「……仮にそんなもん手に入れて、どうするんだ？」

「さあ？　世界せーふくでも企んでいるのではなくって？　魔王らしいと言えば魔王らしいじゃない？」

　世界征服。現実味の無い話だった。第一、世界はアーガスシティだけではない。海に沈んだこの星には、数え切れないほど多くの人工島が存在しているのだ。

（……まさかその全部を手に入れようってわけじゃないだろう……？）

　そんなの、子供の馬鹿げた戯ざれ言ごとにしか聞こえない。

　だいたい、因子軍ギアフアクターズは他の都市も支配しているし、『王の因子』なるものだって他にもたくさんあるかもしれない。

　その全てを、だなんて、あまりに馬鹿げている。

「あり得ない話じゃあないわよ？　魔王って、そういうものでしょぉ？　それに、この世界を一度滅ぼしかけたのだって『王の因子』なわけだしねぇ」

　紫煙を吸い込み、吐き出しながら女王は言った。

　腕を組んだままいかめしい顔をしていた英雄が、ふんと鼻を鳴らした。

「馬鹿げている。内郭インサイドに単独で攻め込むなど無謀だ。『王の因子』と言えど、単独での戦闘能力は──」

「冥めい王おうが言っていたように、魔王は因子軍ギアフアクターズに潜入してそのための下準備を整えていたでしょぉ？　すでに因子軍ギアフアクターズは魔王軍の動きを警戒して外郭アウトサイドから内郭インサイドへ入るための門へ戦力を集中させている。外郭アウトサイド全域に広がっている魔王軍は、一斉に内郭インサイドへ向かって突撃、注意が軍勢に向かっているその隙すきに、魔王はのんびりと門を越えるつもりでしょう」

　ニヤリと笑いながら、女王は将人を見た。

「魔王を叩たたくのであれば、内郭インサイドに潜入される直前が最善よ」

「…………」

「作戦の決行は、二日後の深夜０時。魔王の護衛は側近の二名。内一人は……覇王はもう戦ったことがあるわよねぇ？」

　女王が言っているのは恐らく光ひかりノ河かわアカネのことだろう。あの少女の魔王への忠誠心を鑑かんがみれば、護衛についていることは間違いない。

　諜ちよう報ほうが得意と豪語するだけのことはある。

　となれば、魔王のセントラルタワーへの侵攻を阻止することが、この連合のすべきことになる。

　家族を助けたいというのが連合を作ることになった将まさ人との動機だが、他の王からすればその点は関係の無いことだ。

　家族の居場所だってわからないのだから、魔王を倒して直接聞く以外に方法は無い。

「と・こ・ろ・で？」

　不意に女王が立ち上がり、ハイヒールの踵かかとを床に打ち鳴らしながら、将人のそばにやってきた。

　そして腰を曲げて、将人の顔にふぅと煙を吐き出す。

　甘ったるい煙の匂においに咽むせそうになりながら、将人は訝いぶかしげに女王を見た。

「わらわが入手した情報はまだあるのだけれど、聞きたいかしら？　ついさっき届いたばかりの、最新の情報よ～」

「……なんだよ。出し惜しみしたってしょうがないだろ？」

　たまらず咳せき込こみながら将人が言うと、女王は円卓の上に腰掛けて、足を組んだ。

　長くて白い足は美しいが、今そんなところに目をやるほど将人は煩ぼん悩のうに溢あふれてはいない。

　女王は頰ほおに手を当てて、「どうしようかしらぁ」とわざとらしく迷うような仕草をしていた。

「いやねぇ？　この情報ねぇ、もって帰るのたぁいへんだったのよぉ。うちの道化ピエロが何人か殺されちゃったしぃ、結構危ない橋を渡ったのよねぇ」

　女王はキセルの先をくるくる回しながら、チラチラと将人を横目で見てくる。

　ずっとイライラしていた英雄が、再びズダンと円卓を叩たたいた。

「もったいぶるな！　さっさと言わんかっ！　何の情報かぐらい教えろ！」

　地団駄を踏まんばかりに英雄が苛いら立だっている。

　女王はクスクスと笑いながら、将人の耳元に口を寄せた。

「魔王の正体、知りたい？」

　小声ではなく、わざわざイリスや英雄にも聞こえる声でそう囁ささやいた。

　全員が戦せん慄りつした。

「知っているのか!?」

　英雄が声を限りに叫んだ。あまりの大声に、将人の耳はキーンとした。イリスは冷ややかに女王を睨にらんでいるだけだ。

　女王は勝ち誇ったような顔で、将人を見下ろした。

「わらわはそれを知っているわ。岳たけ汐しおサナギは偽名。あの女にだって、家族はいるし、生まれた家がある。しかもそれらはまだ健在よ」

　場がざわめき立つ。

　魔王の正体。それを知ることができれば、戦略の幅が広がるかもしれないし、魔王の弱点が判明するかもしれない。

　だが、

「知りたければ、条件があるわ。聞き入れる気があるのなら、この場で他の王にも教えてあげる」

　当然、ただでは教えてくれそうになかった。

　将まさ人ともそれは予想していたので、冷静に対処する。

「……条件次第だ」

「んふ。まあ、たいした条件じゃないわ──魔王を討伐した後、元々ローグの縄張りだった魔王軍が占拠している区画を、雑伎団サーカスに譲る、というだけだもの」

　王だけでなく、その場にいた全員がざわついた。

　特に革命軍の連中は怒声を上げて女王を罵ば倒とうした。

　英雄は部下を宥なだめてから、殺意を込めて女王を睨にらむ。

「ふざけるな。情報如ごときのために、領地を寄越せとは厚顔無恥にもほどがある……！」

　確かに理に合わない。

　将人からすればローグの領地が雑伎団サーカスに渡ろうが知ったこっちゃないのだが、外郭アウトサイドの情勢に多大な影響が出るのは間違いなかった。

　イリスも英雄も条件を吞のむわけにはいかないだろうし、条件をふっかけてきた以上、女王も引こうとは──

「そうねぇ……わらわもそう思うわ。やっぱりだめよねぇ」

　──意外にも、あっさり引いた。

　そして女王は人差し指を立てる。

「じゃあ、こうしましょう。もう一つ条件を作ってあげる。きっとこっちは納得がいくと思うわぁ。領地を明け渡せないなら──」

　うふ、と艶えん美びに笑いながら、女王が細い指先を将人の顎あごに伸ばした。

「覇王──お前がわらわのものになりなさい」

　…………。

　…………。

「………………は？」

　目を点にしながら、将人は聞き返した。リゼットとアイリも、ぽかんとしながら口を半開きにしている。そしてクレスはお食事に夢中だ。

「お前がわらわに忠誠を誓えば、教えてあげるわん」

　どう？　と問いかけながら、女王が足を組み替える。

　リゼットとアイリの二人が立ち上がる音がした。

「ふ、ふっざっけんな！　どういう流れでそういう話になったのよ！」

「な、ななな、何がわらわのものになれですかっ！　認められませんよそんなこと！」

　二人が怒りの形相で女王にたてつく。

　リゼットはともかくとして、あれだけ元の主に怯おびえていたアイリがこれだけ堂々と罵ば声せいを飛ばすとは思わなかったのか、女王もきょとんとしていた。

　きょとんとしたいのはこっちだ、と将まさ人とは思う。

「あら、意外と忠犬だわねこの二匹。跳ねっ返りのアイリと頭の硬いローグの処刑人をここまで子猫ちゃんにしちゃうなんて、覇王もやるじゃない」

「「どういう意味!?」」

「女が男に忠誠を誓う理由なんて、つまりそういうことじゃなくって？　覇王因子ヴアンキツシユ・フアクターは心までは奴隷にできないのでしょぉ？　つまり、男が他人のものになるのが我慢ならないのはそういうことじゃなくって？」

　女王の言葉に、アイリとリゼットは顔を真っ赤にしながらあわあわしている。

　二人は何な故ぜか反論しない。

「ち、ちがっ……ちょっと！　う、えっと……！　え、似え非せ勇者もなんか言いなさいよ！」

「そ、そうですよ！　いつまでもモグモグしてないであなたも怒ってください！」












　誤魔化そうとしているのか、二人はクレスに矛先を向けた。

　クレスは雑伎団サーカスが用意した骨付き肉をむしゃむしゃしながらも、一応話は聞いていたのか、将まさ人とをじっと見つめた。

「…………う、うぅ」

　そして、手に持った骨付き肉を見る。

　クレスの頰ほおを汗が伝う。

　もう一度、将人を見る。

　さらにもう一度、肉を──

「「ご飯と主を秤はかりにかけてるんじゃない！」」

「しょ、しょんなことしちぇにゃいっ、く、くれしゅはっ……」

　もぐもぐしながら言っても説得力が無かった。

「おほほほ、覇王がわらわのものになれば、お前達の面倒も見てあげるわよぉ？　少なくとも食べることには困らないわぁ」

　女王の誘惑に、目を輝かせてしまうクレス。

　と、その時。

　ブォン……ブロロォ……！

　将人の背後の闇やみの中で、再びエンジン音が低く唸うなった。

　闇の中から、二つの赤い瞳ひとみが女王を睨にらんでいる。

「……ふふ、殺人鬼にまで愛されているのねぇ。でも、決めるのはお前よ、覇王」

　答えを求められて、将人は額に手を当てた。

　頭痛がしたのだ。

「……どういう理由かは知らないけど、俺を支配下に置いたところで得られるものなんて無いぞ？　俺にあるのは家族と、こいつらだけだ」

「あら心外。別に戦力目的でお前が欲しいのではなくってよ？　男として気になる、じゃダメ？」

　ちょっと上目遣いで女王がそんなことを言ってくる。

　将人はため息を吐ついて、女王を睨んだ。

「何が目的だ。あんたに惚ほれられるような覚えは無い」

「……つまんない男ねぇ。気になるのは本当なんだけど」

「理由は何だ」

「お前に興味があるのは本当。お前という存在が気になるの」

　意味がわからず、将人は首を傾かしげた。

「魔王の正体は、お前の正体にも繫つながるのよ。わらわが知りたいのは、魔王じゃなくてお前のこと。お前の全すべてを知りたいの」

　俺の正体？

　将まさ人とは疑問符を浮かべ、「何の話だ」と言おうとしたが、その時、

「──その条件はのめない。覇王は君には渡さないよ」

　ずっと黙っていたイリスが、女王と将人のやりとりに口を挟んだ。

「……あら、お前には聞いていないのだれど」

「勝手に話を進めないでほしい。これは王の連合だ。僕にも口を挟む権利がある」

　イリスは冷ややかに、落ち着いた声でそう言った。

「覇王には恩もあるし、元は僕らの客だったんだ。君に渡すわけにはいかない」

「ふん。招かれざる者達の掟おきてなんて知ったことではないわぁ。それともなぁに？　わらわ達がローグのシマをもらっちゃってもいいのかしらぁ？」

「──ああ、僕らはそれで構わないよ。領地には興味無いし。地下が一番落ち着く」

　イリスが即答すると、英雄が驚きよう愕がくしつつまたも円卓をぶっ叩たたいた。

「冥めい王おう！　貴様何を言っている!?　このような連中が外郭アウトサイドで勢力を拡大するのを容認するなど、言語道断だ！」

「知らないよ。だいたい、魔王討伐後にこの領地問題で革命軍と雑伎団サーカスで戦争になるのは目に見えてる。僕は領地問題に興味ないし、ここで決着をつけられるのならそれに越したことはない」

　争いの火種を好まないイリスらしい考えだった。

　だが、革命軍からしてみればとんでもない話であるのは変わりない。

「自分は認められないぞ……！　雑伎団サーカスにローグの領地を渡すなど……！」

「そう？　革命軍にとって、領地はあまり意味が無いと僕は思うのだけれど。君達が必要としているのは領地じゃなくて同志だろう？　君達は今保有している領地ももてあましているはずだ。戦いによって死者は数え切れないほどに出たはずだし、その上最近革命軍に入ろうとする人間も減ってきている」

「……何な故ぜそれを！」

「無謀な戦いに身を投じ続けていればそうなるさ。先代の英雄から英雄因子ヒーローズ・フアクターを《王位継承インヘリタンス》されてまだ間もない。今が辛つらい状況なのはわからなくはないよ……でも、焦って領地を拡大するのは得策ではないと、先輩として助言しておくよ。嫌味ではなくね」

「……！」

「人と領地をまとめるというのは、大変なことなんだ」

　イリスの冷静な言葉に、英雄は顔を真っ赤にして、悔しそうに下唇を嚙かんでいた。

　きっと自覚があるのだろう。英雄として若い彼女は、革命軍をまだ御し切れていない。

　年齢も将人と同じか、もしかしたら下かもしれない。

　なので、将人としても彼女には少しだけ親近感があった。

　英雄が屈辱すぎて泣きそうになっていると、後方に控えていた革命軍のいかめしい顔つきの男が二人、一歩前へ出た。

　まるで二体の銅像のような男達だった。

「冥めい王おう、貴様の言うことは概おおむね正しい。我らに今、領地を得る必要性は微少なり」

「魔王軍との戦いで疲弊した今、拡大した領地を守るだけの余力は無い」

　二人は極めて冷静に、イリスの言葉を肯定した。

　が、

「「──なれど！　我らの王を侮辱したこと、決して許せぬ！」」

　カッと目を見開き、声を揃そろえて二人は怒号を飛ばした。

「同志英雄を若輩と罵ののしったこと、万死に値する！　このお方の世界を変えようとする志は貴様ら愚王には理解できぬ尊いものだ！　革命軍同志一同はその志に惚ほれている！」

「我らは同志英雄の力に付き従っているわけではない！　《王位継承インヘリタンス》により因子フアクターを継いだとて、その者が惰弱であれば我らが付き従ったりはせん！　前英雄が彼女を選び、そして我らが彼女を英雄として認めたのだ！」

「「我らがいる限り、我が王は偉大な英雄なり！」」

　腹から声を出し終えて、二人は一歩後ろへ下がった。

　そして、仁王像のように腕を組んで眉み間けんに皺しわを寄せている。

　泣きそうになっていた英雄は一度下を向き、顔を上げた時には、口を一文字に結んで毅き然ぜんとした態度で椅い子すに座った。

　革命軍の二人のあまりの声量に、その場にいた全員の耳がキーンとしていた。

　二人の言葉を耳にしたイリスは、静かに目を閉じた。

「侮辱したつもりは無かったのだけれどね……すまなかった。王に若さは関係無かったね」

「…………」

「でも、さっき言ったことを訂正するつもりはないよ。二人が言うように、今の君達にローグのシマを管理できるだけの余裕は無い。それに──」

「承知している。同時に覇王を女王に渡すのも無しだ。殺人鬼は厄介だからな……仕方がない。魔王討伐後は、一時的にローグの拠点を雑伎団サーカスに譲渡することを約束しよう」

　英雄が女王を睨にらむと、女王は「チッ」と舌打ちをした。

　よくよく考えれば将まさ人とを支配下に置くことの一番のメリットは、殺人鬼因子ブギーマンズ・フアクターを持つノアだ。

（なんだ……やっぱ俺に興味があるなんて噓うそじゃねぇか）

　ホッとしたような、ちょっとだけ残念なような。

「そ。それでいいなら領地でいいわぁ。惜しいけれどねぇ」

　女王は将人に流し目を送った。

「覚悟はいいかしらぁ？　お前にとって、この真実はそれなりに衝撃だと思うわ」

　何な故ぜか心構えを問われる。

　妙な胸騒ぎはあったが、将まさ人とは女王に頷うなずいてみせた。

　女王はにっこりと笑い、将人の胸をキセルの先で突いた。

「魔王の側近、御み堂どう光みつ秀ひでから写真を受け取ったでしょう？　それを見てみなさい」

　怪け訝げんに思いつつも、将人は言われた通り写真を取り出す。

　女王は、今度はキセルの先を写真の被写体、将人の家族といる少年に向けた。

「これが魔王よ」

「────え？」

　世間話でもするかのように、軽い口調で女王が言った。

　将人は顔を強こわ張ばらせたまま、女王を見る。

　女王は、楽しげに笑っていた。

「名前は桐き生りゆう砂さ凪なぎ。父親はすでに死亡しているけれど、妹と母親は健在よ」

「……ちょっと待て、何言って」

「妹の名前は桐生りんご。今は学校に通いながら新人アイドルとして売り出し中。桐生家の家計を支えているわ」

「…………」

「母親の名前は桐生詩し織おり。父親が因子軍ギアフアクターズに殺されて、未覚かく醒せい者だった彼女は家族を養うために海底作業に従事した結果、重度の凍傷で両足が機能しなくなった」

　紫煙を吐きだし、女王が口元を歪ゆがめて上目遣いで将人を見る。

「写真に写っているのは少年じゃなくて少女ってことになるわねぇ。桐生家は両親と姉妹の四人家族。まあ、父親は死んで、魔王は同じ頃に行方不明になったから、今は母親と妹の二人家族ってことになるのかしらね」

　女王がぬぅっと首を伸ばして、硬直している将人の眼前に顔を寄せた。

「桐生家に長男なんていないのよぉ？　なのに……どういうわけかしらねぇ？　いつの間にかあの家には『お兄ちゃん』が居座ってるのよ。戸籍上は姉である桐生砂凪が、いつの間にか兄に置き換わり、名前も変わってしまってたのよねぇ」

「…………」

「ねえ、ところで覇王？」

　女王が首を傾かしげる。

「──お前いったい、誰なの？」

　その問いかけを耳にした瞬間、将人の視界がぐにゃりと歪んだ。

　頭の中で鐘の音が響いていた。ガンガンと、まるで鉄でできた頭をバットで殴られ続けているようだった。

　とんでもない頭痛だった。鐘の音に合わせて、視界にノイズが走る。

　音が鳴る度にフラッシュバックのように記憶の奥底に眠っていたビジョンが過よぎる。

　──明かり一つ無い場所で目覚め、地下をさまよい歩いていた記憶。

　──地上に出て、ひもじさと暴力の蔓延はびこる場所で地を這はいながら生きてきた記憶。

　──煌きらびやかな街へ侵入して、優しそうな少年に出会った記憶。

　脳が、心が悲鳴を上げる。

　朧おぼろ気げな視界の中で、リゼットとアイリが自分を見下ろしているのが見える。

　自分が倒れたのだと理解した瞬間、将まさ人との意識は闇やみの奥底へ落ちていった。

　その闇の中で、誰かの声が聞こえた。

　男の声だった。




　おはよう。将人。




　そのどこか聞き覚えのあるような気がしてならない声が響いた瞬間、将人の中で記憶の波が押し寄せた。








　　　　◆◆◆



　少年の記憶は曖あい昧まいだった。

　自分がどこで生まれ、どうやってこの場所にたどり着いたのかはよく覚えていなかった。

　ただ記憶にあるのは、闇の中で目覚め、カプセルのような容器の中から這い出たことだけだ。

　そして、気づいたらその場所にいた。

　外郭アウトサイドと呼ばれるスラムに。

　少年はゴミを漁あさって食べ物を探し、泥水を啜すすって生きていた。幸い、その世界ではそういう浮浪者じみた人間を忌み嫌う者はいなかった。ここでは当たり前に、人がそうして生きていたからだ。

『…………』

　少年はゴミを漁りながら、いつも壁の向こうの都市を睨にらんでいた。

　煌びやかな街。内郭インサイドと呼ばれる場所。

　その場所へ行って、全すべてを奪うのが少年の野望だった。

　今自分のいる場所がこんなにも惨めで、今ここにいる自分がこんなにも苦しいのは、あの街のせいだ。ここにいる人間は皆、死んだ魚のような目をしている。けれど、あの煌びやかな街を、内郭インサイドを見上げる時だけ、羨せん望ぼうと嫉しつ妬とが入り交じった光が宿るのだ。

　少年も同じだった。負の感情であれど、このくそったれな世界であの街だけが生きる力になっていた。

　でも、少年は羨せん望ぼうと嫉しつ妬とだけで終わらせようなどとは思わなかった。

　奪われるだけで終わってたまるか。

　この手であの世界から奪ってやる。

　少年は、外郭アウトサイドから壁を越えて内郭インサイドへ向かった。

　このまま生ける死体として終わるくらいなら、あの場所へ行って何かを奪って死ぬ方がましだと、そう思ったのだ。

　内郭インサイドへ入るのは容易ではなかった。

　内郭インサイドから外郭アウトサイドへ出るのは簡単だが、逆は難しい。

　多くの不法侵入者は地下道を通るが、広大に広がる地下道は迷えばのたれ死ぬ可能性が高く、内郭インサイドの排水が定期的に洪水のように流れてくる場所があるので非常に危険だった。少年はたっぷりと時間をかけて、内郭インサイドからやってくる配給車を観察した。当たり前だが、配給車が内郭インサイドへ戻る際には入念なチェックが入る。少年が目をつけたのは配給にやってくる因子軍ギアフアクターズ兵士と門番だ。

　闇やみ市いちへの横流しを行う時だけ、チェックが緩む。基本的に配給は月一で行われるが、三ヶ月に一度だけ悪徳兵士の番がやってくることを少年は知っていた。

　配給のタイミングを見計らい、少年は物資の中に紛れ込んで内郭インサイドへ行こうとした。

　だがそんなに警備が甘いわけもなく、センサーに感知され、少年は配給車から逃げ出した。幸いにも内郭インサイドのゲートを越えることはできたが、少年の肩は銃に撃ち抜かれていた。

　少年は必死に逃げた。

『……こんなところで、死んでたまるか……！』

　傷口を手で押さえながら、滴る血で地面を汚しながらふらつく足取りで内郭インサイドをさまよい歩く。道行く人々が奇異の眼まな差ざしを向ける中、少年は世界を呪のろうように呟つぶやく。

『……奪われるだけの存在で……終わってたまるか……！』

　だが、まだ幼い彼の身体からだは無情にも頽くずおれた。

　息も絶え絶えに地面を這はいながら、少年は小こ綺ぎ麗れいな公園にたどり着いた。

　寒くないのに、身体が震えていた。

　肩を抱き、ベンチの下に身を隠しながら虚うつろな瞳ひとみで宙を見つめる。

　むせかえるような暑さと、蟬せみの声が少年から生気を奪っていく。

　視界が赤く明滅し、頭痛が酷ひどかった。兵士から受けた銃弾はディバイザーの弾丸だろう。未覚かく醒せい者の少年には効果は無いはずだが、このノイズと頭痛は肩の痛みと出血によるものではないように思えた。

　何かが起こる前兆。頭の奥底で声が聞こえるような気がした。

　早く。早く。早く。起きろ。起きろ。起きろ。

　視界が赤くなるスパンが早くなり、頭痛が激しくなっていく。

　だが、その時。

『……君、どうしたの？』

　ベンチを覗のぞき込こむようにして、見知らぬ少年がこちらを見ていることに気づいた。

　少年は火花の散るような視界の中で、見知らぬ少年を睨にらむ。

　向き合った見知らぬ少年はベンチの下の血だまりに気づき、眉まゆ根ねを寄せた。

『酷ひどい怪け我がだね。誰にやられたの？』

　荒い息を吐き、今にも失いそうな意識を必死に留とどめようとしている少年に、見知らぬ少年が手を差し伸べてくる。

『大丈夫だ。僕は君の敵じゃない』

　敵じゃない。そう言われて、少年はますます目を細める。

　人間はいつもそうだ。敵じゃないと警戒心を解いて、何もかも自分から奪っていく。

　だから奪う側に回るのだ。こいつが自分から奪おうとするのであれば、のど笛に嚙かみついてでもこちらから奪ってやる。

　外郭アウトサイドで生きてきた少年には、他人の善意など全すべて悪意にしか映らなかった。

　弱肉強食が世の理ことわりであることが、外郭アウトサイドでは当たり前だったから。

　でも、

『安心して。僕は君から、何も奪わないよ』

　何もかも察したかのように、見知らぬ少年が薄く笑った。

　まるで自分を包み込んでくれるような、とても優しい声だった。

　警戒心が無む理り矢や理り剝はがされていくような感覚が襲う。

　不意に、視界の明滅と頭痛が止やむ。

　代わりに、目の前が白んでいく。

　頰ほおに、温かいものが触れたのと同時に、少年は意識を失った。







『ふむ。この少年には因子覚かく醒せいの予兆があったようだが……どうやらディバイザーの弾丸を撃ち込まれたことで、覚醒がキャンセルされてしまったらしいね』

　野太い男の声がして、少年はうっすらと目を開ける。

　温かい毛布が身体からだを包み込んでいた。ぼんやりとした視界には、小さなライトスタンドの明かりと、三つの影が見えた。

　一人は椅い子すに座って、古めかしい計器のようなものを見ている。

　もう一人はシルエットからして女性だろう。その女性の隣に、気を失う前に見た見知らぬ少年がいた。

『貴重な症例だ。目が覚めて傷が回復したら、ぜひとも調査させてほしい。だから君の提案には大いに賛成だよ、詩し織おり』

『もう。お父さんはいつも研究ばっかりなんだから～』

『そういう君はどういうつもりであの子を引き取りたいと言い出したんだい？』

『だって～すっごく可愛かわいい顔してるんだも～ん』

『なるほど。一ひと目め惚ぼれか。それなら仕方がないな』

　大人の二人が気の抜けたようなやりとりをしている横で、見知らぬ少年が苦笑いをしているのが見える。

『父さん、母さん。お話はそのへんにしようよ。この子、目を覚ましたみたいだよ』

　見知らぬ少年の言葉に、大人二人がこっちを見てくる。

　少年は、警戒しながらベッドの隅、部屋の角に猫のように飛とび退のいた。

　すると、大人の女性がそばまでやってきて、ベッドに四よつん這ばいになりながらこちらに近づいてくる。

　そして、にっこり微笑ほほえみながら、

『ねえね、君……うちの子にならない～？』

　唐突に、そんなことを言ってきた。

　意味がわからず、怯おびえながら目を剝むいて首を傾かしげてしまう。

　見知らぬ少年は苦笑いをして、奥に座っている大人の男性が眠たそうな目でこちらを見ていた。

『君は外郭アウトサイドの子供だろう？　内郭インサイドに忍び込む最中に見つかって、因子軍ギアフアクターズに追われて傷を負ってここまできたのだと、僕は推察する。違うかい？』

　理知的な口調で問いかけてきた男性の言葉に、少年はぎこちなく頷うなずいてみせた。

　男性は、「ふむ」と目を閉じながら頷き返した。

『ならば、しばらくここにいるといい。食料と寝床の提供は惜しまない。うちの子になるかは、傷が治ってから決めるといい』

『…………』

『養子になる手続きが面倒だが、因子軍ギアフアクターズには友人が多いからなんとかなるだろう。安心しなさい』

　男性の言うことに、少年は合点がいかない。

　だから疑問をそのまま口に出した。

『……なんで俺を匿かくまう。そのうえ養子だって？　頭おかしいんじゃねぇのか？』

　初めて聞いた少年の声に、目の前の女性が嬉うれしそうな顔をして、男性が机のコーヒーを口に運んだ。

『まだ幼いのにずいぶんと口が達者だね。外郭アウトサイドの子供は環境のおかげで成熟が早いということなのかな。興味深い』

『…………』

『君が覚かく醒せいしようとしていた因子フアクターに興味があるのはもちろんだが、一番の理由は他にある』

　男性が、薄く微笑ほほえみながら、少年の前にいる女性に目を向けた。

『妻が喜ぶからさ』

　……なんだその答えは？

　顔を引きつらせる少年に、ひまわりみたいな笑顔になった女性がいきなり抱きついてきた。あまりに突然の抱擁に硬直する少年。

『よろしくね～！　私は桐き生りゆう詩し織おりだよ～！　お名前は～？』

　頰ほおずりでもしてきそうな詩織という名の女性に、将まさ人とは答えるべきか迷った。

　少年にも名前がある。外郭アウトサイドで生きるために自分を呼称する必要があったからだ。

　迷った末に、将人は折れて名を名乗る。

『……マサト』

　ぼそりと告げられたその名に、詩織がますます表情を明るくする。

『マサト……将人くん？　じゃあ桐生将人くんになるんだね～！　よろしくね～マサくぅん♪』

『母さん、気が早いよ』

　苦笑いを浮かべる見知らぬ少年に、将人は助けを求めるような視線を送る。

『僕は桐生砂さ凪なぎ。よろしくね将人。それから……』

　砂凪と名乗った少年が、部屋のドアの方を見やる。

　将人もつられてそちらを見ると、ドアが少しだけ相手いて、そこに小さな女の子が立っていた。

　少しむくれたような顔で、女の子は将人のことを見ている。

『りんご、入っておいで』

　砂凪が呼ぶと、りんごと呼ばれた女の子は、おずおずと部屋に入ってくる。

　将人のことを横目でちらちら見ながら、砂凪のそばにやってきて、後ろに隠れてしまった。

　りんごが砂凪の後ろから、ジト目で将人のことを見てくる。

『この子は桐生りんご。僕の妹さ』

『…………』

『ほら、挨あい拶さつして、りんご』

　背中を押されて、しぶしぶりんごが将人のそばにやってくる。

　将人はどう接していいかわからず睨にらみつけてしまう。

　りんごも、泣きそうな顔で将まさ人とをじと目で見ている。

　そして、将人が何かを口走ろうとした瞬間、

　──パコッ！

　いきなり、りんごが将人の脛すねを蹴けった。

『いっ……て！　何すんだよ！』

『やだー！　りんご、あにぃなんていらないー！　おねぇがいればいいー！』

　意味のわからないことを言って、りんごがバタバタと部屋を飛び出ていってしまう。

　将人は脛を手で摩さすりながら、眉み間けんに皺しわを寄せる。

『！　なんだあいつ！』

　それが、りんごと将人の最初の出会いだった。







　それから、数日の時が流れた。

　将人は結局桐き生りゆう家の厄介になっていた。傷が治らないうちに出て行くことはできなかったし、そもそも将人は内郭インサイドにやってきた後のことなど一切計画していなかった。だからこの家を出て行ったところで行く当てなど無いし、食料や寝床に困らないのだから、出て行く理由が見つからなかったのだ。

　将人はこの家に馴な染じめずにいた。家族というものがどういうものかなんてわからないのだから、この家の人間にどう接していいかわからなかった。

　正直、居心地は悪くなかった。

　でも、頭の奥底で自分はここにいていいのかという疑問が常に付きまとっていた。

　この家にやってきてから数日後、将人はりんごと砂さ凪なぎと一緒に庭の温室で午後のひとときを過ごしていた。温室には色とりどりの花が咲いている。将人は詩し織おりが焼いてくれたクッキーをかじりながら、花を愛めでる砂凪とりんごの姿を眺めていた。

　兄妹きようだいというのは、きっとあの二人のような関係を言うのだろう。

　将人にはぴんとこない。あの二人の間に自分が入って、兄弟を気取るようなことなどとてもできなかった。

　ここにいるのも、そろそろ潮時かもな。

　幸せそうな二人を見ていて、そんな風に思った。出て行ったところでその後の計画など無いけれど、なんとなく、自分はこの場所にいていい人間ではないと漠然と思ったのだ。

　強烈な夏の日差しの下にいるのに、この場所は暖かいだけだった。

　眠気にうつらうつらとしていると、不意に歌声が聞こえてきた。花を愛でながら、りんごが歌っていた。何の曲かなんて将人は知らないし興味もない。

　でも、綺き麗れいな歌声だと思った。

　まるで朝の小鳥の囀さえずりのような、美しい音色だと思った。

『上手だよね』

　砂さ凪なぎがそばにやってきて、将まさ人との隣の椅い子すに腰を下ろす。

　将人は素直に認めてやるつもりがなかったので、ふんと鼻を鳴らした。

『りんごの夢は、お歌を歌うお仕事をすることなんだってさ。あの歌声なら、きっと夢が叶かなうと僕は思うんだ』

『……この世界じゃ、因子フアクターがなけりゃ夢なんか叶うわけねぇじゃん』

　将人がぶっきらぼうにそう言うと、砂凪は目を細めた。

『……そうだね。だから僕の父さんは、誰でも好きな因子フアクターを手に入れられるような世界を作るために、因子フアクターの研究をしてるんだ』

『誰でも好きな因子フアクターを手に入れる？』

『そうさ。因子フアクターは、自分の望んだものに覚かく醒せいできるわけじゃないし、覚醒しないまま生涯を終えてしまう人もいる。そんなのって、おかしいだろう？』

　砂凪の問いに将人は答えず、くだらないとでも言うように欠伸あくびをした。

『よくわかんねぇけど……世界ってそういうもんなんじゃないのか？　じゃくにくきょーしょく、だっけか？　奪うか奪われるかの世界なのは、因子フアクターがあろうが無かろうがおんなじだろ』

『君、まだ７歳くらいだよね？　むずかしい言葉を知ってるんだなぁ』

『そーゆー世界で育ったもんで』

『達観しているんだなぁ。まあ、弱肉強食なのはその通りだね。でも、その強いか弱いかを決めるのが人間じゃなくて因子フアクターなのが、間違ってるんだ。強くなれる選択肢が与えられない人がいるのは間違ってる』

『くだんね……何が違うのかわかんね』

『違うのさ』

　その時だけ、砂凪は強い語気ではっきりと言った。

　砂凪の横顔は凛り々りしくも力強い顔つきをしていた。

　その横顔を眺めながら、将人はずっと気になっていたことを尋ねた。

『……お前、なんで男の格好してんの？』

『ん？』

『お前女だろ？　あのガキも、お前のことおねぇって』

　素朴な疑問だったが、砂凪は笑って答えてくれた。

『この口調、聞いていればわかるだろう？　小さい頃、父さんを真ま似ねていたらこうなってしまったのさ。自分のことを僕っていうのも父さんの真似だろうね』

『…………』

『僕は父さんを尊敬してる。父さんの夢を尊敬してる。父さんの夢が叶かなうことが、僕の夢でもあるんだ』

　少し照れくさそうに言って、砂さ凪なぎは立ち上がる。

　将まさ人とは子供っぽく鼻を啜すする砂凪に、もう一度問う。

『……なんで俺を助けた？』

『それに関して、理由が必要かい？』

　必要だろ、と思いつつ砂凪を睨にらむ。

『まあ、強いて言うなら、君を見て「助けたい」って思ったからかな』

『…………』

『僕は父さんを真ま似ねていたけど、性格は母さん似だからね。そうそう、母さん風に言うなら一ひと目め惚ぼれってやつ？』

『……っ』

『それじゃダメかな？』

　砂凪はりんごの方へ歩いて行きながら、横顔をこちらへ向けてそう言った。

　将人は少し顔を赤くしながら目を逸そらした。

　砂凪が微笑ほほえんでいると、歌っていたりんごが彼女のそばにやってきて、ズボンの裾すそを引っ張った。

『おーねー！　なんでお歌聞いてないのー！』

　りんごがほっぺいっぱいに空気を溜ためながらむすっとした顔をしていた。

　砂凪は幸せそうに微笑みながら、りんごの頭を撫なでた。

　顔の火照りを冷まして、将人は再び二人を眺める。

　この二人を見ていると調子が狂った。

　まるで自分の中の野心がそぎ落とされていくような感覚に陥る。

　出て行ったところでどうする？　俺は何を奪いに内郭インサイドへきたんだ？

　ここに留とどまる理由もないけれど、出て行く理由は？

　目的なんか無いのなら、ここにいてもいいんじゃないのか？

　いつの間にかそんな風に考えるようになっていった。







『マサく～ん、悪いんだけど、りんごちゃんを迎えに行ってくれないかなぁ』

　ある日、詩し織おりが突然そんなことを将人に頼んできた。

　なんでも、友達の家に遊び行く途中で道に迷ってしまったようで、泣きながら携帯電話で連絡してきたらしい。

　将人は「そんなことは砂凪に頼め」と言ったのだが、砂凪は学校へ行ってしまっており、詩し織おりもどうしても抜けられない用事があるため将まさ人とに頼むしかないとのことだった。

　将人はしぶしぶではあったがりんごがいるという場所へやってきた。

　りんごは街角の公園のブランコに座りながら、半べそをかいていた。

　口をへの字にして眉み間けんに皺しわを寄せながら必死に堪こらえているが、目からは面白いくらいにポロポロと涙が零こぼれている。

　迷子になって泣いているのかとも思ったが、よく見ると膝ひざが赤く染まっていた。

　きっと転んでしまって泣いていたのだろう。

　将人はため息を吐つきながらりんごに近づいた。

『……何やってんだ、お前』

　将人が近づいていくと、りんごがハッとして顔を上げた。家族が迎えにきてくれたのだろうと思ったのだろうが、やってきたのが将人だったことで、りんごはむすっとした顔になって口をへの字にした。

　目元を服の袖そででごしごしと拭ぬぐいながら、りんごはブランコで遊んでいる振りをした。

　自分は迷子になんかなってないし、泣いてもない。

　そんな声が聞こえてきそうだった。

『はぁ……さっさと帰るぞ』

　手を差し伸べるつもりなんか無いので、将人はポケットに手を突っ込んでぶっきらぼうに踵きびすを返した。

　りんごは、ぷくーっとほっぺを膨らませて、将人の後ろに続く。

　後ろから足音がついてくるのを耳で確認しながら、将人はさっさと家路についた。

　だが、やたらとりんごの足取りが遅く、足を引きずるような音がする。

　そういえば、さっき膝小僧から血が出ていた。

　知ったことかと、将人は無視して歩き続ける。

『…………』

『…………』

　次第に二人の間の距離が開き、離れていく。

　将人は足を止めて、頭をもしゃもしゃと搔かいた。

　りんごの前まで戻ると、背を向けて地面にしゃがみ込んだ。

『……ほら、早くしろ』

『…………』

『怪け我がしてんだろ。こっちのが早い』

　いつまで経たってもりんごがおぶさってこないので、しびれをきらしてりんごを見た。

　りんごは相変わらず口をへの字にしていたが、将人を無視して歩こうにも足が痛くてできないのだろう。子供っぽい葛かつ藤とうがそこにあった。

　その後、たっぷりと３分ほどその状態でいたが、先に折れたのはりんごの方だった。

　将まさ人とはりんごをおんぶしながら、帰路につく。

　しばらくして、りんごがぼそりとこんなことを言った。

『……あにぃなんかいらないもん』

　あにぃ。お兄ちゃんということだろう。

　迎えにきてやったのにこの仕打ちである。まあ、将人としても嫌々ではあったが。

『安心しろよ。俺はお前のあにぃになるつもりなんかねぇから』

『…………』

『あの家も、そのうち出て行くつもりだ。俺としてもあんなぬるま湯みたいな場所は居心地が悪いからな』

　ちょっとした強がりだった。

　食べ物も寝床もあるし、桐き生りゆう家の人間は皆優しかった。

　でも、だからこそ居心地が悪いというのは事実だった。

　自分があの場所にいることは間違っている。居候ではあっても、将人はあの家族の一員ではないのだ。教養の無い将人にだって、そのぐらいのことはわかる。

『もうちょい我慢してくれ。傷が完全に治ったら出て行くから』

　将人が言うと、突然りんごが、首に回していた両腕でぎゅっと将人の首を抱きしめた。

　少し息が詰まって、将人が怪け訝げんそうにする。

『……出てっちゃだめ』

　一瞬、聞き間違いかと思った。

『……は？　お前、俺のこと邪魔だっつったろ？』

『だめなの。出て行ったら、おねぇもママも、パパだって悲しむもん』

　なんだその矛盾は。

『俺がお前の家族になるの、嫌なんだろ？』

『やだ。マサト嫌い。でも、家にいていい』

　本当は嫌だけど、とでも言いたそうに、りんごはむすっとしている。

『マサトがりんごのあにぃになるのはやだけど、家にいてもいい』

『……なんだそりゃ。居候でいろってことか？』

『りんごのどれーになるならいい』

　どれー。奴隷？

　何でそんな言葉知ってるんだこいつは。

『やっぱ出てくわ』

『だめー！　ここにいるのー！』

『ぐえっ！　このやろっ、首締めんなっ』

『いーるーのー！』

『わ、わかった！　ここにいるっ……いるから首っ、首ーっ！』

　首をがくがく揺らされながら、将まさ人とはりんごをおぶって帰路をたどる。

　夏の夕日が横からさして、眩まぶしかったのを覚えている。

　りんごはなかなかの乗り心地だと誉ほめてくれたが、正直嬉うれしくもなんともない。

　いつの間にか、りんごは将人の背中で眠ってしまっていた。

『……おね～』

　寝言を呟つぶやきながら、りんごが首筋に頰ほおをすり寄せてくる。

　本当に砂さ凪なぎのことが好きなんだなと、将人は思った。

『…………』

　自分が出て行けば、砂凪や詩し織おりが悲しむ。

　本当にそうだろうか？

『……悲しんで……くれんのかな』

　自分の口から出た言葉に、将人は少し驚いた。

　桐き生りゆう家に厄介になるようになってまだ一月ほどしか経たっていないのに、自分は何を言っているのだろう。これでは悲しんでほしいみたいじゃないか。

　依存しているのがどっちかわからない。

　ふと、何のために内郭インサイドへやってきたのかを自問自答していた。

　奪うため？　何を？　俺は、何が欲しかったんだ？

『…………』

　将人は天を仰ぎ、夕焼けに染まる空を見つめた。

　内郭インサイドへやってきてからも定期的に続いていた頭痛と視界が赤くなるのが、今はすっかり止まっていた。

　それがいいことなのか悪いことなのかはわからない。

　でも、それはもしかして、今自分が満たされているから収まったのではないか？

　もう自分には、何が欲しかったのかわかっているのではないか？

　何も奪う必要がなくなったから、収まっているのではないか？

　将人には、そんな風に思えてならなかった。







　さらに時間が流れた。

　もう桐生家にやってきて二ヶ月近くになる。

　馴な染じめなくとも、将人は内郭インサイドの生活にだいぶ慣れてきた。

　この頃から少し、砂凪の父親の様子が変化していた。家にいる時に自室に引きこもっているのはいつものことだったが、仕事場に足を運ぶこともしなくなっていた。

　因子研究所の研究員だという話だったが、将まさ人とも難しい話はよくわからなかった。

　ただ、深夜のリビングで詩し織おりと父親の会話を聞いたことがあった。

　研究費が下りなくなった。上から研究を止やめろと命令された。あと一歩だったのに。

　あんなにも悔しそうな声を聞いたのは初めてだった。

　前にも増して自室に引きこもり、食事の時すらまともに顔を出さなくなった。

　そんなある日、

『やったよ詩織！　実験は成功だ！』

　狂喜しながら、父親が皆の前に姿を現した。

　目にくっきりと隈くまができており、頰ほおは瘦こけていた。将人はもちろん、詩織と砂さ凪なぎも驚いたような表情をしている。

　どうしたのかと詩織が問うと、父親はドアの向こうからりんごの手を引いてもう一度皆の前へ姿を現す。

『成功したんだよ！　任意で因子フアクターを覚かく醒せいさせることに成功したんだ！』

　父親は、りんごの肩に手を置きながら興奮したような声でそう言った。

　怯おびえた表情のりんごを見て、将人は驚きよう愕がくした。

　りんごの肌が発光し、彼女の周りを光る粒子が浮遊していた。

　父親は喜んでいるが、将人にはとても恐ろしいことが起こったようにしか思えなかった。

　誰でも好きな因子フアクターを手に入れられるように──

　それが父親の夢だと砂凪は言っていた。

『因子フアクターの選択も問題なく行えた！　りんごは歌手になりたいと言っていたから、歌姫因子セイレーン・フアクターを覚醒させたよ！　まだデバイスを展開できるほど成長できていないけど、問題なく機能するはずだ！　僕らの夢に一歩近づけたんだよ、詩織！　これで君も、自分の夢を──』

　頰を叩たたく音が響いたのは、その時だった。

　父親の頰を叩いたのは詩織だった。

『自分の娘を実験台にするなんて……！』

　詩織が怒ったのを、将人は初めて見た。りんごを連れて、そのまま詩織はリビングを離れてしまう。

　頰を手で押さえながら、父親は呆ぼう然ぜんとその場に立ち尽くした。

　砂凪だけが父親を気遣い、励まそうとしていた。

『どうしてだ……僕らの夢が叶かなうのに……どうして喜んでくれないんだい？　詩織……』

　落ちくぼんだ眼がん窩かが、その精神を物語っていた。

　この時、すでに彼は狂っていたのかもしれない。

　悲劇は、その後すぐに訪れた。







　数日後の夕方。小学校に通っていたりんごを将まさ人とが迎えに行った帰りのことだった。

　玄関に入った時に、将人は家の異変に気づいた。

　詩し織おりは買い物に出かけているが、父親と砂さ凪なぎは家にいるはずだった。

　それなのに静かすぎる。将人は怪け訝げんに思いながら家に入り、リビングへ。

　誰もいない。続いて、父親の居室へ向かった。

　扉がわずかに開いていた。中からライトスタンドの明かりが見える。

　将人はりんごを連れてドアを開け放った。

　そこには──父親の死体が転がっていた。

　胸を大きく十字に切り裂かれ、夥おびただしい量の血を流しながら床に転がっていた。事切れていることは一目でわかった。

　死体など見慣れている。外郭アウトサイドでは珍しい光景ではない。

　だが、この家でそれがあるという事実に、将人は思考を停止させてしまった。

『……りんご』

『……なーにー？』

『入ってくるな』

　りんごの前に立ちはだかるように、将人はドアの前に立っていた。

　部屋を見回すと、倒れていたのは父親だけではないことに気づく。

　壁際に、砂凪が倒れていた。

　憔しよう悴すいした顔で、砂凪が将人の方を見る。

　砂凪は右腕が無くなっていた。切り口から血が噴き出している。

『将人……逃げるんだ……りんごを連れて、早く……！』

　倒れたままの砂凪がそう言った瞬間、

　将人は上からの奇襲を受けて、瞬時に床に倒されてしまう。

　まるで蜘く蛛ものように天井に張り付いていた何者かが、彼の首を締め上げた。

　肩越しに見てみると、道化ピエロのような奇抜な格好をした男が片手にナイフを持ちながら馬乗りになっている。

『オーケー、かかった。妹の方と、こいつは……近所の餓鬼か？　まあいいや、おーい、下りてこい、こっちは片付いた』

　男が呼びかけると、二階から下りてくる足音が聞こえてくる。

『っ、りんご！　逃げろ！』

　将人が叫ぶと、りんごが肩を震わせる。

　そして、逃げだそうと後ろを振り返った瞬間、二階からやってきた男に腕を捻ひねり上げられてしまった。

『母親はどこだ？』

『今仲間が追跡中だ。どうせここに帰ってくるんだ、その時仕留めればいい』

『因子軍ギアフアクターズの依頼だから歯ごたえのあるターゲットを期待したが、まさかほとんどガキの相手とはな』

『貴様は依頼された仕事を全うすればいい。後始末は我々因子軍ギアフアクターズの仕事だ』

『へーへー。ガキ共は生きながらえさせるんでよかったんだよな？』

『ああ。一家が忽こつ然ぜんと姿を消せば世間に怪しまれる。子供は私が記憶を改ざんしておく。殺すのは両親だけだ』

『こいつは？』

『殺せ。どこの馬の骨とも知らん外郭アウトサイドの餓鬼だ。桐き生りゆうが匿かくまっていたようだが、酔狂なことを……』

　二階からやってきた男の問いに答えながら、道化ピエロの格好をした男が将まさ人との首にナイフをあてがう。

『外郭アウトサイド出身者か。豊かな暮らしに憧あこがれて内郭インサイドへやってきたのか？　それが運の尽きってやつだなぁ。恨むなら、研究を止やめようとしなかったこの家の家主を恨むんだな』

　りんごの悲鳴が聞こえる。アドレナリンが頭の中を暴れ回り、激しい頭痛と視界にノイズが走る。

　このままじゃ奪われる。自分の命だけじゃない。

　ずっと欲しかった、やっと手に入れたものまで奪われる──！

　将人の身体からだの血が逆流する。

　何かの前兆。きっとこれは、因子フアクターが目覚める前触れだ。

　寄越せ。今寄越せ。力を寄越せ！

　将人は自らの中の因子フアクターにそう呼びかけるが、とても間に合いそうにない。

　首にあてがわれたナイフに力が籠こもり、将人の首を引き裂かんとする。

　怒りで歯を食いしばり、将人が覚悟を決めた瞬間、




　──突然、背後から凶悪な粒子の風が吹き荒れた。




　その場にいた男二名が何事かと振り返ろうとした時だった。

　将人に馬乗りになっていた男の胸が、爆はぜた。

　いや、違う。

　貫かれたのだ。

　──黒い、歪いびつな腕に。

『なんっ……は……？』

　自分の貫かれた胸を見て、道化ピエロの男が狼ろう狽ばいする。

　男の背後には、見たこともない黒い粒子を纏まとう砂さ凪なぎの姿があった。切り落とされていたはずの右腕が漆黒の腕に生え替わっていた。

　砂凪の首から、カランと音を立てて注射器のようなものが落ちる。

『これが……父さんの研究成果だ……父さんの、夢だ』

　男から腕が引き抜かれて、砂凪の姿が露あらわになる。

　青白い顔はそのままだが、砂凪の表情には怒りと悲しみが渦巻いていた。

　漆黒の右腕は、その全すべての感情を具現化のように、絶望に満ちていた。

『将まさ人と、伏せているんだ』

　将人が啞あ然ぜんとしていると、銃口をりんごの頭にあてがうもう一人の男を睨にらんだ。

『く、くるな！　こいつがどうなっても──』

『黙れ』

　目にも止まらぬ速さで、一切の躊ちゆう躇ちよなく、砂凪は男へ飛びかかっていた。

　そして飛びかかりざまに男の頭を右手で摑つかみ、そのまま床に叩たたきつけた。

　同時にりんごが泣きながら将人のところへやってきて、抱きつく。

『や、やめろっ、俺達は──』

『──黙れと、言った！』

　瞬間、漆黒の右腕に刻まれた瞼まぶたのようなものが開き、眼球がぎょろりと覗のぞいた。

　右腕の瞳ひとみから流れた血の涙が、生き物の触手のように男の身体からだを這はい、皮膚へ突き刺さる。流れ出た血はまるで血管のように物質化し、脈動しながら男の中から何かを吸い上げる。

　男は悲鳴も上げられず、為なす術すべもなく何かを吸い尽くされてしまった。

　そして──ぐしゃりと、砂凪はそのまま男の頭を握りつぶした。

　鮮血が砂凪の青白い頰ほおを汚すのを、将人は確かに見ていた。

　りんごには見せまいと、しっかりと胸の中に抱きしめながら。

　脱力したように肩を落としながら、砂凪が立ち上がる。

　砂凪は、夢でも見ているかのような覚おぼ束つかない眼まな差ざしで、将人を見て微笑ほほえんだ。

『もう……大丈夫だよ』

『……っ』

　恐怖に震える身体を抑えようとしても、言うことを聞いてくれなかった。

　将人は自分達を殺しにきた男に怯おびえなくても、目の前の少女には怯えていた。

『怖がることはないよ。父さんが作った特殊な因子フアクターが、僕に力を与えただけだから』

『……まさか……自分で……？』

『うん。君とりんごを救うには、こうするしかなかったんだ……』

　ふらつきながら、砂さ凪なぎは漆黒の右腕を掲げた。

『求めたんだ……この世界を変えるための因子フアクターが欲しいって……君とりんごを確実に救える因子フアクターが欲しいって……父さんの仇かたきを討つための力が欲しいって……だから、父さんが作った因子フアクターのプログラムが、その願いを叶かなえてくれた』

『…………っ』

『魔王因子サタニツク・フアクターと言うらしい……』

　言いながら、砂凪はうっとりと目を細めた。

『綺き麗れいな……黒色だ』

　その言葉を聞いて、その表情を見て、将まさ人とは失ったと思った。

　もう、今までの優しくて光輝いていた砂凪は、どこにもいなくなってしまったのだと。







『どこ行くんだ？』

『…………』

『なあっ、どこ行くんだよっ』












　りんごを背負いながら走る砂凪の後を追いながら、将人は震えた声で問うた。

　砂さ凪なぎは振り返らずに、住宅街を越え、一通りの少ない路地を通って商店街の方へと向かっていた。

『母さんは夕食の買い出しに出ているはずだから、助けに行くのさ』

『助けに行くって……あいつら、なんなんだよっ』

『因子軍ギアフアクターズの諜ちよう報ほう員と、外郭アウトサイドで雇われた暗殺者だろう。因子軍ギアフアクターズは父さんの研究が邪魔だったから解雇したけど、研究を続けていたことを知って暗殺しにきたんだろう』

『邪魔って……どうして……』

『人間が因子フアクターを好きに覚かく醒せいさせられると、今の社会が崩壊すると考えているんだろう。馬鹿馬鹿しい。父さんの作ろうとした未来が崩壊なら、今のこの世界は地獄だ』

『…………』

『でも、父さんの成果ですら、この世界は変えられないってわかったよ……因子フアクターをコントロールできるだけじゃダメなんだ……それじゃ父さんの夢は叶かなわないんだ……支配が必要だ』

　抑揚が無く、感情の伴わない冷徹な声だった。

　いつもの優しい砂凪の声とはほど遠いものだった。

　泣きそうな顔で砂凪の背中を将まさ人とは見つめる。

『……どうしちゃったんだよ……砂凪……！』

　その時、ふと砂凪が足を止めた。

　商店街の路地裏から、スーパーマーケットの駐車場を覗のぞくと、そこには多くの因子軍ギアフアクターズの車両が止まっていた。

　その中心に、手錠をかけられて連行されようとしている詩し織おりの姿があった。

　人払いを済ませておいたのだろう。詩織以外の一般人は皆無だった。

　砂凪はりんごを地面に下ろして、壁際に座らせた。

　あまりのショックでりんごは気を失っている。砂凪は青白く無感情な顔でりんごを見つめていたが、まだ温もりの残っている左手で、彼女の頰ほおを撫なでた。

　すると、少しだけ砂凪が前の表情を取り戻した。

『……マサト』

　砂凪はりんごから離れて、将人のそばにやってきた。

『大丈夫だよ。二人は僕が守るから』

　その言葉に、将人の瞳ひとみから涙が零こぼれた。

　ああ、いつもの砂凪だ。もう失ってしまったかと思っていた、いつもの優しい砂凪が目の前にいた。

『なんだよ……それ……っ、どういう意味だよぉ……』

　何な故ぜこんなにも涙が出るのかわからない。でも、右腕を失って、父親を失って、何もかもが変わってしまった砂さ凪なぎが、あまりにも悲しくて、虚むなしくて、悔しかったのだ。

『お前がいたから、俺は……ここにこれたんだぞ……っ、お前がいたから、俺は……奪わなくてすんだんだ……っ』

　自分がずっと欲しかったものが何なのか、ようやくわかった。

　仲間が欲しかった。友達が欲しかった。

　優しさが欲しかった。手を差し伸べてくれる人が欲しかった。

　幸せになりたかった。

　家族がどういうものなのかを、知りたかった。

　この煌きらめくような街なら、それが手に入ると思った。

　だから、奪おうと思った。

　それらの大切なものが奪うことでは決して手に入らないものであることを、将まさ人とは知らなかったから。それを教え、与えてくれたのは、紛れもなく砂凪だった。

『お前が俺に与えてくれたんだ……！』

　だから、お前は変わらないでくれ。俺を助けてくれた時の、優しいお前でいてくれ。

　そう願いを込めて、将人は砂凪に縋すがり付いた。

　砂凪は変わらず、優しく将人の頭を撫なでた。

『君は僕みたいになっちゃダメだ』

　撫でてくれる手が心地よくて、将人の目からますます涙が零こぼれる。

『君とりんごがちゃんと生きることが出来るような世界を、僕は作りにいく』

『ダメだ……行くな……行くなよ……っ、お前が行っちゃったら、りんごはどうすんだよっ』

『大丈夫。将人がいる。君は、もうりんごのお兄ちゃんだろ？』

　言いながら、砂凪は将人の頭から左手を離した。

　そして、失われた右腕に黒い粒子を集束させ、漆黒の腕を形成する。

　その掌てのひらが、将人の頭に置かれた。

『心配いらないよ。絶対に二人を巻き込んだりしないから。目が覚めればいつも通りの朝がくるから……全部忘れて、普通の生活に戻れるから』

『……何……言って……』

『君はりんごのお兄ちゃんで、りんごは君の可愛かわいい妹。そういう朝が、君を待ってる』

　砂凪の声を聞いていると、不思議と眠くなってきた。

　頭の上の右手が熱い。全すべてを忘れてしまいそうなほどに。

『僕は因子フアクターの存在しない世界を作る。君やりんごが、笑ったまま生きていけるような世界を……』

　砂さ凪なぎの手が離れると同時に、身体からだの力が抜けて地面に倒れてしまう。

　意識を失うまいと必死に顔を上げて、砂凪に手を伸ばそうとする。

　路地裏の外を照らす因子軍ギアフアクターズの車両のライトが眩まぶしかった。

　光を浴びながら、砂凪が路地裏を出て行こうとする。

　記憶が曖あい昧まいになり、知らない記憶が頭に構築されていく中で、将まさ人とは必死に砂凪に手を伸ばそうとした。

　砂凪が眩まばゆい光の中で、一度だけ将人に振り返る。

『りんごのことを頼んだよ……マサト』

　砂凪は、微笑ほほえみながらそう言った。

　ぼやけていく視界の中心には、駆け出していく砂凪の背中があった。

　銃声が響く。砂凪の異形の右腕が龍のように鎌首を上げて因子軍ギアフアクターズに襲いかかる。

『行くな……砂凪……ねえ……ちゃん……』

　絞り出すように、将人は姉を呼ぶ。

　けれど自分の中の何もかもが変わり、何もかもを忘れていくのを感じていた。

　忘れまいとしても、抗あらがえない。

　最後に将人が夢想したのは、家の庭で幸せそうに微笑み合う、砂凪とりんごの姉妹だった。

　その光景を最後に、将人は眠りに落ちていった。

　目覚めた時には、何もかも忘れて、何もかもが変わってしまっているとは、露ほども知らずに。


　　　　◆◆◆








ThirdEncounter　決戦前夜






「……将まさ人と……」

　名前を呼ばれたのを感じて、将人は目を開けた。

　焦点を合わせるために何度か瞬まばたきをする。視界のピントが合うと、目の前にアイリの顔があった。

　アイリは今にも泣きそうな顔で将人の顔を見下ろしていた。そういえば、彼女が自分のことを名前で呼んでくれたのは初めてだったなと、将人はぼんやりと思う。

　頰ほおを撫なでる彼女の手に、将人は自分の手を重ねた。

「……アイリ……何で泣いてんだ？」

　目を覚ました将人を見て、アイリは一瞬目を見開いた。

　またいつものように声を荒らげて罵ば倒とうされるのかと思ったが、アイリは、

「……あたしにだって、わかんないわよ」

　俯うつむいたまま何も言わずに将人の頰を撫でた。

　柔らかい後頭部の感触は、きっと膝ひざ枕まくらでもされているのだろう。

　頭が疲れているせいか、狼ろう狽ばいする気にもなれなかった。女王に真実を聞かされて気を失っていたのだろう。いつの間にか別室に移されて、ベッドに寝かされていた。

　アイリはずっと将人が目を覚ますのを待っていたのだろう。

　将人は再び目を閉じて、深く息を吐いた。

　何もかも思い出した。まるで記憶が再構築されたかのようだった。昨日のことのように、全すべて思い出せる。今まで本物だと思っていた記憶は、自分のものではなかったのだ。

　桐き生りゆう砂さ凪なぎ。

　父親の記憶は改ざんされて、桐生砂凪が生きてきた記憶が、そのまま将人の記憶に置き換えられていた。詩し織おりとりんごの記憶も、それに併せて砂凪が改ざんしたのだろう。

　優しい娘が、優しい息子に。優しい姉が、優しい兄に。

　身よりの無い外郭アウトサイドの子供が、幸せな家庭の長男に。

　桐生砂凪という存在は、桐生将人に丸々置き換えられたのだ。

　まるで──将人が砂凪の人生を奪ったかのように。

「……いろんなこと、思い出したんだ……」

「…………」

「……いろんなこと、忘れていたんだ……」

「……桐き生りゆう」

　女王から詳細を聞いたのかもしれない。アイリは全すべてを察したように、将まさ人とのことを見下ろしていた。

「……はは……桐生か……俺、どうやら桐生将人じゃなかったらしい」

　将人は力無く笑った。

　こうして言葉にしてみると、厭いやが応でも実感が沸いた。

　自分の全てが偽物だった。思えば、不思議ではあったのだ。あれだけ自分に懐いていたりんごが、突然自分を嫌うようになったこと。

　つまり、りんごに懐かれていたのは自分ではなく砂さ凪なぎだったのだ。りんごを大切に思っていたのも砂凪で……将人ではない。

　瓦が解かいした。今まで自分だと思っていた全てが崩れ落ちた。

　受け入れる、受け入れないの話ではない。自分の記憶が全てを物語っている。

「まあ……だから何だって、話だよな」

　半ば無む理り矢や理りに、将人は明るく言った。

「俺が家族を……家族じゃねぇのかもしれないけど、お袋とりんごを救わなくちゃいけないってことは変わらない」

「…………」

「俺は桐生家の人間じゃなかったけど、今まで散々世話になって、たくさん恩があるんだ。命に代えても家族を奪い返すだけだ」

「…………」

「……そうだよな？　それでいいんだよな？」

　誰に問うでもなく、将人は言った。

　アイリは、

「いいわけないじゃん」

　将人の代わりに、悲しそうにそう言った。

「そんな理由で助けるなんて、あんたが納得できるわけないじゃん。あんたは、詩し織おりとりんごに恩があるから助けたいわけじゃないでしょ？」

「…………」

「家族だから助けたいんでしょ？」

　アイリの言葉に、自然と涙がこぼれた。

　噎むせび泣くでもなく、嗚咽おえつするでもなく、ただ瞳ひとみから雫しずくがこぼれた。

「その通りです」

　何かを引く、ガチャリという音の方を見る。

　部屋の壁際に佇たたずんでいたリゼットが、銃をスライドさせながら将人のそばへやってきた。

「血の繫つながりなど、たいした意味を持ちません。父と私は血は繫がっていなかった。それどころか、私の実の母親を殺したのは父です」

　初めて聞く話だった。将まさ人ととアイリは黙って耳を傾ける。

「父が母を殺した理由は仕事のミスでした。父を許せたのかどうかは……私にもわかりません。ですが、父が私を自分の考えを持てる歳としまで育ててくれたのは間違いない。恩はある。義理もある。ですが、やはりそれだけではありませんよ」

「…………」

「父が私を育てたのは自責の念からだったのかもしれない。しかし、それだけではなかったと自信を持って言えます。愛情と呼んでいいのかはわかりませんが、父は一人の人間として、私のそばにいてくれた。私を育ててくれた。私に、あの大きな背中を教えてくれた」

　リゼットは銃を胸に当てて、静かに目を閉じる。

「あの人は今でも、私の大切な父親です。私は家族とはそういうものだと思っています」

　処刑人だった父親をリゼットは尊敬し、その背中を追いかけて処刑人になった。

　それは普通の家族の在あり方かたではなかったのかもしれないが、けれどその絆きずなは、家族の絆以外のなにものでもなかったのだ。子が親の背中を見て育つのは当然のことだから。

「ク、クレスのお兄ちゃ……兄も！　よくクズ溜ための子供を『家族』だって言ってた！」

　リゼットの後ろに隠れていたクレスも、将人のそばにやってくる。

「弱い人間しかいなかったクズ溜めでは、手を取り合わないと生きていけないと兄は言っていたっ。家族が苦しんでいる時は自分が手を差し伸べるっ。それが勇者の鉄則であり、家族の鉄則だったっ。でもクレスは、それは見返りを求めるっていうことじゃないと思ってる！　クズ溜めのみんなは、みんなを助けたいから助けてたっ」

「……クレス」

「いいか覇王！　家族が家族を助けるのはなぁ！　そばにいてほしいからなんだぞ！」

　ふふーん、いいこと言った、みたいな顔をして、クレスがふんぞり返る。

　その時、将人は部屋の隅の薄うす闇やみの中で何かがこちらを見ているのを感じた。

　目をそちらへ向けると、赤い二つの瞳ひとみが将人を見ていた。

「オニーサンが何な故ぜ泣いているのかボクには理解できないし、興味もない」

「…………」

「ただ、自分で決めろって言ったのはオニーサンだ。オニーサンがこないなら、ボクは一人でも行く」

　言うだけ言って、ノアは目をそらした。

「あんたが詩し織おりとりんごの家族だったのは、間違いない事実でしょう？　あたしの母親はあたしを売った。あたしには家族はいない。あたしは一人」

「…………」

「でも、家族を知らないあたしにだって、あんたがあの二人の本当の家族だったってことはわかる。だから──」

　アイリが顔を引き締めて、じっと将まさ人とを見下ろす。

「──恩だとか感謝だとか、そんなもんを理由にする必要なんか無い。あんたが家族を助けたいかどうか、それだけでいいのよ」

「……アイリ」

「血の繫つながりなんて関係無い。あんたが桐き生りゆう将人になって、あの二人と一緒に過ごした時間は、本物なんだから」

　皆の言葉を聞いて、将人は静かに目を閉じる。

　過去の自分を思い出しながら、かつての感情に思いを馳はせた。自分が内郭インサイドへ向かった理由は、ただただ欲していたからだ。それが何なのか理解できていなかったし、漠然としすぎていて欲しいものが定まっていなかった。だけど、いつの間にか手に入れていたのだ。

　幸せと呼べるものを。

　偽りだったのかもしれない。砂さ凪なぎから与えられたものなのかもしれない。血縁関係の無い家族は、家族と呼べないのかもしれない。

　でも──将人が詩し織おりとりんごを家族だと思っていることは、紛れもない事実だ。

　助けに行く理由など、それだけで十分なのだ。

「……悪い。思いの外、取り乱しちまったみたいだな」

　目を開けて、将人は小さく笑った。

　そう。やることは変わらない。たとえ将人が桐生家の人間じゃなかったとしても、これまで家族を救うためだけに必死になって戦ってきた理由に、噓うそなどどこにもない。

　将人が桐生将人として家族と一緒に過ごしてきた時間は、噓偽りのない本物だ。

「……みんな、サンキュな」

　アイリも、リゼットも、クレスも……そしてノアも、誰一人として望まずにここまできたわけではない。四人が奴隷であったとしても、将人は心まで縛ることはできないのだ。そして同じように、血の繫がりという鎖が無くとも、将人は家族を助けに行く。

　魔王である砂凪を止め、詩織とりんごの記憶が戻ったとして、将人を家族として受け入れてくれるかどうかはわからない。

　でも、たとえ片思いであったとしても、偽りだったとしても、自分が家族を大切に思っていればそれでいいのだ。今はそれだけで十分だ。

「……それとアイリ、自分は一人だなんて、悲しいこと言うなよ」

「…………え？」

「俺達は、家族だなんて胸張って言えるような関係じゃないかもしれないけど……俺にとっては、お前も大切な存在だ。命に代えても守りたいと思えるくらいに大切なんだ」

　アイリが目を見開いて、顔を赤くする。

「いつか……なれるといいなって思ってるんだ。家族に」

　将まさ人とが目を細めてそう言った瞬間、アイリの赤面が頂点に達して、膝ひざ枕まくらをしたまま挙動不審にあわあわとし始めた。

「あっ、わっ、ななな、何言ってんのぉ!?」

「？　何って、そのまんま」

「そのまんまって!?　いやいや、いやいやいやいやいきなりすぎでしょ!?」

「はい？」

「か、家族になるって……つ、つまり、そぉゆぅ……ことじゃん」

　俯うつむいて顔を隠そうとするアイリを見ていて、将人は彼女が何を言わんとしているのか気づいた。将人まで顔が赤くなってしまう。

　そこへ、怒りの形相でリゼットがゴキゴキと拳こぶしを鳴らしながら近づいてきた。

「何な故ぜここでいきなり道化ピエロさんに告白ですか……？　というか、さっきからずっと思ってたんですけど、なんで膝枕してるんです……将人さん？」

　リゼットに胸ぐらを摑つかまれて無む理り矢や理り起こされる。

「膝枕してるのは俺じゃねぇし……！　それに家族ってそういう意味じゃねぇよ!?　だいたい、アイリだけじゃなくてここにいるみんなと──」

「──みんなと!?　重婚ですか！　見上げたすけこましですねぇ将人さん！」

「だから何で家族ってだけで結婚の話になるんだ！」

　リゼットに詰め寄られている間に、クレスまでやってくる。

「ク、クレスを仲間はずれにするなー！　皆がするならクレスもするぞー！」

「そんな理由で将来を決めるなッ！　つーか食料と俺を秤はかりにかけてた奴が何言ってやがる！」

「違う！　クレスはご飯と同じくらい覇王のことを──なっ、何を言わせるのだ！」

「ご飯と同列ってどうなんだよ度合いがわかんねぇよ！」

　将人はツッコミを入れつつ、詰め寄ってくるリゼットとクレスに狼ろう狽ばいした。アイリは横で頰ほおを染めて両手の指先をつんつんさせており、ノアは興味が無いのか目を閉じている。

　おかしい。結構いいこと言ったはずなのに、何故こういう空気になる？

　もみくちゃにされつつ、将人はそんなことを思いながら苦笑した。

（大切なことに変わりはない……か）

　将人は家族への想おもいに馳はせる。

　詩し織おりとりんご……そして、

（…………砂さ凪なぎ）

　魔王として憎んでいた相手が一変、家族だったことを思い出した。

　彼女がどうしてああなってしまったのかには、心当たりがある。

　死の間際、将まさ人とに全すべてを託した御み堂どう光みつ秀ひでの言葉だ。

　魔王因子サタニツク・フアクターは保持者の精神を蝕むしばむ。

　もしもあの言葉が真実ならば、砂さ凪なぎを変えてしまったのは因子フアクターということになる。

　少なくとも、将人の記憶の中の砂凪は優しかった。

　魔王になる素質など少しも感じられなかった。

「…………」

　将人は掌てのひらを握り、覚悟を決める。

　どうすべきかは、記憶が戻った直後から決まっていた。

　砂凪を止める。方法は一つだ。

　彼女を、魔王を──《侵略者の鎖ヴアンキツシユ》で奴隷にするしかない。

　それしか、砂凪の精神を蝕んでいる魔王因子サタニツク・フアクターを止める術すべは無い。





　　　　◆◆◆



　冥めい王おうイリスに与えられた自室で、女王は将人達の会話を全て聞いていた。部下のリアライズデバイスである盗聴器を、円卓を囲んでいた時に将人につけておいたのだ。

「……記憶が戻ったけれど、あんまり変わらないのねぇ……」

　豪ごう奢しやな椅い子すに座りつつ、女王はつまらなそうにぼやいた。

　女王は笑うのが好きだ。女王は人の不幸を笑うのが好きだ。人が狼ろう狽ばいし、苦悩し、朽ち果てていく過程に一種の美しさのようなものを感じる。それは色とりどりの飴あめ細工のように、鮮やかで艶つややかで、そして甘い。

　結果にはあまり興味がない。欲しいのは過程だ。

　真実を知った覇王の破滅をこの目で見てやろう。そう思って将人に情報を開示した。

　記憶が戻るまでは想定通りだったが、その先に覇王の正体が見えてくることはなかった。正体を知って、さらに揺さぶりをかけて苦悩のどん底へたたき落とし、自分に縋すがりつかせて飼ってやろうと思っていた。

　女王は覇王、桐き生りゆう将人の正体について、ある程度の予想を立てていた。確証は無いが、彼の生い立ちがどんなものかは、このアーガスシティの都市伝説に由来する。

　その確証を得るために揺さぶりをかけたのだが、当てが外れた。

　失望したように、女王は額に手を当てながら嘆息する。

「過去に因子軍ギアフアクターズが管理していた地下閉鎖区域……閉鎖区域が発見された時期と、覇王が内郭インサイドへやってきた時期は比較的近い。そこに期待していたのだけれどねぇ──お前もそうなのでしょう？　冥王」

　女王がじろりと部屋の扉の前を見る。そこには、いつの間にかイリスが立っていた。

「……ノックも無しに入るなんて礼儀を知らない腐肉ねぇ」

「礼儀を知らないのは君も同じ……会合の時、覇王に盗聴器を仕掛けたね」

　肩をすくめて、女王は冥めい王おうを笑う。

「妙だとは思っていたのよぉ。お前が何の理由もなく、招かれざる者達の掟おきてというだけで覇王を匿かくまう理由がわからなかったもの。あなたもわらわと同じ考えだったのでしょう？」

　イリスは目を伏せて、静かに問いに答える。

「……世界が戦争によって海底に沈んで間もない頃、都市間では資源を奪い合うために新たな戦争が起こった。その戦争に勝利するために……この都市の因子軍ギアフアクターズは──」

「──世界を滅ぼした因子保持者のクローンを量産しようとした。でしょう？　あなたはそのクローンの内の一人なのよねぇ？　この世界を滅ぼしたのは冥王と、そして覇王だと言われているし」

　イリスは肯定も否定もしなかった。

「覇王が僕と同じなのかはわからない。でも、この都市にはあまりに『王の因子』保持者が多すぎる……彼の生い立ちを調べているうちに、もしかしたらと思ったんだ」

「因子軍ギアフアクターズのデーターベースにはほとんど情報が残っていなかったけれど、地下の閉鎖区域にはまだ生きているコンピューターが多い……そこから情報を得たのねぇ？」

「……うん。その口ぶりからすると、君も閉鎖区域を調べていたみたいだね」

「まあ、ね？　ところで、あの計画ってぇ、失敗だったのよねぇ？」

「うん。たとえ遺伝子的に同じ人間でも、同じ因子フアクターに覚かく醒せいするわけじゃない。因子フアクターの覚醒は経験と意志によって決定されるから」

「それでもあなたと覇王は因子フアクターに目覚めた……因果なものね？」

「…………」

　黙り込むイリスに、女王はため息を吐つく。

　冥王と覇王が世界を滅ぼすことが出来た理由は、女王も見当がついている。戦争後間もなかった当時は海には数億という死体があったのだから、冥王はいくらでも死体を利用できた。無限に因子保持者を奴隷にできる覇王はそれに抵抗すべく戦った。

　結果世界が滅びた。妥当と言えば妥当だ。この二つの因子フアクターが、他の『王の因子』とは違って性能がずば抜けているのは目に見えて明らか。

　無論、条件が揃そろえばだが。

「ま、確証は無いけれど、お前が覇王を自分の手中に収めておきたかったのはそういう理由でしょう？　世界に争いの火種を落とさないために、自分のテリトリーで飼い慣らして囲っておく。酔狂なことだわぁ、お前も世界を滅ぼした一人のくせに」

　女王の挑発じみた言葉に、イリスは皮肉っぽく笑った。

「前の戦争で、確か女王は世界を救おうとした側の勢力だったと言われているけどね」

「わらわはクローンではないから、世界を救おうとした古き良き女王とは別人よ」

「つまりそう、同じことさ……僕がクローンでも、前の冥めい王おうと同じ道をたどるとは限らない……人の行く末を決めるのは経験だ……世界を滅ぼそうとしたオリジナルの僕と違って、クローンの僕が平穏を求めるようになったのは何もおかしなことじゃないよ」

「…………」

「この仮説は彼に伝えるべきじゃない……彼は今のままでいい。もしも彼をこれ以上惑わそうとするのであれば……僕がこの場で、君を殺す。彼のためじゃない、この世界を存続させるために」

「つまり世界を滅ぼした可能性のある覇王を放置すると？」

「そう」

「覇王を放置していいと決めつける根拠は？」

「彼の人間性と経験」

　イリスの答えを聞いて、女王は高笑いをした。

　洋扇を取り出して自分を扇ぎながら、高らかに笑う。

　ひとしきりに笑い終えた後、深く息を吐いて椅い子すの背もたれに身体からだを預けた。

「人間性、ねぇ？　ずいぶんと根拠の無いものに委ゆだねたものだわぁ」

「なんとでも言ってくれて構わない」

「でも、まあ、人間性……あながち間違いではないのかもしれないわ」

　予想外の一言に、イリスは閉じていた目を開いた。女王は肘ひじ掛かけに肘を置いて、キセルの煙を吹かしていた。そして、心底つまらなそうに目を細める。

「あの男にとっては、自分が家族だと思っていた人間と血の繫つながりが無かったってことのほうが衝撃的でしょう」

「……どうしてそう思うの？」

「覇王の言動を見て、なんとなくよ。自分が桐き生りゆう家の人間ではないと知りながら、それをあっけなく克服した覇王にとっては、自分が世界を滅ぼした人間かもしれないという事実は、恐らくどうでもいいことだわ」

「…………」

「きっと、『それがどうした』って言うわねぇ。つまらない……」

　そのぼやきは落胆というより、失望に近かった。

　イリスは少し意外そうに首を傾かしげて女王を見る。

「……君のような人でも、他人の心の動きを察することができるなんて、少し意外だ」

「そう？　人心を掌握してこその王だもの、このぐらいできて当たり前でしょう？」

　欠伸あくびをしながら、心底退屈そうに女王は言った。

　もう覇王を弄もてあそぶような真ま似ねはしないと、女王の態度が語っていた。

「君が覇王を自分のものにしたかったのは、君なりに彼の危険性を理解していたから……とか？　もしかして、世界を救おうとしてた？」

「は？」

「いや、王は元来、王同士で群れるのを嫌うはずだし、手元に置いておきたいというのは、彼が彼のオリジナルのように破滅を招く可能性があったからなんじゃないかな……と思い直してね……」

「…………」

「君なら、たぶん覇王を飼い慣らして一緒にこの都市を手に入れるよりも、自分の力だけで成し遂げたいと思うはずだし。君はそういう人間だと、僕は分析してる」

「そんなことあるわけないでしょぉ。ぶち殺すわよぉ？」

　ジト目を送って、シッシッと手を振る。イリスはこれ以上ここにいる理由がなくなったので、そのままドアを開けて女王の部屋を後にした。

　ドアを開けて外に出ると、横の壁に背を預けて、英雄が立っていた。

「…………」

「…………ふん」

　イリスがじっと見つめると、英雄は踵きびすを返して歩いて行ってしまう。

　全すべて聞いていたのだろうが、イリスは気にもせず英雄とは反対方向へ歩いて行く。

　魔王討伐作戦は今夜行われる。

　今、外郭アウトサイドの三大勢力の全てがフリークス・パラダイスに集まっている。

　いまだかつてない大規模な戦いが、アーガスシティで繰り広げられようとしていた。





　　　　◆◆◆



　それは、りんごがアイドルのオーディションに受かってすぐのことだった。

　まだ中学生になりたてだったりんごだが、容姿が整っていたのと覚かく醒せいした因子フアクターのおかげで一発でオーディションを通過した。

　その事務所の黒い噂うわさを知ったのは、しばらく経たってからのことだった。きわどすぎる衣装を着るように強要するプロデューサー。妙に馴なれ馴なれしく身体からだを触ってくる社長。

　ホテルに連れ込まれそうになったところで逃げ出して、家に帰った後、将まさ人とにそのことを話した。

　将人はりんごを安心させるように頭を撫なでて、「兄ちゃんに任せとけ」と笑ってみせた。

　後日、りんごは将人と一緒に事務所に行った。将人はぺこぺこと関係者に頭を下げつつ、社長室に行くなり突然社長を助走つきの右ストレートで殴り飛ばした。

　ぴくぴくと痙けい攣れんし、意識がどこかへ飛んでしまった社長へ向かって、将人は告げた。

『俺の妹に手ぇ出してんじゃねぇ……！』

　ドスの利いた声でそう言って、将まさ人とはりんごの手を引きながら事務所を後にする。そして帰り道、夕焼けの空の下でりんごの方を振り向いて、いつもの気弱そうな顔で苦笑した。

『ごめんなぁ……りんごの夢、兄ちゃんがぶち壊しちまって』

　何な故ぜか兄は、守ったはずの妹に謝った。

　胸を張っていい場面なのに、心底申し訳無さそうに、謝ったのだ。りんごは瞳ひとみを揺らして、口をへの字にしながら、将人の頰ほおを引っぱたいた。たいして痛くはなかっただろう。痛みを与えるために引っぱたいたわけではなかったから。

　せっかく格好良かったのに、何故あそこで謝るのだ。

　何故自分が悪いみたいな言い方をするのだ。

　あそこは自分が礼を言うべきところなのに、言えなくなってしまったではないか。

『バカあにぃ……』

　何故叩たたかれたのかわからない顔の将人をほっぽって、りんごはスタスタと家路についた。

　守ってくれて嬉うれしかったのに素直になれなかった自分も嫌だし、肝心なところでかっこわるい将人も大嫌いだった。

　ただ、社長を殴った時の将人の形相は、何年経たってもりんごの目に焼き付いていた。

　あの将人の顔と背中は、今も忘れられないでいる。

「…………」

　元ローグカンパニーのアジト、現魔王軍アジトにて、桐き生りゆうりんごは窓から見える外郭アウトサイドの風景を眺めながら過去の出来事を思い返していた。何故この思い出なのかは、よくわからなかった。

　アジトのホテルは背が高いため、見晴らしがいい。

　けれど外郭アウトサイドの風景というものは寂しいものだった。灯あかりはほとんど見えず、どこからともなく悲鳴や銃声が響いている。美しいと呼ぶにはあまりに暴力に満ちていた。

　りんごはその世界を眺めながら、鼻歌を口ずさむ。それはりんごがよく姉の前で歌っていたものだった。何の歌かもうろ覚えだが、確かアニメの挿入歌か何かだったように思う。

　喉のどが震えて声が響くと、りんごの身体からだが薄く発光した。

　りんごが覚かく醒せいした歌姫因子セイレーン・フアクターは、他者の心に響く特殊な波長を持った歌声を声帯から発生させる。りんごが歌に感情を入れれば入れるほど、その声は勝手に人々を魅了してしまうのだ。

　この因子フアクターを手に入れてから、ずっと疑問に思っていた。

　因子フアクターの力によって観客の心に響く歌は、自分の実力なのだろうか。

　それははたして、歌と呼べるのだろうか。

　デビュー当時は感情を込めていた。だがその度に、聞き入る観客達の恍こう惚こつとした瞳の輝きを前にすることになった。

　不自然で恐ろしいほどの熱狂は、りんごを落胆させるには十分だった。

　自分の歌声が麻薬と同じだということを自覚して、りんごは歌に感情を込めなくなった。

　歌唱力は元々あった。けれどそんなものは、りんごの歌ではなく歌声を聞きにきた人々にとっては何の値打ちもない。歌を続けることに意義などとうに無くなっていた。

　それでもアイドルを続けていたのは、家族のためだった。自分がいなければ家族が路頭に迷う。だから、まるで機械のようにりんごは歌い続けてきた。

　でも、今口ずさんでいるこの歌だけは……自然とりんごの心が動いてしまう。

「…………」

　心を込めて歌ったのはいつぶりだろう。

　誰かを想おもいながら歌ったのはいつぶりだろう。

「………………」

　自分が誰のために歌ったのかを心に問う。

　歌の最中に思い返された思い出は、最初は姉のものだった。

　それが次第に、兄のものに変わっていった。

　でも、記憶が戻ってすぐの時のような混乱は無かった。

　今ならはっきりと姉が兄に変わった瞬間がわかる。父が殺され、三人で母を探して街を走っていた記憶もある。

　あの後だ。目が覚めてリビングに行くと、当たり前のように母と将まさ人とがいた。

　将人は優しく笑って、当然のように兄として振る舞っていた。

　奇妙な違和感があったのを覚えている。何かが足りないという漠然とした喪失感があったのを覚えている。

　将人が兄になったことに対して自覚のない違和感があったせいもあり、りんごは彼に冷たくなった。急に冷たくなったりんごに、将人はたいして歳としが違うわけでもないのに「思春期早くね!?」と笑いながら頭を撫なでようとした。

　その手を振り払った時の将人の顔は、とても悲しそうだった。

　将人も、記憶を封じられていたのだろうか。あの寂しそうな顔はとてもよく姉に似ていたけれど、やはり何かが違ったのだ。今のような跳ねっ返りの妹になったのはそこからだ。何かにつけて辛つらく当たり、ほとんど口を利かなくなった。あからさまに態度に出して、不満を押しつけてきた。

　それでも将人は、良き兄であろうとした。

「…………」

　砂さ凪なぎを真ま似ねていたようには見えなかった。粗暴さは消えたが、根っこはそのままだった。

　覚えている。全部全部、覚えている。

　どれだけ辛く当たろうと、どれだけ拒絶しようと、将人は兄であり続けた。

　気性の荒くてわがままな自分の代わりに、いつも他人に頭を下げてくれた。

　自分を汚そうとしてきた相手を殴って、守ってくれた。

　大切にしてくれた。自分自身よりも、何よりも、大切にしてくれた。

　そこに噓うそがあるのか？

「あるわけない……」

　わかるのだ。

　兄妹きようだいとして過ごしたこの七年間は、真実なのだから。

「…………あにぃは、りんごのあにぃだ……っ」

　潤んでいた目を袖そでで拭ぬぐい、りんごは口を一文字に結んだ。

　物憂げにしていても仕方がない。今は自分でできることを、考えるべきことを考えなければならない。

　ここから出る方法を、家に帰る方法を探さなければ。姉の目的は魔王になることだと言っていた。魔王……よくわからないけれど、あまりいい響きではない。

「おねぇ……あんな人じゃなかったはずなのに……」

　何も伝えられずにここまで連れてこられたが、現段階をもってしてもりんごが知る情報は少ない。ただ、記憶が戻った後メイド服を着た女がある程度の事情を説明してくれた。妙に気落ちしていたというか、何かに迷っている様子だったが、彼女が知っていることは全すべて話してくれた。なんでも今、砂さ凪なぎは『王の因子』とやらを手に入れ、世界中の因子フアクターを管理するために行動しているらしい。

　そしてそれに敵対しているのが、あろうことか将まさ人となのだとか。

　あの将人も、王なのだとか。

　覇王なのだとか。

　…………あれが覇王。

「──ぶふっ！」

　真面目まじめな顔で眉み間けんに皺しわを寄せて考え込んでいたりんごだったが、やっぱりそこは信じがたかったのか、少し吹き出して笑ってしまった。

「……ないでしょ、それは……さすがにないよ」

　苦笑いを浮かべつつ、りんごは頰ほおをぺちぺちと両手で叩たたいた。

「……いや、でも、よく考えてみれば……」

　最近のことを思い返してみると、変なことが多かった。兄の後をつけて学校へ行った時、校門にいたのに何な故ぜか交通事故にあったこと。家に居候がやたらと増えたこと。

　そして、居候のノアが、家を襲ってきたよくわからない連中を返り討ちにしたこと。

　今自分がここに連れてこられたという事実。

「……えぇ？　んぅぅ？　ほんとに……？」

　考えてみると、いろいろと辻つじ褄つまが合うのではないか？

　将まさ人とは見てくれは普通より少し上だが、腰が低くてへたれなので女子にモテた例ためしはない。そんな男が、いきなり居候を四人も連れてきたのはおかしい。

　しかも彼女達は、どこか不審だった。

　いや、かなり不審だった。

　母の詩し織おりは脳天気だから変に思わなかったのかもしれないが、桐き生りゆう家が相当異常な状況にあったのは間違いない。あの状況を容認できるような年頃の女の子はいやしないだろう。仕事の忙しさでそれどころではなかったが、かなりカオスなことになっていた。

「覇王因子ヴアンキツシユ・フアクター……」

　メイド服の女……光ひかりノ河かわアカネは言っていた。

　覇王因子ヴアンキツシユ・フアクターの力は──他者を奴隷にすることだ、と。

「……………………………」

　もしかすると、いや、もしかしなくても、彼女らは将人の奴隷だったのではないか？

　奴隷１、パツキンの巨乳。

　奴隷２、馬鹿力チビ助。

　奴隷３、中二病妄想癖女。

　奴隷４、無口幼女。

「……………………あの変態クソ兄貴」

　ジト目になりながら、りんごは節操の無い将人に悪態を吐つく。

　自分の家に奴隷を居候させるなんていったいどういう心境なのだろう。

　りんごには理解できない。

　ともあれ……どうやら将人が覇王であるのは本当のことらしい。

（…………ずっと、戦ってたのかな）

　想像できない。あの将人が争い事に首を突っ込むなんて。

『俺の妹に手ぇ出してんじゃねぇ……！』

「…………」

　でもないか、とりんごは目を細める。彼が兄になってからも、時折垣かい間ま見えるかつての将人がいた。粗暴で、ぶっきらぼうで、だけどなんだかんだで優しかった将人がいた。

　根っこが変わらない。だからこそ、彼は覇王になったのかもしれない。

　……兄が戦っている。

　きっと彼は、りんごや詩織がいなくなって、そのために戦っているのだろう。

　りんごの知る兄としての将人はそういう男だった。

　だったら自分も、この現状に抗あらがわなくては。

　何な故ぜ、あの優しかった砂さ凪なぎが自分を殺そうとするのか見当もつかなかった。

　さらには、自分たちの記憶を封じていた理由がりんごにはさっぱりわからない。

　だが、記憶が戻ったことで一つはっきりしていることがある。

　それは砂さ凪なぎの因子フアクター……リアライズデバイスであろうあの漆黒の右腕を形成している因子フアクターは、父の研究によって覚かく醒せいを誘発された産物だ。

　その因子フアクターが砂凪の激変に関係していると、砂凪本人が語っていた。

　自分の因子フアクターも同じであることに、りんごは少しもショックを受けてはいなかった。

　もはやりんごにとって歌姫因子セイレーン・フアクターなど商売道具以外のなにものでもないからだ。

「……どうしておねぇがああなっちゃったのか……知らなくちゃ」

　何をしようとしているのかなんてさっぱりだけど、家族なのだから止めなければならない。りんごはまだ、桐き生りゆう砂凪のことを……姉を取り戻すことを諦あきらめてはいなかった。

　自分にできるのは歌うことだけだ。気持ちを込めて、砂凪のために歌うことで、彼女の心が戻ってくるのを期待することしかできない。

　でも、もしも手遅れだったら？

　もしも魔王の中に、桐生砂凪としての部分が完全に失われてしまっていたら。

　取り返しのつかないことになっていたら？

　その時は、

　その時は──！

　砂凪と家族を天てん秤びんにかけて、りんごは下唇を嚙かんだ。

「っ」

　りんごはテーブルの上の、食事の載ったトレイを見やる。ここにきてからほとんど手をつけてこなかったが、用意されたものを全すべて胃袋に押し込んだ。

　そして、銀色に光るナイフを手に取り、それを服の袖そでに隠す。

　桐生りんごは迷わない。正しい正しくないではなく、どんなときだって自分の大切なものを優先する。血の繫つながりはなくとも、そこだけは兄に似ていた。


　　　　◆◆◆






　光ひかりノ河かわアカネは、魔王の部屋の扉を開けようとして、ドアノブを引く手を止めた。

　少しだけドアを開けて中をのぞき込む。

「……魔王様」

　一人孤独に月夜を眺める魔王の姿に、アカネの胸が締め付けられる。

　アカネは自分の気持ちに迷っていた。

　結局、砂凪は詩し織おりを殺さなかった。アカネが前へ飛び出したというのもあったろうが、普段の魔王ならばアカネがいようがいまいが、あそこでディバイザーを撃っていたはずなのだ。

　だがそうしなかった。

　もちろんアカネだって、何の考えも無しに飛び出したわけではない。

　詩し織おりの因子免疫者アンチフアクターとしての特異体質が必要だと知っていたのだ。

　セントラルタワーの中枢は、因子覚かく醒せい者を通さないための特殊なシールドで守られている。このシールドはリアライズデバイスにより発生されたもので、非常に強力だ。突破するには発生させている張本人を見つけ出して対処しなければならない。

　その過程を省くためにも、詩織の存在は必要だということを砂さ凪なぎに提示したのだ。

　アカネの進言を砂凪は受け入れた。

　砂凪がいなくなった後、詩織はアカネに礼を言った。

　魔王の母という立ち位置の彼女に、アカネはどういう反応をしたらいいかわからなかった。

『あなたは、砂凪ちゃんのこと、大切に思ってくれているのね。ずっとそばにいてくれたんだね』

『……わ、わたくしは』

『あの子がこうなってしまったのは、私にも責任があることなの……だから、せめてあなただけは、変わらずあの子のそばにいてあげて』

　そう言って、詩織はアカネに微笑ほほえんだ。

　こちらを非難するわけでも、砂凪を止めてほしいと頼むわけでもなく、ただお礼の言葉を言っただけだった。

　詩織からは、他にも砂凪のことを聞いた。

　詩織はまるで楽しい思い出でも話すように、昔のことを語って聞かせてくれた。

　あの冷静沈着で容赦のない魔王に、優しい幼少期があったなど、アカネは思ってもみなかった。

　あの人は生まれながらにして魔王だった……そんなわけがないのに、アカネは勝手にそういうイメージを抱いていた。落胆したわけではなかった。アカネの忠誠心はその程度で崩れるほどやわではない。

　むしろ戸惑いの方が大きかった。

　何が彼女のためになるのか、わからなかったからだ。

　このまま魔道を突き進んで、はたして砂凪は幸せなのか？

　因子フアクターで自分を変えてまで……家族を自らの手にかけてまでして……？

　砂凪は閉めたドアに背を預けたまま膝ひざを抱える。

　──お前が慕っているのは、岳たけ汐しおサナギと魔王のどっちだ？

　光みつ秀ひでの言葉が、頭から離れなかった。

「……わたくしは……っ！」

　どうしたらいいかわからない自分を、アカネは心底憎むのだった。







　砂さ凪なぎは心の奥底に響いて止やまない歌声を耳にしていた。

　どこからともなく、さっきから歌が聞こえている。

　りんごの歌声だ。

　歌姫因子セイレーン・フアクターにより、りんごの歌が砂凪の心に直接響いている。

　砂凪の中に微かすかに残っている本来の自分の心を呼び覚ますかのように、その歌声は優しくも懐かしい。

　耳を塞ふさごうと意味はない。

　厭いやが応でも思い出させる。

　過去の記憶と感情を。

「……歌姫因子セイレーン・フアクターか。嘆かわしい」

　ソファの上に倒れて、目を閉じる。

　捨てたはずの記憶と感情が、歌に触発されて蘇よみがえる。

　こうならないためにも、りんごを殺すべきだったのだと自分を戒める。

　やはり家族など自分が魔王になるための邪魔でしかない。そう思おうとしても、土壇場で身体からだが動かなくなってしまうのは、わずかに残った人間性のせいだ。












　この弱点とも言える要素を、りんごの歌姫因子セイレーン・フアクターはダイレクトに突いてくる。

　りんごもそれをわかっていて歌っているのだろう。

　──これは、桐き生りゆうりんごの攻撃だ。

　彼女はどうやら、自分なりに砂さ凪なぎと戦うことを決めたらしい。

「無駄なことを」

　砂凪はりんごの攻撃をその一言だけで片付ける。

　思い出を想起させたところで意味はない。

　何な故ぜならば、りんごに直接言った通りだからだ。

　──魔王になることは、桐生砂凪が自分で決めたこと。

　魔王因子サタニツク・フアクターから揺さぶりをかけられたわけでも、因子フアクターが砂凪を洗脳したわけでもない。感情や道徳を切り捨てることを選んだのは砂凪自身だ。

　ここにいるのは、紛れもなく桐生砂凪なのだ。

「…………」

　だが、土壇場でりんごや詩し織おりを殺せなかったのもまた事実。

　理由はわかっている。砂凪が二人の死を望まないからではない。

　──父が二人の死を喜びはしないだろうということが、砂凪を踏みとどまらせてしまっている最大の原因だった。

　砂凪が魔王の道を進むと決めたのは、父の無念と死によってである。

　砂凪は父のことを愛していた。その想おもいは、母以上に強いものだと自負しているほどだった。父への愛が家族としてのものなのか異性としてのそれなのかは問題ではない。そんな線引きや倫理を問うたところで何の意味もない。愛は愛だ。形などどうでもいい。

　父の無念を晴らし、父の夢を継ぐことが桐生砂凪の根底にある。

　砂凪はそのために、自分の意志であらゆるものを切り捨てたのだ。

　それでも父のことだけは捨てることはなかった。過去を切り捨てる上で重要な障害となっていることをわかっていながら、父との絆きずなだけは捨てるわけにはいかなかった。

　自分の野望の原点を捨て去るわけにはいかない。たとえ感情の残ざん滓しが悲鳴を上げようと、耐えて実行する以外に無いのだ。

　アカネの言う通り、詩織の利用価値はある。

　りんごを人質に取れば、詩織は言われるがまま動くだろう。

　殺すのは、その後でも十分だ。

「…………」

　歌声は止やまない。砂凪は目を閉じたまま、静かに思い出という名の攻撃に耐える。思い出の中で、砂凪は将まさ人ととの出会いを反はん芻すうする。

　あの時、自分が将まさ人とを助けた理由。それは彼の目が、父の目にとてもよく似ていたからだ。何かを追い求めて彷徨さまようような、孤独な瞳ひとみ。踏みにじられても立ち上がろうとする純粋な意志が彼の瞳に宿っていた。

　一目見ただけで、あの時砂さ凪なぎは父と将人を重ね、共感した。

　だから手を差し伸べた。一ひと目め惚ぼれというのは、あながち噓うそではない。

　だが、砂凪が共感した将人の瞳は、もう失われていた。

　内郭インサイドでの生活に埋没し、凡人としての道に満足した男になど、もはや興味はない。

　彼と家族との思い出など、とうの昔に切り捨てた。

　今残っているものが父への執着だけである以上、将人を殺すことへの躊ちゆう躇ちよは無い。

　父が愛したのは詩し織おりとりんごだけだからだ。

「…………」

　家族になど気持ちを窶やつすつもりはない。因子軍ギアフアクターズとの戦いが待っている。

　目標はセントラルタワー。アーガスシティの中枢を掌握し、この都市を手に入れる。砂凪は全すべてを切り捨てる覚悟を決めて、磐石のごとき意志をもって、りんごの歌声をはね除のけるのだった。






FourthEncounter　連合、動く






　翌日の深夜０時、魔王軍は静かに行動を開始した。

　内郭インサイドを守るように外周を囲む壁には、北と南に巨大なゲートが設置されている。ゲート周辺には因子軍ギアフアクターズの戦力の半数以上が集結し、守りを固めていた。

　相手が因子覚かく醒せい者である以上、リアライズデバイスで応戦するのは得策ではないという考えなのか、兵士の多くは抗因子銃であるディバイザーを装備していた。

　敵が外郭アウトサイドの元未覚醒者達であることは予あらかじめ予測していたのだろう。

　物量で来る以上は、物量で対処するしかない。

　これだけの因子軍ギアフアクターズの兵士が集結したのはいまだかつて無かったことだ。

「…………来たぞ……！」

　最前の防衛戦を守る兵士が、ライフル型のディバイザーを構える。

　外郭アウトサイドの廃れた建物が立ち並ぶ大通りを埋め尽くすように、魔王軍の群れがやってきた。

　ゆっくりと、誰一人声を上げずにゲート目がけて歩いてくる。

　不気味な光景に兵士の一人が喉のどを鳴らした直後、先頭を歩いていた魔王軍の一人が、肌を発光させた。

　それに触発されるように、後列の者達も皆一斉にリアライズデバイスを出現させる。

　大通りを埋め尽くす群衆に気け圧おされそうになるのを兵士達は必死に堪こらえていた。

　通りだけでなく、細い路地から、路地裏から、建物の中から、群衆はさらに数を増やしていく。

　兵士達は啞あ然ぜんとして、戦意を喪失していく。

　いくら魔王軍がド素人の集団と言えども、これほどの数を相手にするのであれば話が違ってくる。

「こ、ここまで……ここまでの数を、どうやって……！」

　前列の兵士達が後ずさりしそうになる中、一人の兵士が悲鳴を上げてディバイザーの引き金を絞った。弾が群衆の先頭を歩いていた男に当たり、男が倒れる。

　次の瞬間──怒りを爆発させた群衆が、津波のように一気に押し寄せた。

　雄たけびが大通りを包む中、兵士達が応戦する。

　数は圧倒的に、魔王軍の方が上だった。





　　　　◆◆◆



「……始まったか」

　遠くから聞こえてくる戦闘音に、一気に将まさ人との緊張が高まった。

　将人は外郭アウトサイドの北ゲートにほど近いビルの屋上で、仲間と共に外郭アウトサイドを見下ろしていた。

　ここにいるのは将人の奴隷となった少女達のみだが、王の連合軍は各地に散らばり、因子軍ギアフアクターズと魔王軍の戦闘に加わることなく、魔王の探索にのみ全力を尽くす手はずとなっていた。

　連合といっても、各王の勢力に別れて個別に動き、その上で連携を取る形だった。

《……聞こえるかい？　冥めい王おうだ》

　イリスの声が頭の中に直接響いてきて、将人は思考を集中させる。

　これは革命軍の通信因子テレパス・フアクターによって可能となる、思念通信だった。

　王同士でこうして通信し合うことで連携を取るのだ。

《オーケー、聞こえた。他のみんなは？》

《女王よ、聞こえているわぁ。ちょっと覇王、お前の思考、強すぎて頭にガンガン響くのよねぇ。もう少し気持ちを落ち着かせなさいな》

《わ、悪い……やりかたがいまいちわかんないし……緊張してて》

　将人は《侵略者の鎖ヴアンキツシユ》で奴隷達と行っていた思考での通信と同じものだと思っていたのだが、かなり使い勝手が違う。

　視覚でもなく聴覚でもなく思念が繫つながっている状態にあるので、強弱がいまいちわからない。なんでも、あまりに強烈なストレスを受けたりした場合は、思念で繫がっている他の皆にも伝わってしまうらしかった。

《英雄だ。北ゲートでも魔王軍と因子軍ギアフアクターズの戦闘が始まっている。今のところ、魔王の姿は発見できん》

《南も同じよぉ。道化ピエロ達を放ったけれど、今のところ索敵に反応はなしだわぁ》

《地下は魔王軍の侵攻経路には含まれていないようだね……まだ誰一人入ってきていないけれど、このまま索敵を続けるよ》

　それぞれが自分達の現状を報告し合うのを聞きながら、将まさ人とは鼓動を落ち着かせるたに深呼吸する。

　王の連合の作戦は単純だ。因子軍ギアフアクターズと魔王軍が激突している最中に、魔王を見つけ出す。

　ようは人海戦術である。

　作戦の開始時刻や内容はわかっていても、魔王がどういう経路で内郭インサイドへ侵入するかはわかっていない。となればこうして探す以外に方法は無かった。

　だが、こちらには切り札があった。

《魔王を見つけられるかどうかは──君にかかっているから、よろしくね、丸まる山やま園その子こ》

「──クレス・バーンフィールド！　だッ！」

　ビル屋上の縁で腕を組みながら仁王立ちしていたクレスは、ふんと鼻から息を吹き出して、本名で呼びやがったイリスにソウルネームで名乗りを上げる。

　まるでリーダーのように前に出てふんぞり返っているクレスの後ろで、目を線のように細めた将人にアイリとリゼットが耳打ちしてくる。

「……ほんとに大丈夫なわけ？」

「俺に言われてもな……」

「英雄の支援があるとはいえ、あのアバウトすぎる因子フアクターではどうにも……」

　ひそひそ話をしていると、クレスがリアライズデバイスの剣、《ブレイバー》を引き抜いて天高く掲げた。

「使えない使えないと言われ続けて数ヶ月……ついに我が力を見せつける時がきた！」

　かっこよく髪を靡なびかせて、クレスが閉じていた瞳ひとみを見開く。

「──みみみ、見ていりょ！　『王の因子』を見ちゅけらす我がちかりゃ！　真の勇者の力をこここここでしらめしてやろう！」

　高らかに宣言しているが、緊張しているのか嚙かみ嚙かみだった。

　クレスの持つ勇者因子ブレイブ・フアクターのリアライズデバイス、ブレイバーには特殊なスキルがあり、『王の因子』の反応を感知することが可能である。王の種類は剣の輝きの色によって判別できるという優れものだ。

　しかし、感知範囲はたった２キロメートル。それ以上離れていても、方角くらいはなんとなーくわかるらしいが、それまでである。

　そんなものでどこにいるとも知れない魔王の位置を正確に突き止めるのは不可能。

　が、今のクレスには強力な後押しがあった。

　クレスの背中の鎧よろいにアンテナのように刺さっている、幟のぼりのようなものがそれである。

《英雄因子ヒーローズ・フアクターのリアライズデバイス、『革命旗』は量産が可能で、他者に持たせることもできる。ただしパラメーターは一つしか上昇させることができない。維持できるのも１時間が限界だ。心して使ってほしい》

「ふんっ、しょ、しょんなものなくても、ク、クレスは～っ」

《……本当に頼んだぞ。我々も探してはいるが、君の因子フアクターが一番確実なのだ》

「う、うぅぅぅぅぅぅ……」

《いいか？　連合の命運は君にかかっているんだ。託すぞ、我々の未来を》

　英雄がとても重くて胸が熱くなるようなことを言ってくるものだから、クレスの緊張が頂点に達してしまった。

　あえて煽おだてて煽あおる辺り英雄らしいといえばらしいのだが、クレスには逆効果なのを将まさ人とは知っている。

　ビルの縁で硬直してしまったため、クレスがバランスを崩して屋上から落ちそうになる。

　将人はクレスを落ち着かせるように肩に手を置いた。

「まぁまぁ、落ち着けクレス」

「……はお～」

　涙目になってプルプル震えている様子を見ていると、なんとなく庇ひ護ご欲をそそられてしまう。

　だから将人は、あえて心を鬼にした。

「大丈夫だクレス」

「はお～」

「──少なくとも俺達は、クレスにまったく期待してねぇから！」

　ぐっと親指を立てて、白い歯を光らせながら将人が爽さわやかに言った。

　クレスの震えが止まり、ぽかんと口を開けたまま啞あ然ぜんとする。

「そーよ。ま、あんたがダメでも、他の誰かかあたしらが見つけてあげるから、心配しなくていいわ」

「ええ、ええ。気負うことはありません。もし失敗しても、尻ぬぐいは私達に任せておけばいいのです」

「…………」

　アイリとリゼットも、将人と同じように優しくクレスを気遣う……そぶりをした。

　涙目だったクレスの顔が赤くなり、ほっぺたがどんどん膨れていく。

　クレスはキッと目を鋭くさせて、再び剣を天空へ掲げた。

「なーめーるーなあああああああああああああああああ！」

　直後、剣が輝きを放ったかと思えば、クレスの背後に巨人の影が出現する。

　クレスの必殺技、謎なぞの巨大ロボ、ラストブレイバーであるが、なんか身体からだが透けていた。

　しかしラストブレイバーも巨大な剣を出現させて、クレスと同じように空へ剣を掲げる。

　瞬間、巨大な剣に反応したのか曇っていた空にぽっかりと穴が開き、光のヴェールが降り注いだ。

「お、おぉ……！　なんだかよくわからんがすげぇ！　やっぱクレスは誉ほめられるよりも貶けなされて伸びるタイプだったか！」

「あ、そういう意図で期待してないなんて言ってたんだ。あたしは普通に期待してなかっただけなんだけど」

「これが英雄の支援効果ですか……凄すさまじい……これは期待してもいいのでは？」

　ラストブレイバーの影の出現と、なんだかよくわからない光のヴェールを見る限り、確かに何かが起こりそうだった。

「す、すごいぞ覇王！　これはすごい！」

「どうした!?　これから何が起こるんだ!?」

「わかるんだっ、魔王の居場所が！」

「何!?　どこだ!?」

　将まさ人とが真剣にクレスに問うと、クレスは剣をスッと北の方へ向けて、目を輝かせながら、

「──あっち！」

　と言った。

　ラストブレイバーが姿を消し、空も元通りになった。

「あっちにいるよ！」

　…………。

「え、そんだけ？」

「方角も距離も、なんと高さまでもわかるよ！　すごいよ！」

　クレスはすごく嬉うれしそうだったが、あのラストブレイバーと空からの光はいったい何の意味があったのか。

　きっと演出だ。

　勇者因子ブレイブ・フアクターってそういうところあるし、と将人は無む理り矢や理り納得した。

　ともあれ、方角は北だ。

「動きはわかるか？」

「ほとんど動いてない。止まってる。ただ、魔王の近くに四人いる」

「なんだ、魔王の周囲にいる人間の数もわかるのか。やっぱすげぇじゃん」

「待て……四人のうち二人は、見覚えがある……この二人は」

　クレスが将まさ人とに振り向き、瞳ひとみを揺らす。

「詩し織おりとりんごだ！　間違いないぞ！　魔王と一緒にいる！」

　その言葉を聞いて、将人は目を見開いた。

　高鳴る鼓動と、もどかしいほどの焦りが将人を襲う。

　だが、その両方を、将人は深呼吸と共に押さえ込んだ。

「…………でかしたぞクレス！　お前やっぱ勇者だ！」

　目を輝かせて将人がそう言うと、クレスの顔がパァッと明るくなった。

「ふっふーん！　惚ほれ直したか!?」

「おう！」

「うぇ!?」

　将人が即答すると、自分から言ったくせにクレスは顔を赤くして頰ほおに手を当てながら、やんやんと身を捩よじらせた。

　将人は他の王に連絡を取り、北の方角に魔王がいることを伝えた。

《三分の一の戦力を連れて、僕も北へ向かうよ。英雄は北ゲートを死守かな》

《……北ゲートは因子軍ギアフアクターズが劣勢だ。魔王軍にゲートを突破されるのも時間の問題だろう。恐らく、魔王はゲートを突破したと同時に群衆に紛れて内郭インサイドへ突入するつもりだ。革命軍は同志を全すべて投入して北ゲートの守りを固める。嘆かわしいが……因子軍ギアフアクターズに加勢し、群衆を食い止めよう》

《あら、素直になったじゃなぁい？　あの英雄が怨敵に加勢するなんて》

《アーガスシティ全体の危機だ。仕方あるまい》

　割り切った態度の英雄に、女王はつまらなそうにふんと鼻を鳴らした。

《こちらも、現場の確認のために足の速い偵察を先に魔王のいるポイントへ向かわせておいたわ。わらわが合流できるまで20分というところかしらん？》

　王達はそれぞれがそれぞれの役割を理解し、事に当たっていた。

　将人には指揮を執る能力は無い。だから、三人の王が自発的に動き、その上で連携を取ってくれて本当に助かった。クレスの能力を伸ばして魔王の位置を把握できたのも、連合を組んだおかげだ。

　やはり、自分一人の王の力だけでは魔王を相手にすることなど不可能だっただろう。

《あのさ》

　だから将人は、本格的に戦いを始める前に三人の王へ伝えておく。

《……やり方は強引だったかもしれないけど、俺の提案に乗ってくれて、ありがとう》

《《《…………》》》

《これが終わったら、また敵同士になるかもしれないけど……あんた達には、感謝してる》

　その礼の言葉に、三人の王は何も返さなかった。

　ただ、思念で微かすかに繫つながった三人の心が、わずかに動いたのを将まさ人とは感じた。

　どういう感情かまではわからないが、不快なものでなかったのは確かだ。

　将人は小さく息を吐いて、そして顔を引き締めた。

　皆に向き直り、《侵略者の鎖ヴアンキツシユ》を腕に巻き付け、臨戦態勢に入る。

「こっちも動くぞ！　みんな準備はいいか!?」

　他の仲間も皆、自分のリアライズデバイスを出現させ、将人に頷うなずいた。




　５分後。

「……あのさ……かっこつけて動くぞ～なんて言ったけど、これはどう見てもかっこつかないよな？」

　将人は目を線のように細めながら、ビルとビルの間を跳躍するリゼットの腕に抱かれていた。

　将人は落ちないようにリゼットの首に手を回し、リゼットは将人をしっかりと両腕に抱きかかえている。

　どう見ても、お姫様だっこだ。

「逆じゃねぇぇぇ……？」

　ロリッ子にお姫様だっこされる男という図は、なんとも形容しがたいものがあった。

　情けない顔でリゼットに問いかけると、リゼットは少し嬉うれしそうに笑った。

「私は背が低いですから、おんぶじゃますますかっこつきませんよ？　それにこっちの方が安定するんです」

「そうは言っても……いや仕方ないんだけどさ……なんか変な気分だ」

「私は嬉しいですよ？　こうしてまた、将人さんを守ることができて」

　にっこりと微笑ほほえむリゼットの顔が真正面にあって、将人は顔を赤くしながら目を逸そらした。

「……将人さん」

「ん？」

「私は、あなたが変わらないでいてくれたことが、すごくすごく嬉しいんです」

　目を細めて、リゼットは将人にそう言った。

「女王から真実を告げられて、将人さんが桐き生りゆう家の人間ではないと知った時……眠ってしまっていた間に、もしかしたらあなたが変わってしまうんじゃないかと思っていました」

「…………」

「今の自分を否定して……変へん貌ぼうしてしまうんじゃないかって」

　遠くを見つめるように、リゼットが将まさ人とを見る。

「でも、あなたは変わらなかった。いつも通りの将人さんです。それが嬉うれしい」

　やわらかく笑うリゼットを見て、将人も思わず笑みが零こぼれた。

　アイリもだが、出会った当初、こっちを殺しに来たことなんて夢の中の出来事のようだった。ナイフと銃で、目の前でガチの殺し合いを繰り広げて……その殺し合いの理由が、自分を殺す権利の奪い合い。

　今思い返しても、酷ひどい出会いだ。

　──でも今では、出会えてよかったと、心の底から思う。

　ここにいるみんなと、歪いびつな関係でも、繫つながれたことが、今では愛いとおしい。

「……何も変わらなかったわけじゃない」

　将人はそう言って、前を見据えた。

「記憶が戻ったのが理由じゃないけど、俺はみんなに出会って……平穏の大切さとか、家族の尊さとか、守ることの難しさとか……たくさん学んだ。つーか、思い知った」

「…………」

「俺も外郭アウトサイドで育ってたはずなのに、幸福なことが当たり前すぎてたんだよな……それをお前らが教えてくれた。だけど、みんなが俺に世界の非情さを教えてくれたからこそ、記憶が戻った今も内郭インサイドで育った桐き生りゆう将人のままでいられたのかもしれない。それがいいことか悪いことかは、正直わかんねぇけど……でも」

　将人は目を鋭くする。

「──奪われたら、奪い返す。そのやり方は、昔の俺も今の俺も変わってない」

　将人の表情を見て、リゼットも力強く頷うなずく。

　クレスをおんぶしながら併走していたアイリが、微妙に引きつった顔をする。

「……かっこつけてんのに、やっぱ状況が状況だからかっこついてないわね」

「う、うるせっ、しょうがねぇだろっ！」

「ふはは！　かっこわるいなぁ覇王！」

「アイリにおんぶされてるクレスに言われたくない！」

　おちょくってくる二人にがなっていると、一番後ろでビルを飛び越えていたノアも将人を見ていた。

「………………は」

　ノアはノミか何かを見るような目で将人を見て、鼻で笑ってきた。

　何な故ぜか一番傷ついた。

　戦いの前だというのに、緊張感が和らいでいた。

　きっと、これが過去最大の戦いになるだろう。

　不安はある。だけど、希望が無いわけじゃなかった。

　家族を救うのも。

　魔王を倒すのも。

　砂さ凪なぎを、取り戻すのも。

　絶対に不可能なんかじゃない。

「全部奪い返して──帰るぞ、みんなで！」

　自分を激励する気持ちも含めて、将まさ人とは皆にそう告げた。

　──その時だった。

「!?　ス、ストップだ！　待って！」

　クレスが突然止まるように指示を出した。

　ビルの屋上に着地して、皆がクレスを見た。

　クレスは剣の切っ先を黒く輝かせながら、青ざめた顔をしていた。

「どうした!?」

「ま、魔王が……動いてる……ものすごい、速さで」

　口をわなわなとさせながら、クレスは叫ぶ。

「北の門に向かってる！　もうたどりつく！　ロケットみたいに、向かってる！」

　その場にいた全員が、戦せん慄りつした。








　　　　◆◆◆



　北ゲートにて、因子軍ギアフアクターズに加勢する革命軍を指揮していた英雄は、ビルの屋上で将人からの思念通信を受けた。

《──英雄！　魔王が動いた！　すげぇ速さで北ゲートに向かっているらしい！》

「……なんだと？　今どのあたりだ」

《もうすぐそこだ！　ゲートの前だ！》

「何を言っている？　かなり距離があったではないか。こんな短時間にここまで来るような──」

　そんな馬鹿なことが、と言いながらビルの上から大通りへ視線を移した瞬間、

　──フォン！

　何かが、大通りを高速で通り過ぎた。

　英雄は確かに見た。自らの感覚強化ＡＧＩが確かに捉とらえていた。

　あれは、車だ。

　因子フアクターの粒子をマフラーから炎のように噴き荒らす、黄色い車。

　その後部座席に、確かに魔王が座っていた。

「なっ……！」

　時速４００キロは出ていた。

　あの車がリアライズデバイスの産物であるのは間違いない。

　突破された。易々と。

「──否！」

　英雄は奥歯を嚙かみしめ、まだだと叫ぶ。

　ゲートはまだ越えられていない。

　あのまま行かせては、他の王への示しがつかない。

　英雄はビルの屋上に巨大な旗を突き刺し、身体からだ中じゆうから因子フアクターの粒子を燃えたぎらせた。

　そして、

「皆は一人のために──一人は皆のためにッ！」

　英雄が叫ぶと同時に、旗が大きくひらめいた。







　北ゲートへの大通りを高速で駆け抜けた車の車内で、魔王、桐き生りゆう砂さ凪なぎは後部座席に座っていた。

　後部座席の対面シートで、砂凪は詩し織おりと向かい合う形で座っている。砂凪の隣には、りんごがおり、詩織の隣にはアカネが座っていた。

　そして運転席はスモークフィルムが貼られており、中が見えないようになっていた。

　このリアライズデバイスは高速因子ハイスピード・フアクターの《アベンジャー》という。最高速度は５００キロにも及び、どれだけ速く走ろうと、どれだけ酷ひどい事故を起こそうと中に衝撃が及ばないようになっている。

　運転しているのは望もち月づき学園生徒会書記の生徒であるが、スモークのせいでどんな人間かはわからなかった。

《北ゲートまであと30秒……どうする》

　車内のスピーカーから、運転手の声が響く。

　砂凪は無表情のまま答える。

「これ以上の小細工は必要無い。突っ切れ」

《はいな》

　返事の直後、車がさらに急加速。道を埋め尽くしていた因子軍ギアフアクターズと魔王軍の群衆もろとも、なぎ倒し、吹き飛ばしながら道を進んだ。

　どれだけ人間を轢ひき殺そうと、障害物に衝突しようと、車の中は平穏そのものだった。

　砂凪は詩織を冷ややかに見つめていた。

「予定通り、セントラルタワーに到着した後、セキュリティールームの障壁解除に協力してもらう」

「…………サナギちゃん」

「逆らえば、桐き生りゆうりんごの命は無い」

「サナギちゃん……お父さんもこんなこと望んで──」

「黙れ。父を拒んだ貴様が父を語るな」

　砂さ凪なぎの言葉に、詩し織おりは悲しそうに俯うつむいてしまう。

　りんごは横目で砂凪を睨にらんでから、母の様子を窺うかがった。

　りんごの視線に気づくと、詩織は力無く笑って、「大丈夫よ」と表情で言葉を送っていた。

（……おねぇ……）

　りんごは膝ひざの上で軽く拳こぶしを握った。

　結局、歌で砂凪の心を取り戻させることはできなかった。喉のどが枯れるまで精一杯心を込めて歌ったつもりだったが、砂凪の心には届いてくれなかった。

　りんごは下唇を嚙かみ、もはやどうにもならないと思いかけた。

（……まだだよ。りんごにだって、まだできること、ある……！）

　諦あきらめることを放棄して、りんごは覚悟を決める。

　微かすかに喉を震わせ、吐息を吐くように、りんごは歌う。

　人間の聴覚では拾うことができないほど小さな声量。歌姫因子セイレーン・フアクターを持つりんごには声の大きさなど関係無い。想おもいさえ籠こもっていれば、歌が届く。

　砂凪へ向けてではなく、将まさ人とへ向けてりんごは歌う。

（……お願い……届いて……あにぃ……！）

　目を瞑つぶり、兄への気持ちを最大限に込めて、りんごは歌った。

　その時、

《ごめん。これはたぶん、止められちゃう》

　運転席から声がした直後──突然車の車体がぐわんと浮き上がった。

　身体からだが浮くような感覚、いや、これは実際に浮いている。

　ショック緩和の効果のある《アベンジャー》ですら抑えきれない衝撃が、車体を襲っていた。


　　　　◆◆◆






「「──同志英雄に栄光あれええええええ！」」

　アベンジャーの猛進を止めたのは、革命軍の巨体の側近二人だった。

　身体を纏まとう黄金の粒子は、英雄の支援スキル《進撃チヤージ》によるものだ。身体強化ＳＴＲに特化した側近二人のパラメーターを、一点集中で上昇させたのである。

　ビルの屋上から支援を行いつつ、額に汗を浮かべながら、英雄はさらに旗をはためかせる。

「全軍突撃！　押し潰つぶせ！」

　革命軍の同志全員に命令を下すと、身体からだを黄金色に輝かせる革命軍の同志全員が車に襲いかかった。

　容赦なく車に取りつき、動きを止める。車体がへこみ、物量で押し潰されようとする。

「……この、まま……！」

　命を削る英雄因子ヒーローズ・フアクターの支援効果は、文字通り英雄の生命力を吸い取っていく。今車に取り付いている全すべての同志達の身体強化ＳＴＲは元の数値にプラス20の支援効果が発揮されている。

　破格、されど代償は大きい。それが英雄因子ヒーローズ・フアクターだ。

　本人が戦えない分支援に全力を注ぐ『王の因子』は、革命軍の「皆は一人のために、一人は皆のために」という理念を体現している。

「……潰せ……！」

　髪を逆立て、英雄は全力をもって支援に当たった。

　最悪でも他の王が合流するまでの時間を稼ぐ。一分でも多く、この場に魔王を留とどまらせるのが自分の仕事だ。





　　　　◆◆◆



《アベンジャー》の車体がひしゃげ、車内が狭せばまっていく。

《これ以上は無理だ。解決策が無いなら降りてくれ。生徒会役員としての役目は果たしたと思うし……》

　運転手が欠伸あくびでもしそうなほどのったりとした声で諦あきらめを口にする。さらにはスピーカーからイビキのようなものが聞こえてきた。

　アカネは運転手の態度にため息を吐つく。

　ひきこもりの最後の生徒会役員……アカネも名前すら知らない人物だが、光みつ秀ひでと同じく砂さ凪なぎとは旧知の仲だという話だった。

「アカネ。道を開け。そして、ここに残り革命軍の相手をしろ」

「…………」

　ハッとして、アカネは砂凪を見た。

　砂凪は微かすかにアカネを睨にらみつけている。アカネの迷いを見抜いているようだった。

「どうした」

　その問いが、アカネの忠誠心を試すものであることは明白だった。

　忠誠心はどこにあるのか。桐き生りゆう砂凪か、魔王か。光秀の問いかけが三み度たび脳裏に過よぎる。

（……わたくしはもう、あなたに答えましたよ……光秀）

　そう。すでに答えは出していた。

　散々悩んだが、今では間違っていないと断言できる。

　天てん秤びんにかけるつもりはない。

　無論、両方に忠誠を誓っている。分け隔てる必要など無い。

　ただ彼女の信ずる道に身を委ゆだねるのみ。それしか、今のアカネには道が見えなかった。

　アカネは伏せていた顔を上げた。

　もはやそこに、迷いはなかった。

「……御意のままに。必ずや、魔王様をこの島の中枢へ導いてみせましょう」

　アカネの身体からだが発光し、背中に虹色の羽根が出現する。

「魔王様よりお返しいただいた妖精因子フエアリーズ・フアクターの力──存分に振るわせていただきます」

　胸を張って自分の決断を信じられるほど、今の光ひかりノ河かわアカネに自尊心は無い。

　けれど、迷いを振り払うには、魔王の命令だけで十分だった。


　　　　◆◆◆






《アベンジャー》を押さえ込む革命軍の同志達は、車体をひしゃげさせて今にも押し潰つぶそうとしていた。

　だが──忽こつ然ぜんと車体が姿を消した。

「──なっ！」

　ビルの屋上から戦いを見つめていた英雄が驚きよう愕がくする。

　車が、消えた。

　いや、違う──落ちたのだ！　いきなり地面に出現した大きな穴に！

　その直後、別の箇所に出現した穴から、《アベンジャー》がエンジンを噴かせて飛び出した。

「妖精因子フエアリーズ・フアクターか……！」

　迷宮を構築し、物質の構造を造り替える力。袋小路に道を作り、一本道を迷路に変える因子フアクターだ。

　逃がした。魔王はすでにゲートへ向かってしまった。

　それだけではない。周辺の景色が一変し、地面からせり上がるように城のようなオブジェが出来上がっていく。自分が足場にしていたビルがレンガ作りのように崩れ、再構築されていく。バランスを失いながら崩れていく瓦が礫れきの上を跳躍し、英雄はなんとか地上に着地。

　気づけば英雄は迷宮の中心にいた。

　同志達は迷宮に取り込まれ、英雄は一瞬で孤立してしまった。

　目の前に、がしゃがしゃと音を立てて塔が構築されていく。

　その塔の頂上に──妖精がいた。

「……英雄。魔王様の命により、この光ノ河アカネがあなたを討つ」

　確固たる意志をもって、アカネは英雄を見下ろしていた。

　英雄は顔をしかめたが、すぐに腹をくくったように顔を俯うつむかせた。

　そして──そのまま地面に突き刺していた旗を引き抜き、先端の槍やりの部分をアカネへ向けた。

　切っ先が鈍にぶく光り、長く伸びた前髪から英雄が決意に満ちた瞳ひとみを覗のぞかせる。

「単身で王に挑むか──舐なめるなよ、羽虫！」

　王の貫かん禄ろくをもって、英雄は妖精に対たい峙じした。





　　　　◆◆◆



《──聞こえるか？　妖精因子フエアリーズ・フアクターの介入によって、魔王は群衆と共にゲートを突破した》

　英雄の報告を耳にして、北ゲートへ向かっていた将まさ人とは目を見開いた。

　他の王も同じなのか、皆黙っている。

《自分は孤立し、敵と対峙している。すぐには追えない。悪いが、後を頼む》

　冷静な英雄の声を聞いて、二人の王が答える。

《……了解。僕はセントラルタワーへ向かうよ》

《はぁーあ。ま、最初から英雄になど期待はしていなかったけれどねぇ？　これじゃあ作戦なんてあってないようなものだわぁ》

　返事をした二人の王に続いて、将人も英雄へ言葉をかける。

《……一人で、平気なのか？》

　英雄は単独での戦闘能力は無いと聞いている。王と言えども、一人でできることは限られている。

　だが、

《……ふん。覇王にまで自分が未熟と見られているというのか……魔王を捕り逃がしたことに続いて、まったくもって情けない》

《…………》

《自分とて王だ。単独であろうと、この程度の相手に時間を費やすつもりはない──５分だ。５分で片をつけ、魔王を追う。逃した分は、必ず取り戻させてもらう！》

　その言葉に虚勢は無いように思えた。

　それ以上、英雄から思念は返ってこない。戦いを始めたのだろう。

「ゲートを越えられた……！」

　詩し織おりとりんごが砂さ凪なぎと共にいる以上、砂凪を追わなければならない。

　だが相手の速度は４００キロ。どう足あ搔がいても、追いつける速度ではなかった。

　親指の爪つめを嚙かみ、将人は頭を働かせるよう努力する。

　しかし、その時──どこからともなく、歌声が聞こえてきた。

「…………りんご？」

　その歌声は、紛れもなくりんごの歌声だった。

　懐かしい、記憶の奥底にある、幼い日の思い出。小さいりんごがよく歌っていた、題名もわからないアニメの歌だ。

　りんごが呼んでいる。因子フアクターの力で将まさ人とに助けを求めている。

　自分はまだ生きていると訴えていた。

「行かないと……！　どうにかしないと……！」

　将人の心がかき乱され、焦りだけが募る。

　無事が確認できたとしても、状況は好転などしておらず、むしろ悪化し続けている。

　このままでは──！

「──チビ、オニーサンこっちに寄越せ。お前じゃ遅い」

　絶望的な状況に歯を食いしばった時、妙に淡々とした声が響いた。

　ノアだ。ノアは目を見開いたまま、じっとリゼットを見ていた。

　敵の速度は時速４００キロ。普通じゃどう考えても追いつくのは無理だ。

　しかしノアなら、あるいは──。

「…………」

　リゼットは一度目を伏せたが、すぐに顔を上げて将人をビルの屋上に下ろした。

　真剣な顔でリゼットは将人の顔を見上げる。

　アイリとクレスも、同じように将人を見ていた。

「必ず追いついて、将人さんを守りに行きますから」

「護衛のあたしより先に勝手に死んだら承知しないわよ」

「ご飯はみんなと一緒に食べる方が美お味いしいのだぞ！」

　若干一名ズレていたが、皆の気持ちは一つのようだった。

　将人は三人に頷うなずいてみせて、ノアの近くへ寄った。

「鎖」

「？」

「鎖出して、後ろからボクと一緒に自分の身体からだに巻きつけて」

　言われた通りにノアと自分を繫つなぐ鎖を出現させて身体に巻きつけた瞬間、

「──うおッ!?」

　鎖を摑つかむと、ノアがそのまま跳躍した。

　信じられないようなスピードで、ノアは将人を背負いながらビルとビルの上を飛んで行く。リゼットのスピードもたいしたものだったが、その比ではない。顔面が風に煽あおられて口が開きっぱなしになってしまうくらいだった。

　だが、このスピードなら、追いつけるかもしれない！

　将まさ人とは開きっぱなしだった口を無む理り矢や理り閉じて、歯と歯を打ち合わせた。





　　　　◆◆◆



《アベンジャー》によって内郭インサイドへ侵入した砂さ凪なぎは、早々にセントラルタワーへとたどり着いた。

　時速４００キロで移動できるといっても、ふつう内郭インサイドの交通量ではこれだけ短時間でタワーまで到達するのは不可能だ。

　それを可能にしたのは、因子軍ギアフアクターズに所属していた頃に仕掛けた砂凪の根回しだった。

　幹部クラスの人間の因子フアクターを奪い、脅迫し、交通を恣し意い的てきに規制させたのだ。その上脅迫した幹部直属の部隊は道中の警備まで行ってくれている。

　外郭アウトサイドの動乱にかまけている因子軍ギアフアクターズに、この動きを怪しむだけの余裕などどこにもなかった。巨塔そのものであるセントラルタワーの門番は、我関せずと言った様子で《アベンジャー》を通し、砂凪はタワーの入り口前にたどり着いた。

《アベンジャー》がブレーキをかけ、タワーの入り口前に停車する。

《……おいらの仕事はここまでだ》

「ご苦労だった」

　砂凪はりんごの腕を引っ張り、車外へ。

　詩し織おりに顎あごで下りるように促す。

《アベンジャー》の後部座席が自動的に動き、スロープを展開。詩織は言われるがままに車外へと出た。

《魔王。最後にもう一度聞いていいかい？》

　運転席からの声に、砂凪は無言で頷うなずく。

《本当に、魔王が因子フアクターを管理できるような世界を作れるんだよね？》

「無論だ。俺はそのためにここへきた」

《そんな世界が実現できれば、おいらみたいに身体からだを失う人はいなくなるんだよね？　僕もこんな冷たい因子フアクターの塊ではなく……温かい身体を取り戻せるんだよね？》

　運転席からの声に、砂凪は目を閉じる。

「戻ることはできるだろう。だが、貴様の身体はもはや朽ち果てている。因子フアクターを奪えば、貴様は命を落とすだろう」

《…………わかってる。それでいいんだ。意識だけがリアライズデバイスに宿っているなんて、もう嫌なんだ。せめて最後は人として死にたい》

　苦笑するような声が、車内に響く。

　望もち月づき学園生徒会書記、彼の素性を知るのは砂凪だけだ。彼は因子フアクターが暴走したことで肉体から精神が離れ、リアライズデバイスに精神が宿るという極めて特異な症状を発症していた。

　この世界の因子フアクターを暴走させることなく管理する。ここまで生きながらえ、魔王に仕えてきたのもその目的の足がかりとなるためだった。自分と同じような末路をたどる人間がこれ以上生まれないようにという願いを込めて、彼は魔王に力を貸していた。

《……成功を祈っているよ……》

　終わりを求められて、砂さ凪なぎは《アベンジャー》の車体に、漆黒の右腕で触れた。

　そして、右腕に刻み込まれた瞳ひとみを開眼させると、《アベンジャー》から因子フアクターを吸収した。

　車体の形状が見る見るうちに崩れていき、やがて形を保てなくなり、粒子の残ざん滓しとなって霧散する。

　バラバラになった粒子が空へ上っていくのを見届けると、砂凪はりんごの腕を摑つかんだままセントラルタワーへと足を向けた。

「サナギちゃん、もうやめよう……」

　背後で、詩し織おりが砂凪の背中に声をかけた。

　砂凪は背を向けたまま足を止めた。

　振り向くと、詩織は膝ひざの上に両手を重ねて、じっと砂凪を見つめていた。

「サナギちゃんは、お父さんの夢を叶かなえようとしているんだよね……？」

「やり方が違う。父を真ま似ねているつもりはない」

「形は変わっても同じだよ……お父さんは間違ってた。お父さんの夢を叶えて、みんなが幸せになれると思う？」

「勘違いするな。俺は幸せや安定など世界に与えるつもりはない」

　砂凪は詩織を睨にらみ、両手を大きく広げた。

「俺は因子フアクターを管理するためにここにいる。因子フアクターに支配されているこの世界を変えるために、魔王としてここにいるのだ」

「…………」

「現にそうだったように、父のやり方ではぬるいのだ」

　漆黒の右手を胸の前へ当てて、砂凪は己が野望を語る。

「かつてはこの世界から因子フアクターを消し去ればいいと考えた……だが、それもダメだ。技術に翻ほん弄ろうされるだけでは勝利とは言えない。支配してこそ意味があると俺は確信した」

　魔王の形相をしながら、砂凪は青い炎のような冷たい光りを瞳に宿らせる。

「──俺は因子フアクターを持つべき者と持たざるべき者を選定し、この世界の王になる。それ以外に、父の理想と俺自身の理想を実現する術すべは無い」

　詩織は砂凪の豹ひよう変へんぶりに胸を痛め、俯うつむいた。

　砂凪の語る理想は、あまりに現実味がなくて、遠くて、不可能に近いものだった。

　夢物語。そう呼ぶに相応ふさわしい。

　それでも彼女が立ち止まることはないのだろう。

　父がそうだったように。

「協力するつもりがないのであれば処分する。元よりお前達は殺すために連れてきた。お前達を殺すことで……俺はようやく……魔王になれる」

　砂さ凪なぎは懐から拳けん銃じゆうを引き抜き、詩し織おりへ向けた。

　引き金に指がかかり、震えた指先に力がこもる。

　それまで黙っていたりんごが動いたのは、その時だった。

　りんごは制服の袖そでから隠し持っていたナイフを引き抜き、砂凪の左腕へ突き刺した。

「ッ！」

　詩織を撃つことに気を取られていたためか、砂凪が傷を負う。

　腕を摑つかんでいた砂凪の手が離れ、りんごはすぐさま詩織の方へ駆け出した。

　詩織もハッとして、車くるま椅い子すのハンドリムを回してりんごへ駆けつける。

「──！」

　砂凪が腕をナイフに刺されたまま、銃口をりんごの背へ向ける。

「りんごちゃん！」

　詩織がりんごへ向けて身体からだを乗り出したのと、銃口が火を噴いたのはまったくの同時だった。

　銃声が響き、静寂が包む。

　反射的に目を閉じてしまったりんごは、自分は撃たれたのだと覚悟を決めていた。

　しかし、痛みはやってこず、目を開けてみるとそこには……自分に覆い被かぶさって優しそうに微笑ほほえむ詩織の顔があった。

「おかあ……さん……？」

　りんごが呼びかけると、詩織は愛いとおしそうにりんごの頰ほおを撫なでた。

　その手が血で濡ぬれていることに気づいた時、りんごの瞳ひとみが涙に揺れた。

「よかった～……りんごちゃんが無事で～……」

「そんな……いやだ……やだよ、おかあさ」

「ごめんねぇ……おかぁさん……こんなことくらいしか、できなかったよ～……」

　そして詩織は、眠るように力を抜いてりんごの身体に寄りかかった。

　その重さが、りんごに厭いやが応でも思い知らせる。

　守れなかった。自分にも出来ることがあると思って行動したけれど、何も出来なかった。

　姉を止めることも、母を守ることも、兄を呼ぶこともできなかった。

　自分の歌ちからでは何一つ……想おもいを伝えることすら……。

「……う……く……っ！」

　倒れた詩織とりんごのそばに、砂凪がやってくる。

　痛みに耐えるかのように、砂さ凪なぎは右腕を押さえていた。

　顔色は青白く、汗が頰ほおをぬらしている。よく見ると、漆黒の右腕の範囲が広がっていた。肩口までだった右腕が胸の辺りまで浸食している。

　リアライズデバイスの範囲が広がっているのだ。

　因子フアクターの暴走。

　いや、魔王因子サタニツク・フアクターの持つ本来の特性なのだろう。覚かく醒せい者の存在を魔王へと昇華させるために、魔王因子サタニツク・フアクターは貪どん欲よくに奪っていくのだ。

　覚醒者の自我と感情を。

「……はぁ……はぁ……これで、ようやく……俺は魔王になれる……過去を断ち切れば、あと一息で……」

　その光景は、まるで因子フアクターに食われているかのようだった。

　砂凪は倒れたりんごへ銃口を向け、最後の仕上げだとでも言うように、トリガーに指をかけた。

　涙を流しながら、りんごは砂凪を見上げる。

　まるでその姿を憐れむように。

「……なにが、違うの……？」

「…………」

「その姿の、何が違うの……？　りんごにはどう見ても、因子フアクターに食われているようにしか見えないよ……因子フアクターを支配するんじゃなかったの……？」

「…………」

「おねぇは……それで満足なの……？」

　りんごが悔しそうにそう言う間にも、砂凪の右腕は身体からだの浸食を続けていた。

　浸食が頰まで伸び、右目を覆った瞬間、砂凪は口元を歪ゆがませて頰を引きつらせながら笑った。

「ああ──僕はこれで満足だよ、りんご」

　かつてのようにりんごの名を呼び、悪魔のように笑った。

　りんごは瞼まぶたを閉じた。もうこれ以上見ていられなかった。姉はもう戻ってこない。砂凪は初めからこの結果を望んでいたのだろう。砂凪が変わってしまったのは因子フアクターのせいではなく、砂凪本人の意思なのだ。

　もうあの頃の砂凪は、戻ってこないのだ。

（……あにぃ）

　心の中に、兄の姿を思い浮かべる。

　不器用で頼りなくて、それでも一生懸命にお兄ちゃんでいてくれた、血の繫つながりの無い兄の姿を。

（……今まで、ごめんね……！）

　遅いとわかっていても感謝せずにはいられなかった。

　りんごが辛つらい時、いつだってそばにいてくれた。どんなに拒絶してもそばにいてくれた。もう会えないのが、ただただ悲しくて、

「……あにぃ……っ！」

　りんごは、ただ彼を呼んだ。




「──ぉぉおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおッ！」




　その声は──確かに届いた。













FifthEncounter　リ・アウトサイダーブルース






　１分前。

「──見えた！　タワーの入り口にいる！」

　ノアと共に砂さ凪なぎを追っていた将まさ人とは、歌声に導かれてようやくタワー付近にたどり着いた。

　ビルの上を跳躍し、ノアが超人的な視覚でターゲットを捉とらえ、スピードを上げた。

　風に押しつぶされそうになりながら、将人も必死で目を開けて続けた。

「詩し織おりが……！」

　ノアは表情を強こわ張ばらせると、歯を食いしばってさらに速度を上げた。

「オニーサン、たぶんこのままだと、一瞬の差で間に合わない。詩織が撃たれた。魔王はりんごも撃つつもりだ」

　砂凪が詩織を撃ったと聞いて、将人は絶句した。

　魔王因子サタニツク・フアクターに浸食されていながらも砂凪は踏みとどまってくれると、心のどこかで思っていた。

　だが、違ったのだ。考えが甘すぎたのだ。

「ボクの足でも間に合わない。だから──」

「？」

「──思いっきり、オニーサンを投げるからね」

　……投げる？

　投げるって、どういう意味だ？

　そう思った直後、最後のビルを飛び越えて、ノアがセントラルタワー周辺の林間公園に着地した。

「ボクの代わりに、りんごと詩織を助けて」

　そう言うと将人と自分を縛っていた鎖を解き、もう一度空高く跳躍した。

　林間公園を一足飛びで抜けて、セントラルタワー駐車場上空へ躍り出る。

　そしてノアは空中で彼の身体からだを抱きしめるように両腕で摑つかんだ。

（投げるってもしかして──そのまんまか！）

　一瞬面食らったが、将人は覚悟を決めた。

「おう！　やれ──ノア！」

　将人の言葉に呼応するように、ノアは思い切り将人の身体を砂凪目がけて投げつけた。

　流星の如ごとく、将まさ人との身体からだは砂さ凪なぎへ接近。

　将人は右腕を振りかぶり、鎖を瞬時に拳こぶしに巻きつけた。

　そして、

「──ぉぉおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおッ！」

　将人は雄叫おたけびを上げて砂凪へ襲いかかる。

「!?」

　砂凪が顔を上げて将人の姿を捕捉し、絶句する。

　だがすでに遅い。将人は身体ごと砂凪の頰ほお目がけて拳を炸さく裂れつさせた。

　砂凪の身体が頭から後方へ吹き飛ぶ。

　高所から投げ飛ばされた将人も、地面を何度かバウンドしながら転がった。身体を丸めて両手で頭部を守ったが、それでもあの高さから投げられたのであれば怪け我がは避けられなかった。

　吹き飛んだ勢いが止まってすぐに身体を起こそうとしたが、ボロボロだった。

　右肩は外れ、背中を打ち付けたせいか背面に激痛を感じる。

「ぃ……つっ！　ちっくしょ……こんなもん……！」

　だがそんな痛みなど、今の将人の敵ではない。これまでの戦いで成長した精神強化ＭＮＤは、将人に耐える力を与えてくれた。

　足が動く、手が動く、生きている！

　──上々だ。この奇跡に感謝する。

　将人は足を踏ん張り、力強く立ち上がった。

　同時に、吹き飛んだ砂凪も頰を拭ぬぐって立ち上がる。

「……あにぃ！」

　泣きそうな顔のりんごが、将人を呼ぶ。

　将人は横目で一度だけりんごを見て、すぐに砂凪の方へ身体を向けた。

「りんご、お袋を頼む。傷を手で強く押さえるんだ」

「……あにぃ、りんごはっ」

「泣くな。まだお袋は死んでない。仲間が駆けつけるから、それまでしっかり見ててくれ」

　不安そうに見てくるりんごに、将人は力強く言った。

　そして、砂凪を睨にらみながら、拳を強く握った。

「もう大丈夫だ」

　りんごは兄の背中を見つめながら、その言葉に涙を拭う。

　そして、詩し織おりを仰あお向むけに寝かせて、傷口を手で押さえた。

　将人は黙って数歩前へ出て、砂凪と対たい峙じした。

「……よう、姉貴。ずいぶんやんちゃするようになったんだな。今頃思春期か？」

　将まさ人とは最初に何気ない軽口を叩たたいた。

　目は笑っていない。

　全力で殴ったにもかかわらず、砂さ凪なぎは一切のダメージを負っていなかった。

　だが、将人の軽口に対してわずかに眉み間けんに皺しわを寄せた。

「……貴様、何な故ぜ記憶を取り戻している？」

「？　さあな。女王にお前は桐き生りゆう将人じゃねぇって言われて、気を失って目覚めたら記憶が戻った」

　将人の答えに、砂凪はさらに表情を険しくする。

「あり得ん。俺が解除しない限り、記憶の封印は解けるはずがない。貴様、何をした」

　何故砂凪がそこまで記憶にこだわるのか将人にはわからないが、確かにあのタイミングで記憶が解除されたことには疑問が残る。精神的ショック程度で記憶が戻るとは考えにくい。

　そこまで考えて、将人は頭を切り換えた。

「どうでもいいだろ、そんなこと。俺はそんな話をするためにここに来たんじゃないんだ」

「……家族を取り戻しにきたのか。愚かなことだ」

「もちろん、それだけじゃねぇよ」

　将人は少しだけ俯うつむき、ギチリと拳こぶしを鳴らす。

　その瞬間、空から赤い影が舞い降りた。

　地面を砕き、巨大なチェーンソーを肩に担いだ少女が、将人の真横に着地した。

　遅れて、将人とノアを繫つなぐ鎖がジャランと音を立てて降ってくる。

　そして将人は、静かな怒りを宿した顔を上げた。

「俺は──バカな姉貴を止めに来たんだ」

　その言葉を耳にして、砂凪は《統べる者の右腕デイアブロ》に刻まれた瞳ひとみを開眼させ、顔をその手で覆った。

「貴様に、姉と呼ばれる筋合いは無い」

「姉貴がどう思おうが関係ねぇよ。俺が勝手にあんたを姉貴だと思ってるんだ。今頃反抗期になってやがるファザコンのバカ姉貴だってな」

　指の隙すき間まから、砂凪が左目を覗のぞかせる。

　薄く開かれた目は、将人を見てはいなかった。

「くだらん……貴様も所しよ詮せん、俺の過去だ。目障りだ、この場で排除する」

「喧けん嘩かか。いいね、姉弟きようだいっぽい」

「殺し合いだ」

　砂凪が腕を横よこ薙なぎに振るった瞬間、黒い粒子がそこら中に渦を巻いた。

《統べる者の右腕デイアブロ》の目が大きく開かれ、血のような涙を流しながら悲鳴のような声を上げている。

　不気味すぎる現象が起こった瞬間、セントラルタワーから大軍と呼んで差し支えないほどの因子軍ギアフアクターズ兵士が銃型のリアライズデバイスを手に現れた。

　ぞろぞろと、止めどなく兵士が現れる。

　数はおよそ１０００人。一個大隊に相当する、セントラルタワーに残っていた兵士のほぼ全員だ。

　将まさ人ととノアは兵士達に一瞬で囲まれてしまった。

「はは……因子軍ギアフアクターズに入っている間にこつこつと増やしていった奴隷達か」

　この状況においてもなお、何な故ぜか将人にはまだ余裕があった。

「魔王のくせに意外と地道だよな、姉貴って。そういうとこは昔から変わってないのか。いや俺も騙だまされたよ。姉貴のこと、ただのセクシーな新任保健医だと思ってたし」

　この期に及んでまだ軽口を叩たたく余裕があるのかと、横にいたノアも少し呆あきれ顔がおで将人を見ていた。

　対する砂さ凪なぎは将人の話に何の感心も示さず、禍まが々まがしい粒子を纏まといながら立っている。

「軍を使役してこその王だ」

「…………」

「奴隷一人で何ができる、覇王」

　砂凪の問いかけに、将人は鼻を鳴らして笑ってみせた。

「確かに……俺の戦力はこのちっこい殺人鬼と、跳ねっ返りの暗殺者に、堅物食いしん坊の処刑人、なりきり勇者の鎧よろい女だけさ」

　でもな、と将人は付け足して、不敵に笑う。

「王は、俺一人じゃない」

　その瞬間──セントラルタワーの駐車場のアスファルトが盛り上がり、突然紫色の巨大な蛇が七匹、地面を砕いて出現した。

　将人達を取り囲んでいた兵士達が五人ほど大蛇に捕食され、他の者も恐怖に慄おののき後ずさった。

「……そう、僕らは王の連合……破滅の火種である君を倒しにきたのさ」

　地面の穴から、紫色の蛇《ヤマタノオロチ》の頭にまたがって、イリスが現れる。

　イリスは大蛇の頭から飛び降りると、将人の横に立った。

「ごめん、遅れたよ」

「いや、そろそろ来てくれると思ってた」

「女王はもう少しかかるみたい……雑伎団サーカスのくせに足が遅い。英雄も魔王の側近を倒し終えて、こっちに向かってる」

　イリスが淡々と将人に報告すると、大蛇が作った地面の穴からぞろぞろとたくさんの人型が這はい出でてきた。

　全員傷だらけ。よく見れば頭部が無かったり、肉が腐っている者もいる。

　それらのゾンビのような連中が、因子軍ギアフアクターズ兵士達に襲いかかっていく。

「僕の私兵。同胞をこんな戦いに巻き込みたくはないからね。戦力には十分だろう」

「イリス、お前これ……私兵っていうか死兵……」

「リサイクルさ。この戦いでたくさん死んだから」

　あっけらかんと言って退のけたイリスに、将まさ人とはちょっと引いてしまう。冥めい王おうとはやはりわかりあえそうでわかりあえない気がしてならなかった。

　八つ首の大蛇が口を開き、牙きばを覗のぞかせて唸うなりを上げる。

「覇王、君は下がって。戦いは殺人鬼君に任せた方がいい」

「……っ、しかし」

「怪け我がをしているだろう。平気な顔してるけど、背骨、重傷だよ、それ」

　言って、イリスは小さな蛇を二匹指先から出現させて、将人の肩に載せた。

「その蛇が君と母親の怪我を治してくれる。君は家族を連れて一度どこかに身を隠すんだ」

　ぽん、と背中を叩たたいて、イリスは前へ出た。

「女王と英雄がくるまで、僕と殺人鬼君で時間を稼ぐ。君の出番は後だ」

　自分の出番。それは、魔王である砂さ凪なぎの首に《侵略者の鎖ヴアンキツシユ》の首輪をつけることだ。

　だが命中率は悪いし、速度も遅い鎖では砂凪に首輪をつけるのは難しい。

　故に……王が全員揃そろった時、そこに勝機がある。

　魔王へと歩み行くイリスの背中を見つめながら、観念したように将人は後ろへ下がった。

「ノア……頼んだ」

「そっちこそ頼むよ。詩し織おりが死んだらオニーサン殺すからね」

　チェーンソーのリコイルスタータの紐ひもを引っ張りあげて、おどろおどろしいエンジン音を響かせながら、ノアはイリスの後に続いていく。

　素直になったものだと思いつつも、将人はりんごと詩織の下へ走った。

「あ……あにぃ……血が、とまんないよ……っ」

　肩を震わせながら、りんごは一生懸命に詩織の傷を押さえていた。

　将人はしゃがみこんでりんごの手に自分の手を重ねて、傷口を押さえる手を離させた。

　途端に傷口から血液が溢あふれ出でていく。将人は急いでイリスから授かった蛇を傷口へ近づけた。

　蛇は舌を出しながら傷口を数秒観察した後、紫色の粒子となって傷口の中へ入っていった。

「……これで大丈夫なはずだ。俺も前に同じ方法で蘇そ生せいしてもらってる。信用していいから」

「…………」

「よし。因子軍ギアフアクターズが混乱しているうちにどこかへ避難するぞ」

「…………」

「……りんご？」

　将まさ人とは震えたりんごの手を摑つかんだまま、彼女の顔を覗のぞき見た。

　りんごは、目いっぱいに涙を溜ためて、口の端を一生懸命締めようとへの字にしながら眉み間けんに皺しわを寄せていた。

　怒っている……家族にバレないように戦いに身を投じていたことや、巻き込んでしまったことを考えれば当然だ。

　将人が謝ろうとした時、

　りんごが、突然将人の胸に顔を埋めた。

　そして、後ろに手を回してぎゅぅぅぅっと抱きしめてくる。それこそ、身体からだが折れそうなくらいに。

　将人は一瞬驚いたが、すぐにりんごの心中を察して、りんごを抱きしめ返した。

「……悪い、遅くなった」

　りんごは顔を埋めたまま首を横に振る。

「それから他にも……いろいろごめん。迷惑かけた」

　謝るべきことは数え切れないほどあったが、りんごは何を言っても首を振る。

　そうじゃない、と言っている。

「あにぃは……家族だから……」

「…………りんご」

「何があっても……あにぃは……りんごのあにぃだから……っ」

　その言葉を聞いて、りんごの想おもいを将人は悟る。

　りんごが抱きついてきたのは、怯おびえや恐怖からではない。

　これは抱擁だ。

　抱きしめられているのは、将人の方なのだ。

　りんごの体温が、胸を締め付けられるほどに温かくて、将人の瞳ひとみから一筋の涙が零こぼれた。

「……ありがとう、りんご……」

　りんごの言葉を嚙かみ締しめるように、将人はりんごを強く抱く。

　その時、冥めい王おうのゾンビどもの群れを抜けて、兵士の一人が将人達へ銃口を向けた。将人はりんごを守るために鎖を展開しようとした。

　だが、その時視界を塞ふさぐような巨体が目の前に現れ、銃弾を巨大な鉈ではじき返した。

「ハヤグ、イゲ……ニゲロ」

　冥王イリスの側近だ。フリークス・パラダイスで将人達を何かと気にかけてくれた巨人である。

「助かる！　すぐに戻るから！」

　将まさ人とは詩し織おりを抱き上げて、りんごと共に一度セントラルタワーから離れるのだった。





　　　　◆◆◆



　セントラルタワーへ向かいながら、リゼットとアイリは内郭インサイドの惨状に胸を痛めていた。

　北ゲートが突破されたことにより、ゲート周辺の住宅街へ外郭アウトサイドの群衆がなだれ込んでいた。そこかしこで火の手が上がり、略奪と暴力が何の罪もない一般人にまで降りかかっている。

　見るに堪たえない光景だった。あれほど平和で美しく、清潔だった街並みはもはやどこにもない。

「よそ見なんかしてんじゃないわよ……あたしらは、あたしらのすべきことをするだけ」

「…………ええ。わかっています」

　高速でビルの上を移動しながら、二人は地上の惨劇を無視した。

　助けられる人間を助けず、自分の大切なものを優先して前だけを見た。

　たとえ外郭アウトサイドで見慣れている光景でも、胸が痛んだ。

「桐き生りゆうから連絡。詩織とりんごを助けたって」

「！　そうですか！　じゃあ──」

「そう、あとは魔王を倒すだけ……」

　アイリの顔は冴さえない。

　漠然とした不安があるのは、リゼットも同じだった。

　何か悪いことが起こる予感。虫の知らせと言うべきか、胸の奥がざわついていた。

「ねえ、雑用、似え非せ勇者。あんた達にとって、桐生って何？」

　突然の問いかけに、リゼットは怪け訝げんそうに答える。

「……守るべき人ではあるのですが、それだけだとは思っていません。ただ、自分の気持ちがよくわからないのです……大切なのは、間違いないのですが、その……」

　少し顔を赤くしながらそう言うと、アイリはジト目で彼女を見ながら、「ふぅん」と言った。

「あたしも、同じかもね……あいつのこと、まだよくわかんない。でもなんか、ほっとけないっていうか、安心するっていうか……」

　頰ほおを指で搔かきながらもごもごとしゃべるアイリに、リゼットもジト目を送る。

　しかしすぐに苦笑を浮かべて、リゼットはこう続けた。

「道化ピエロさん、覚えてますか？　私達が初めて出会った日のこと」

「……当然よ。忘れるわけないわ。一生の不覚よね」

「ええ。処刑人と暗殺者同士の殺し合いだったのに、何な故ぜかターゲットが覇王因子ヴアンキツシユ・フアクターに目覚めて、二人とも奴隷にされてしまいました」

　アイリも苦笑を浮かべた。最近のことなのに、まるで昔のことのように思っているようだった。

「でも、居場所を失った私達に、あの人は居場所を与えてくれた」

「ていうか、居場所になってくれた、が正しいわね」

「……そうですね……彼そのものが……私達の居場所です。私達の王です。だから──」

　リゼットは顔を引き締め、前を見据える。

　アイリも同じように前を見た。

「守りましょう。この命に代えても」

「あったりまえよ。あのバカを奪われてたまるもんですか」

　二人は初めて同じ気持ちで、前を見た。

　言葉に出来ぬ不安に立ち向かい、打ち払い、王を守るために二人の騎士は行く。

「……………………」

「……………………」

「……ところでさ？　なんで似え非せ勇者は黙ってんの？」

「ね……寝てます。あなたの背中で、よだれ垂らしてます」

「ちょっ！　この状況で!?　そういえばなんか肩冷たいと思った！　起きなさい！　今すぐ起きなさいよ似非勇者ー！」

「むにゃむにゃ、もうたべられないなんてことはないのだ～」

　訂正。

　一応、三人の騎士が行く。

　緊迫感の欠片かけらもないやりとりをしながら、ビルを伝い将まさ人との下へ急いだ。


　　　　◆◆◆






　りんごと詩し織おりを安全なシェルターへ避難させて、将人はセントラルタワーへ戻るために街の中を疾走する。

　タワー周辺の居住区の住人も北ゲートの騒ぎに気づいたのか、通りがにわかに騒がしくなってきていた。

　そんな中、人混みをかき分けながら将人はタワーへ向かう。

　りんごたちを避難させる場所はタワーから距離を稼ぎたかったため、思いの外時間がかかってしまった。

　将人はアイリとリゼットに鎖のリンクで通信を行ってから、現場の状況を知るために思念でイリスに連絡を取る。

《状況はどうだ？　持ちこたえられてるか？》

　数秒待っても返答が無い。不安に思い、今度は鎖でノアへ通信を試みる。

《ノア!?　そっちはどうなってる!?》

《…………》

《おい、ノア！》

　こちらも返答が無い。

　将まさ人とは青ざめた顔で、走るスピードを上げた。

　まさかノアが負けるとは考えにくい。

（魔王因子サタニツク・フアクターで殺人鬼因子ブギーマンズ・フアクターを奪われた？　いや、それだったら俺との鎖も断ち切られるはずだ……）

　報告が無い以上、行って確かめる以外に方法は無かった。

　通りを抜け、タワー周辺の林間公園を抜けた後、ようやくセントラルタワーの門へ戻ってきた。

　門を越えて滑り込んだ先に見た光景に、将人は絶句しかできなかった。

　──因子軍ギアフアクターズ、招かれざる者達、死体の兵士、分け隔てなく積み上げられた死体の山。

　──四肢を失った状態で魔王に首を摑つかみ上げられるイリスの姿。

　そして──タワーの外壁に磔はりつけにされたノアの無残な姿があった。

「──っっっ……！」

　すくみ上がるような恐怖が、将人の背中を襲う。

　さらなる信じがたい光景が、将人を待ち受けていた。

　砂さ凪なぎの頭上、まるで空と空間を埋め尽くすかのように──大小様々なリアライズデバイスが浮遊していた。

　あるものは銃の形を。あるものは剣の形を。あるものはミサイルのように。あるものは戦車のように。あるものは戦闘機のように。

　あらゆる兵器の形をしたリアライズデバイスが、空中を埋め尽くしている。

　まるで。

　まるでデバイスの地獄だった。

　あれら全すべてが、魔王因子サタニツク・フアクターにより奪ってきた因子フアクターのリアライズデバイス。数え切れない。恐らく、まだまだあるのだろう。

　覇王因子ヴアンキツシユ・フアクターで奴隷にできる人間が無限であるように、魔王因子サタニツク・フアクターで奪い取れる因子フアクターも無限だ。

　将人や他の王は思い違いをしていた。

　哀れな群衆を味方につけ、因子フアクターの所有権を握ることで恐怖により支配し、それにより形成されるのが魔王軍だと考えていた。

　違う。

　個にして群……否、個にして軍たりえるのが──魔王因子サタニツク・フアクターなのだ。

「遅かったな、覇王」

　砂さ凪なぎがイリスの首から手を放し、将まさ人との方を向く。

　すでに右腕の浸食は、顔半分を覆っていた。

　砂凪は将人へ身体からだを向けて、ゆっくりと歩み始める。

「家族を避難させていたのか……この非常時に、連合が総力を挙げて俺を打倒せんとしている時に……家族、か」

　こつこつと、篭もったような笑い声を吐きながら、砂凪は冷ややかに将人を睨にらむ。

「だから貴様は、ダメなのだ。俺を止める気があるのであれば、家族など捨て置くべきだ。過去など、捨て置くべきだ。捨てなければ、俺には何をしてもたどり着けん」

　将人が一歩後ずさる度に、砂凪は一歩足を踏み出す。

「あの殺人鬼も哀れだな」

「どうやって……ノアを……!?」

「簡単だ。俺が擬態因子ミミツク・フアクターのデバイスで桐き生りゆう詩し織おりの姿をとると、途端に攻撃するのを躊ちゆう躇ちよした。貴様と同じだよ。家族の絆きずなとやらにうつつをぬかしたせいだ。元の殺人鬼のままでいれば、俺を殺すこともできたかもしれんな」

　砂凪の非情なやり方に将人は絶句する。

「冥めい王おうも同じだ。同胞とやらを守ることに気を取られていては、隙すきを突かれるのは当然だ。守るべき者というものが、どれほど王の道を行く者にとって邪魔なのかが、これでわかっただろう」

　息を吞のむ将人に、砂凪はさらに追い打ちをかける。

「覇王因子ヴアンキツシユ・フアクターのスペックは魔王因子サタニツク・フアクターに匹敵する、それは認めよう。だが貴様は今まで何をしていた？　奴隷が四人、それも殺人鬼以外は使い物にならんゴミだろう。その殺人鬼すらもゴミにした貴様の罪は重いぞ」

「……ゴミなんかじゃ──」

「ゴミだ。貴様もゴミだ。王であれば、覇王であれば、何な故ぜこの世界の全すべてを奪い尽くさない？　そんな意志で、王が務まるとでも思うのか？」

　砂凪は引け腰になっていく将人を見下すように、右手で髪を搔かき上げる。

　人としての部分を残す顔の左半分で、砂凪は人間らしい嘲ちよう笑しようを浮かべた。

「君は変わらないなぁ、将人。過去の僕に絆ほだされて、牙きばを抜かれ、与えられた安寧の日々に身を委ゆだねてしまって、すっかり凡人だ。まだ昔の君の方が覇王の器に近かったんじゃないか？」

　かつての口調で、砂凪は将人に問いかける。

「姉貴……砂さ凪なぎは、魔王因子サタニツク・フアクターに取り憑つかれてるんだ！　それはお前の意思じゃない！

　目を覚ませ！」

　将まさ人との必死な言葉に、砂凪は苦笑する。

「将人、僕がこの状態を望んでいないと本当に思うのか？　母まで手にかけたこの僕が？　過去を捨てることができたこの僕が？」

　砂凪が足を止め、表情を消す。

　そして、

「──俺は、貴様とは違う」

　口調を元に戻し、砂凪は──魔王は、数多あまたのデバイスを将人へ向けた。

　将人は後ずさった拍子に、地面の凹凸に足をとられて、尻しり餅もちをついた。

　砂凪は将人を見下ろし、将人は砂凪を見上げる。

　まるで、その圧倒的な戦力差を物語るように。

「貴様も俺の過去だ──消えろ、虫けら」

　砂凪が右腕を掲げ、音もなく振り下ろす。

　全すべてのデバイスが、一斉に将人へ。

　今の将人に為なす術すべなど無い。応戦することも、避よけることも、逃げることすらできない。

　己の非力さを呪のろいながら、将人は──




「あたしの居場所に──手を出すなあああああああああああああッ！」




　風を切り裂く音。煌きらめく赤い刃。

　流れ星のような勢いで、それは砂凪に迫った。

　砂凪は盾の形をしたリアライズデバイスでその深紅のナイフを防ぐ。

　将人が反射的に上を見ると、そこには──

「……アイリ！」

　丁度アイリが将人の前へ降り立った。

　ナイフ型のリアライズデバイス、《ルージュ》を両手に構えて、将人を守るように魔王の前に立ちはだかる。

「桐き生りゆう、下がってて！　あたしらが他の王がくるまで時間を稼ぐわ！」

　アイリは気合いを入れるように両手のナイフを擦こすり合わせて、大きく両手を開いた。

　介入者に特に物もの怖おじもせず、砂凪はアイリを前に再び全てのリアライズデバイスを二人へ向ける。

　その時、

　──ガオォン！　ガオォォンッ！

　ナイフに続いて今度は巨大な二発の弾丸が砂さ凪なぎへ放たれた。

　砂凪は瞬時にその攻撃の質を見極め、大砲のような形をしたデバイスで迎撃。砲弾と弾丸が直撃し合い、威力を相殺した。

　砂凪は一いつ旦たん後方へ飛とび退のき、距離を取る。

　衝撃で砂すな埃ぼこりが舞う中、砂凪は新たな介入者に目をやる。

　林間公園から、黒服の少女が銃口を向けながら歩いてくるのが見えた。

「リゼット……！」

　銃口を砂凪へ向けて、リゼットが将まさ人との元へやってくる。

「将人さん……援護をお願いします。最初に一緒に戦った時のやり方でいきましょう」

　元暗殺者と元処刑人の二人は、将人を守るように並び立った。

　そして、二人は同時に険しい顔をしつつも笑みを浮かべた。

「ふん、なぁんかデジャヴよね……この状況」

「ええ。絶望感と言い、似てますね、あの時と……そうでしょう、将人さん」

　二人のやりとりを聞いて、将人も不意に懐かしさを覚えた。

　そうだ。二人に出会い、最初に共闘した時も、ノアと戦った時も、この状況にそっくりだったのだ。

　始まりはこの二人だった。

　この非日常的な戦いに身を投じる切っ掛けとも言っていい。

　ああ、懐かしい。

　そこまで昔のことじゃないのに、妙に懐かしくて、こんな絶望的な状況なのに、

「は、はは……ほんとだ、あん時にそっくりだ」

　将人は口元に弧を描かせた。

「……そうだった……そうだった。こんな絶望的な状況、今に始まったことじゃ無かったよな」

　将人は足に力を入れて、そのままゆっくりと立ち上がる。

　そして、仲間二人の絆きずなとも言うべき鎖を出現させて、堂々とその場に仁王立ちした。

「んじゃやるか……あん時みたいに」

「せめてかっこよく決めなさいよね。格好だけでもさ」

「形から入るのも大事ですよ、ええっ。処刑人は身だしなみから入りますから」

　将人のボディーガードである二人は、デバイスを構えながら、将人に要求する。




「「命令を、我が主」」




　二人の求めに、将人は応こたえる。




「遠慮はいらない。容赦もいらない。あのバカ姉貴の目を覚まさせろ！　そして──！




　──生きて帰るぞ！　全員で！」




「「御意！」」




　こうして、覇王と鎖で繫つながれた二人の、最後の戦いが始まった。






FinalEncounter　ヴァンキッシュ・オーバーロード






　腰を低く落とし、地面スレスレを這はうような姿勢で、アイリは林間公園の中を縦横無尽に駆け回った。

「くぅ──ッ！」

　速度を少しでも落としてはいけない。自分の感覚強化ＡＧＩと身体強化ＳＴＲをフルに稼働させて、動きを止めずに駆け巡る。

　時に跳躍を加えて木と木の間をピンボールのように跳び周り、回避に全力を尽くす。

　何な故ぜならば──そうしなければ、確実に死ぬからだ。

　馬鹿げた光景が目の前に広がっている。

　数多あまたのデバイスから発射される千差万別の攻撃。

　まるで爆撃だった。

　あのノアですら屠ほふった力だ。アイリの身体強化ＳＴＲでは触れただけでひとたまりもない。

　こちらから攻撃を仕掛けようと、盾で、障壁で、レーザーで、全すべて防がれてしまう。

　かといって止まれば浮遊する戦車砲のようなデバイスから砲弾が放たれ、触れただけで岩をも切り裂く刃が襲いかかり、散弾の雨あめ霰あられが炸さく裂れつする。

　いくら感覚強化ＡＧＩに優れたアイリであっても、これだけの攻撃を縫うようにして回避するのは不可能。

「このぉ──！」

　そしてリゼットも、《ダンデライオン》による迎撃を行いながら同じく駆け回っている。《ダンデライオン》はリゼットの身体強化ＳＴＲに威力を依存しているため、攻撃力はずば抜けて高い。砂さ凪なぎが展開する数多あまたのリアライズデバイスから繰り出される攻撃を相殺することが可能だった。

　が、相手の攻撃回数が異常すぎる。この攻撃の雨霰を全すべて迎撃するのは不可能。

　──この二人の回避と迎撃を可能たらしめているのは、クレスだった。

　将まさ人とは後から合流しようとしたクレスに物陰に身を潜ませるように伝えて、ＥＸＰスキル《キー・オブ・ザ・ビクトリー》による未来予測で砂凪の攻撃を予知させていた。

　クレスはこのスキルによって１秒先の攻撃を視覚的に読むことができる。

　そのクレスの視界を将人が盗み──そしてアイリとリゼットに、自分が盗んだ視界の情報を流しているのだ。

　故に、アイリとリゼットは、１秒先の攻撃を読みながら回避と迎撃を行えているのである。

　だがこれは、長くはもたない。

　どうあってもこちら側の攻撃が届かない以上、じり貧になるのは目に見えて明らかだった。

《は、覇王……これをずっと続けていればいいのか……!?　これで勝てるのか!?》

　クレスからの困惑した声が鎖を伝って耳に届く。

　将人はクレスと同じように、離れた場所から砂凪の動きを観察していた。

　クレスの問いに答えている余裕は無い。クレスの視覚をアイリとリゼットに流しつつ、砂凪の動きを観察しなければならない以上、脳への負担が凄すさまじかった。

　それでも、摑つかめたことがいくつかあった。

（おかしい……なんで俺を攻撃しない？　身を隠していても、感覚強化ＡＧＩや第六感強化ＣＨＲがあれば俺の居場所なんかすぐにわかるはずだ）

　なのに、砂凪は将人の居場所を探ろうともしない。

　むしろ探ることを放棄している？　戦力外として見られているのか？

（違う。クレスの存在にだって気づいていいはずだ。勇者因子ブレイブ・フアクターのスキルは、もう知れわたっているはず……）

　何かがひっかかる。

　確かに砂さ凪なぎの攻撃は強烈だ。当たればノアですら一時的に殺せるほどの威力を持っている。

（……なんでだ……？　何な故ぜ的確に狙ねらわない？）

　見る限りでは、乱射と呼ぶに相応ふさわしい。まるで弾幕だ。四方八方に攻撃を連射しているように見える。

　さらに言えば、砂凪自身の動きはさほど速くない。もちろん常人に比べれば素早いが、アイリやリゼットのように因子フアクターの力を得た超人的な動きというわけではなかった。

　数多くのデバイスは、今まで奪ってきた因子フアクターのものだ。どれも強力で、常軌を逸した身体強化ＳＴＲを持つノアですら圧倒できる力を持っている。

　だが、デバイスは強力であっても、砂凪本人の動きは──。

（まさか、奪った因子フアクターのデバイスは使用できても、パラメーターは魔王因子サタニツク・フアクターのままなのか……!?　それだったら、ノアの殺人鬼因子ブギーマンズ・フアクターを奪わないのにも納得がいくんじゃねぇか？　いくら強力でも、ノアの常軌を逸したパラメーターが奪えなきゃそこまでの価値は無い……）

　魔王因子サタニツク・フアクターのパラメーターがわからない以上、この仮説を過信はできない。

　だが、『王の因子』は例外なく、軍を作るスキルに特化したものだ。

　王そのもののパラメーターはそこまで高いというわけではない。

　魔王因子サタニツク・フアクターも例外ではないはずだ。

「…………」

　将まさ人とは拳こぶしを握り、その仮説に賭かけることにした。

《──女王、英雄、聞こえるか？　今どこだ》

　思念により二人の王に呼びかける。

《もう着くわ。どう？　調子はぁ？》

《こちらも革命軍と共に１分以内にたどり着く。それまでなんとか持ちこたえてほしい》

　返答があったのを確認して、将人は話を続ける。

《作戦がある。今から言うことを確実に実行してくれ》

　作戦。そう言うと、二人は黙り込んだ。

《女王、あんたのリミットブレイクデバイス……確かリアライズデバイスを封じられるんだよな？》

《……ええ。１分間だけね……当てるのが難しいのだけれどぉ？》

《大丈夫だ。魔王はたぶん、あんたに比べて相当鈍にぶい。こっちに到着し次第、隙すきを見て魔王のデバイスを封じてくれ》

　続いて、将人は英雄に指示を送る。

《英雄はここに来る前に最大限に革命軍の兵士の身体強化ＳＴＲを倍加させてくれ。そして、全力で魔王の動きを封じてほしい》

《……その後は？》

《俺が首輪をかける》

　将まさ人とが作戦内容を言い終えると、女王がクスクスと笑った。

《それ作戦て言えるかしらぁ？》

《単純だけど効果的なはずだ。やってくれ》

《……承知した。突撃は我らの十八番おはこだからな》

《頼んだ》

　思念通信を終えて、将人はアイリとリゼットのサポートに集中した。

《もう少しだ……もう少し耐えてくれ！　そうすれば勝機がある！》

　アイリとリゼット、クレスの三人を激励し、将人は右手に首輪つきの鎖を出現させる。

　チャンスは一度だ。デバイスを封じ、動きを止めた時。

　そこで首輪を正確に投とう擲てきすれば──チェックメイトだ。

　はやる気持ちを抑えて、将人はアイリとリゼットを支援する。

　回避と迎撃に必要な情報を鎖を通じて与え、自分にできる最大限の努力をする。

　歯がゆいが、今の将人にはこれぐらいしかしてやれない。

　耐えてくれ。耐えてくれ。

　あと、もう少しだけ──！

「……遊びは終わりだ……さすがに飽きた」

　その時、砂さ凪なぎがため息を吐つき、右手に新たなリアライズデバイスを出現させる。

　それは、稲光を帯びた巨大な光の球体だった。

　その光の球体は無数に分裂し、空中をくるくると回転し始める。

「貴様らに付き合っている暇は無い」

　そして、砂凪が腕を振るうと、球体が螺ら旋せんを描くように散らばり、アイリとリゼットへ向けて飛んで行った。

　速くはない。だが、それらの球体が木々や地面に触れた瞬間。

　──全すべてを巻き込んで、大爆発を引き起こした。

「う──わあああああッ！」

　離れていた将人ですら爆風に煽あおられ、地面を転がりながら木に激突する。

　当然、狙ねらわれていたアイリとリゼットは爆発に巻き込まれる。ボロボロになりながら宙を舞っていくのが一瞬だけ見えた。

　将人は痛む身体からだに鞭むちを打ちながら身体を起こす。

「アイリ！　リゼット！　クレス！」

　爆煙が立ちこめる中、将人は三人を呼びながら立ち上がろうとした。

　が──突然頭を足で踏みつけられ、そのまま地面にひれ伏せられた。

「ここにいたか。探したぞ、覇王」

　砂さ凪なぎが将まさ人との頭を踏みつけながら、冷ややかに見下ろしていた。

「う……くっ……」

「どうやら気づいているようだな。魔王因子サタニツク・フアクターのパラメーターの数値に」

　顔面を地面に擦こすりつけられながらも、将人は目を見開いた。

　気づいていることに気づかれていたことに対して驚きよう愕がくする。

「その通りだ。魔王因子サタニツク・フアクターのパラメーターの数値は──ゼロだ。一切の強化が存在しない」

「…………」

「故に俺のデバイス……《統べる者の右腕デイアブロ》を封じてしまえば、他の全すべてのリアライズデバイスも封じられ、俺は無防備になるというわけだ」

　砂凪は将人の頭に靴の裏をぐりぐりと擦りつけ、さらに続ける。

「切り札は女王か。奴の因子フアクターは俺にとって弱点たり得る。貴様の読みは正しい」

　こちらが読んでいたことを、読まれていた。

　自分の身体からだから血の気が引いていくのがわかる。砂凪はこちらの作戦を全て把握している。

　そしてわかっていながら、こうして平然としている。

　この事実が意味するのは、

「だが想像力が足りなかったな。覇王因子ヴアンキツシユ・フアクターに《覇王化オーバーロード》があるように」

　この事実が訴えているのは──




「魔王因子サタニツク・フアクターにも、《魔王化ダークロード》があるとは思わなかったのか？」




　──連合の敗北だ。

　頭の中でアドレナリンが噴きだして、脳が警鐘を鳴らす。

　伏せた状態から、砂凪の背後に鞭むちを振り上げる女王の姿が見えた。

　将人は最後の力を振り絞り、砂凪の足を押し返して顔を上げ、彼女の顔を見上げた。

　砂凪は邪悪な笑みを浮かべていた。

「──ああ、これで僕は、ようやく魔王になれる」

　その言葉と共に、砂凪の顔面が全て漆黒に染まる。それはまるで仮面のように砂凪の頭部を侵食し、さらには身体を全て覆ってしまった。

　その姿はまるで──まるで悪魔だった。

「なっ！」

　背後に迫る女王も、その異変に気づいた。

　だが、遅い。

　あまりにも遅すぎた。

　魔王と化した砂さ凪なぎは、振り向きざまに女王の身体からだに拳こぶしの裏を当てた。

　当てただけで、女王の身体は遥はるか彼方かなたへ吹き飛び、あっという間に見えなくなった。

　当て身の衝撃派で周りの木々がざわめく中、魔王が笑う。

「くく、はははははは……ハハハハハハハハハ……素晴らしいな、これは」

　自らの姿を見て、恍こう惚こつとした声を吐く。

　絶望にうちひしがれた将まさ人とは、ただその光景を見ていることしかできなかった。

「ゼロだったパラメーターが上昇していく……今まで奪ってきた因子フアクターの強化数値が全すべて加算されていく」

「…………」

「見ろ、上限を超えたぞ。測定不能だ」

　身も心も魔王になった砂凪は、酔いしれるように右腕を横よこ薙なぎに振るった。

　瞬間──たったそれだけで、風圧により人間の胴体ほどもあろう木々が数十メートルに渡ってなぎ倒された。

　将人はもはや震えも、声すらも出なかった。

　女王が倒され、続いて英雄と共に革命軍がやってきた。

「──!?　覇王、これはっ！」

　異常に気づいた英雄が足を止めるが、突撃を始めた革命軍の同志達は止まらずに魔王目がけて突っ込んでくる。

「見るがいい──これが真の王の力だ」

　怖おぞ気けの立つような魔王の濁った声を聞いた瞬間に、将人は叫んだ。

「くるなあああああああああああああああああああああッ！」

　その叫びも虚むなしく、魔王は突撃してくる革命軍を捕捉し、大きく裂けた口を開いた。

　そして、

「ハハハ──ハーッハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハ！」

　狂ったように笑いながら、高く高く振り上げた右腕を、そのまま地面に叩たたきつけた。

　その衝撃によりもたらされたのは、天変地異と呼ぶに相応ふさわしいものだった。

　林間公園は一瞬で崩壊し、地盤沈下と共に地下へと沈んでいく。

　衝撃により再び吹き飛ばされた将人は、全身の骨を砕かれながら空高く舞い上がった。

　死や痛み。そんなものを感じている余裕すらなかった。

　空へ舞い上がり、眼下に見える光景に失意だけが木霊こだまする。

　崩落した林間公園から、まるでクレーターのように地下へと沈んでいく街が見えた。

　たった一撃で半径数キロメートルに渡る土地が崩壊していく。

　この結果を招いたのは、自分だという重圧に、将まさ人とは目を閉じる。

　アイリも、リゼットも、クレスも……詩し織おりもりんごも、みんな助からない。

　そして自分もこのまま死んでいくのだろう。

　なんて無力。

　なんて、非力なんだ、俺は。

「……ごめん……みんな……俺、取り戻せそうにない」

　落下が始まり、遥はるか彼方かなたの地上へと将人は落ちていく。

　訪れる死に身を委ゆだね、絶望の全すべてを受け入れようとした。

「そんなの、このボクが許さないから」

　声を聞いたのは、意識が途切れる直前だった。

　赤い髪が見え、小さい人影に身体からだを抱きしめられたのを感じた直後、将人の意識は闇やみに沈んでいった。





　　　　◆◆◆



　──闇の中にいる。

　自分の身体も、周りの世界も、全て存在しない闇の中に、将人はいた。

　誰もいない孤独な世界は、否が応でも死を連想させた。

　誰も守れなかった罰がこの孤独であるというのなら、将人は受け入れるつもりだった。

　目を開いても闇。目を閉じても闇。

　そもそも目があるのかすらわからない。

　永久の闇の中に、将人は沈む。

「……やあ。おはよう、将人」

　そんな闇の中で、声がした。

　あり得ないと思いながら、将人はあるかどうかもわからない目を開いた。

　そこには、闇の中心には、男が立っていた。

　見覚えがある。この男は……。

「……親父おやじ？」

　白衣姿に丸めがね。間違いなかった。

　詩織の夫であり、りんごと砂さ凪なぎの父親だった。

　男は将人の「親父」という言葉に驚いた後、少しだけ嬉うれしそうに微笑ほほえんだ。

「僕のことを父と呼んでくれるのかい？　少し複雑だが……悪くはない気分だ」

　うん、と言いながら、男が頷うなずく。

「ここ……どこだ？　親父は死んだはずだ」

「ああ、もちろんだ。僕は死んでいる。だが、君は死んでいないよ。ここは君の頭の中だ」

　頭の中と言われて、将まさ人とはぎょっとした。

「君は今仮死状態でね。意識の外、つまり現実では、必死に君を蘇そ生せいさせようとしている人達がいるようだ」

「……じゃあ、やっぱ俺死んでるんじゃ」

「仮死状態と言ったよ。死んではいない。ここは君の深層意識の中、そして僕は──」

　男が両手を自分の胸に当てて、目を細める。

「君の因子フアクターに外部から施されたプログラムの一つだ」

「プログラム……？」

「ああ。覚えていないか？　りんごや砂さ凪なぎの父……つまり僕の制作者が死ぬ前に、何度か君の身体からだを検査したことがあっただろう？」

　言われてみれば、そんなことは何度かあった。

　因子軍ギアフアクターズの研究所をクビになった後、りんごに歌姫因子セイレーン・フアクターを与え、詩し織おりに拒絶されてからますます父親は孤独に研究を続けた。そんな頃に、気遣いのつもりで何度か自分の身体を調べさせたことがあったのだ。

「その時に、僕は君の因子フアクターにあるプログラムを施したんだ。その第一段階が、今君が見ている僕の存在というわけだよ」

「じゃああんたは親父おやじじゃなくて……ただのプログラム」

「そう。りんごにしたように、僕は君にも特殊なプログラムを施した疑似因子を体内へ注入した。君の知らない間にね」

「…………」

「学園で因子測定を行ったことがあるよね？　その時、エラーか何かでなかったかい？　それが証拠になるのだが」

　……将人は一瞬真顔になって、少しだけ怒りが沸いて、すぐにまた真顔になった。

　もしかして、この男はやはり親父そのものなんじゃないか？　そんな風に思った。

　だって、プログラムにしたってあまりにも人間くさいし、あまりにもマッドサイエンティストだったからだ。

「ただし、りんごのものとは別物だ。あれは人間の身体に元から存在している覚かく醒せい前の因子フアクターを無む理り矢や理り覚醒させ、カテゴリーを選択するためのものだ。しかし君に注入したものは、因子フアクターを覚醒させるためのものではなく、元から存在している因子フアクターの、あるプログラムを破壊するためのものだ」

　話が難しくてよくわからなかったのを察したのか、男はわかりやすく説明し始めた。

「プログラムを破壊するわけだから、ウィルスだね。そう、僕は因子フアクターにとってのウィルスなんだ」

　いったいどんなプログラムを破壊するためのものなのか、将まさ人とは視線で問うた。

「別名、バルタザールプログラムと呼ばれている。簡単に言うとこのプログラムは、因子フアクターに覚かく醒せいした人間が、覚醒後にその因子フアクターに相応ふさわしい人間になるように精神や肉体を改変させるためのものなんだ」

　極めて淡々と、男はプログラムについての説明を始めた。

「砂さ凪なぎの中ではこのバルタザールプログラムが実行されている。因子フアクターというものは素質のある者にしか覚醒されないようにできているのだが、希まれに不適格者でありながら覚醒してしまう者がいる。そういった人間を適格者に修正していくのがこのプログラムなわけだが、砂凪は僕の特殊な因子フアクターを使って覚醒した、言ってしまえば違反者だ。りんごは僕が選択して歌姫因子セイレーン・フアクターに目覚めたが、彼女には元から適正があったからこのプログラムは起動しなかった。でも、砂凪は違う。彼女は魔王因子サタニツク・フアクターの適格者としての素質が無かった」

「……！　それって、つまり！」

「そう。砂凪が変わってしまったのは、あの子が望んだからではない。バルタザールプログラムがそうさせているんだ。魔王因子サタニツク・フアクターの適格者として相応しい人間になるように、ね」

　将人の胸が、どくんと高鳴った。

　今のは本当に、自分の心臓が鼓動を取り戻した音なのだろう。

　砂凪があんな風になってしまったのは、砂凪が望んだからではなかったことに対して、微かすかな希望が戻った。

　やはり砂凪は、魔王などではなかった。魔王因子サタニツク・フアクターのせいで魔王そのものにさせられていたのだ。

　御み堂どう光みつ秀ひでの言っていたことは正しかった。

　彼の死が惜しいと思った。生きていれば、きっと喜んでいたに違いない。

「それを壊すためのウィルスが……あんたなのか？」

「正解だ」

「なんでそれを俺に？」

「君しかいなかったからだ。詩し織おりは因子免疫者アンチフアクターだったし……」

「だったし？」

「娘に施したらまた詩織に怒られるだろう？」

「…………」

　ちょっとした感動の余韻が一気に引っ込んだ。

　やっぱこいつ親父おやじだ。

　将人は確信した。

　というかなんて男だろう、桐き生りゆう家父。身よりのない子供を引き取ってウィルスの実験台にするなんて外道すぎる。

　男は将まさ人との抗議の視線を気にもせず、さらに話を続けた。

「まあ、難しい話はこれ以上はやめておこう。君は頭が悪い」

「あんたは性格が悪いよ。性根が腐ってるよ」

「時間も無いし要点だけ言うよ。今丁度君の中でウィルスの起動プログラムが実行された。記憶を改ざんさせられたことで起動に支障が生じていたが、君の受けた精神的ショックのおかげでエラーが修復された。目が覚めた後、君の覇王因子ヴアンキツシユ・フアクターにはウィルスによってオーバーブレイクデバイスと呼ばれるものが追加されているはずだ」

　……おーばー、ぶれいく？

　聞いたこともないし、『王の因子』にそんなものは無いはずだ。

　きっと親父おやじが勝手に作って勝手に名付けたスキルに違いない。

「このスキルがあれば、砂さ凪なぎの中で実行されているバルタザールプログラムを破壊できるはずだ。そうすれば、砂凪は元通りになる」

　そう言うと、男は目を閉じて胸に手を当てた。

「お願いだ。砂凪だけじゃない、できれば世界中のバルタザールプログラムを破壊してほしい。このプログラムは精神の改変だけでなく、肉体の改変、暴走、肉体からの精神の剝はく離りすら引き起こしている。適格者として因子フアクターに認められなかったからと言って、心や身体からだを勝手に造り替えられてしまうのは間違っている」

　この時ばかりは、男の口調に微かすかに感情がこもっていた。

　男は薄く目を開けて、小さく息を吐いた。

「砂凪がああなってしまったのは僕のせいだ。バルタザールプログラムの存在をまだ発見できていなかったとはいえ、発見した後も覚かく醒せい誘発因子のサンプルを処分せずに残して置いたのは僕の不手際だ。よかれと思って作った……などと言い訳はしない」

「……当たり前だ。そんな言い訳したら、この場であんたをぶん殴ってた。プログラムを……ウィルスを殴ったってしょうがないけどな」

　将人がふてくされたような顔で言うと、男はぎこちない笑みを浮かべた。

「娘に誘発因子を使ったことは後悔しているけど、君にウィルスを仕込んだことは正解だったと思っている」

「マジで殴るよ？」

「尻ぬぐいをさせてしまってすまない。よろしく頼む」

　男は頭を下げ、全すべてを将人に託していた。

　将人は腑ふに落ちないながらも頭をガシガシと搔かきむしって、ぶっきらぼうに踵きびすを返した。

　そして、どこへともなく闇やみの中を歩いて行く。

「親父に言われなくたって、そうする以外に道はねぇんだ……やるさ」

「……ありがとう。息子よ」

「やめろ気色悪い」

「僕もそう思う」

　おいこのやろう！

　そう言いながら後ろを振り向こうとした時、世界が白んだ。

　すでに目の前に、男の姿は無かった。

　少しだけの寂しさと共に、将まさ人とは闇やみから目覚めるように、目を閉じるのだった。


　　　　◆◆◆






　──お姫様を目覚めさせるのは王子のキスとは言うけれど、逆はあり得るのだろうか？

　そんなことを思いながら、将人は現実世界へ帰ってきた。

　何な故ぜそんなことを思ったのかと言うと、目の前に青白い女の子の顔があったからだ。

　そう。目の前に女の子が顔があって、甘い女の子の吐息と、マシュマロのように柔らかい唇に、もう一回昇天してしまいそうになったところで──将人は飛び起きた。

「──ぶっは！」

　思い切り息を吸い込み、呼吸を再開。

　生き返った反動で上体を起こすと、ほぼ無表情で口を拭ぬぐう女の子、イリスが腰にまたがっていた。

　え？　何この状況？

　と思ったが、イリスが自分を蘇そ生せいさせるためにがんばっていたのだと理解する。

　何故なら起きた時に紫色の小さい蛇が何匹か口から飛び出てきたからだ。

　絶妙にグロかった。

「ん……おかえり、覇王」

「イリス、無事だったのか？」

「腕と足を切られたけど……まあ、僕冥めい王おうだし」

　どんな理屈だ、と思わなくもなかったが、何故か説得力があった。

　周りを見てみると、アイリやリゼット、クレスに英雄、ノアもいた。

「君は殺人鬼君に助けられたんだ……瀕ひん死しだったけど、なんとか蘇そ生せいさせたよ。他の三人は、僕と英雄でなんとか救出したよ……女王は、たぶんどこかに転がってる」

「……お袋とりんごは……？」

「わからない……君がシェルターに逃がしたはずだから、まだ無事だといいけど……」

　イリスの言葉に少しだけほっとする。

　アーガスシティのシェルターは最近補強され、隕いん石せきの墜落にも耐えうると言われているほどだ。よほどのことがなければ壊れることはない。

　そう思いながら、将人は顔を上げて周辺を見渡した。

　言葉を失った。

「なんだ……こりゃ……」

　信じられないような光景だった。

　もう日が出ており、空は白んでいた。

　朝日を浴びる美しかった内郭インサイドの街並みは、どこにもなかった。

　見渡す限り瓦が礫れきの山だ。ほぼ平地と言ってもいいくらいに、遠方の建物まで全すべてなぎ倒されている。

　後ろを見ると、セントラルタワーも完全に倒壊していた。

「……魔王が、やったの」

「…………」

「……一人で……全部壊していった……」

　アイリがそばへやってきて、膝ひざを曲げながらそう言った。

　アイリは身体からだ中じゆうボロボロで、肌に火傷やけどのあとが残っていた。

　イリスや英雄から応急処置を施してもらったのだろうが、それでもまだ痛々しい傷跡が残っている。

　続いてリゼットもそばへやってきて、地面に膝をついて突然頭を下げた。

「すみません……私がもっとがんばっていれば……作戦は成功していたかもしれないです……！」

「…………」

「ごめんなさい……っ！」

　頭を下げるリゼットは、何度も何度も将まさ人とに謝った。

　地面にぽたぽたと雫しずくが垂れている。

　アイリも膝をついて、将人のそばでそっぽを向きながら涙を浮かべている。

　将人は、二人を抱き寄せた。

「お前らのせいじゃないし、誰のせいでもねぇよ……謝る意味がわかんねぇって」

「「………っ」」

「それに、まだ終わってなんかいない。俺もお前らもまだ生きてるんだ。最後まで抗あらがってみようぜ」

　将人の言葉に、返ってくる言葉は無かった。

　その場にいる全員が失意に沈んでいるのがわかる。

　英雄や冥めい王おうですら、戦うことを選ぶべきか迷っているようだった。

　──あんなモノに勝てるわけがない。

　誰しもがそう思っていた。

　将人以外は。

「大丈夫だ。俺がなんとかする」

　将人はさらに強く、二人を抱きしめた。

「……バカっ、無理にきまってんじゃん。逃げようよ……もういいじゃん……」

「…………」

「あたし……もう、居場所失いたくないし……っ。お母さんに売られてからずっと……もう一人は……嫌なんだって……」

　アイリの弱音が胸に直接突き刺さる。

　この少女の孤独は、将まさ人との比などではなかったはずだ。記憶を封じられ、過去の辛つらい記憶が無かったのだとしても、その後の10年間の幸せな記憶があったのだから、将人は恵まれていた。

　アイリは違う。外郭アウトサイドで母親に売られてから、ずっと一人で孤独に生きてきた。幼い頃の幸せな記憶は、外郭アウトサイドで生きていくには辛い思い出でしかなかっただろう。

　だから、このアイリの想おもいは絶対に受け止めなければならない。

　もうこれ以上、彼女から失わせるわけにはいかない。

「私は正義の味方が好きでした……処刑人は正義だって信じていたし、弱きを守るために戦っているんだって……今でも思ってます」

「…………」

「でも、戦うだけじゃ守れなかったり……自分が弱いことに気づいたり……勝つことだけが、守ることに繫つながるわけじゃないって……今、思ってます」

　逃げることも守ることになる。

　心の奥底では認めたくなくても、そういう時もあるのだと自分に言い聞かせているようだった。

　それだけ大切に思われているのは将人にもわかる。今までだって命がけで守ってもらっていたのだ。自分のプライドと信念を捨ててまで、守ろうとしてくれていることを承知しておかなければならない。

「ありがとな、二人とも。でも、俺、託されたんだよ。なんで俺なのかさっぱりわかんないけど、砂さ凪なぎを……姉貴を救う力は、俺にしか無いものなんだ」

「「…………」」

「だから、やっぱ行かないと。そのかわり、絶対帰ってくるからさ」

　そう言って、将人は抱擁を緩めて、二人の肩を摑つかんだまま顔を見つめた。

「約束だ。だって俺はお前らの、お、王様、だしな。家はちゃんと守らないと」

　自分で王を名乗ったのは初めてだが、死ぬほど似合わない上にあんまり格好良くなかった。

　そしてこれも、何度やっても慣れないし、格好悪いし、最低だと思う。

「だ、だから……」

「「……っ」」

「帰ってくるために……二人の、力を、俺に奪わせてくれ」

　顔を赤くしながら頼み込むと、アイリとリゼットは二人とも少し俯うつむいた。

　後ろでは英雄とイリスが「何の話？」みたいな顔をしているに違いない。

　わかってるのは目の前の二人と自分だけだ。

　受け入れてくれれば、これで二度目。

　二人とももう二度とごめんだと思っているだろう。かっこつけておいてこんなことを要求することになるなんて、やっぱりこの因子フアクターはクソッタレだと将まさ人とは思った。

　だが──

　するりと、アイリが自分の服の中に手を入れ、そのまま背中に回して何かを外す。

　リゼットが耳にかかった髪を指で搔かき上げて、おずおずとこちらへ差し出してくる。

　責任取るからと、将人は最初の時に言った。

　これで二度目……だからじゃないが、約束は絶対に守らなければ。

　一生、この二人の居場所になる覚悟で挑むつもりだった。

「サンキュな」

　将人は謝罪ではなく礼を述べて、二人をもう一度抱き寄せた。

　そして、右手はリゼットの耳に、左手はアイリの胸へ触れさせた。

「「ぁっ……！」」

　短い喘あえぎと共に、二人が身体からだを捩よじらせる。

　後ろで、喚わめこうとした英雄が、口元を押さえられてくぐもった呻うめき声を上げるのが聞こえた。イリスが止めてくれたのだろう。気の利く彼女に感謝だった。

　指先が熱を持ち、熱いものが体内に流れ込んでくる。

　終わるまでの数秒間、将人は羞しゆう恥ち心しんと責任感に耐え続けた。

　指先の熱が冷め、すべきことを終えたのがわかると、将人は二人から手を離した。

　将人はいろんなものに耐えながら、真剣に二人を見つめる。

　二人も、火照った顔で将人を見つめていた。

　そして、

「「……行ってらっしゃい」」

　二人は声を揃そろえて、将人を見送った。







　アイリとリゼットの元を離れた将人は、少し離れた場所で瓦が礫れきの上に座っているクレスのところへ来た。

　クレスは瓦が礫れきの上で空を見上げながら、将まさ人とに背を向けていた。

「内郭インサイドも外郭アウトサイドも、空の色は同じだって、兄が言っていたのだ」

「…………」

「貧富の差があろうと、裕福な者も貧しい者も同じものを見ていると、兄は教えてくれた。だからこそ、勇者は分け隔て無く救いの手を伸ばすのだと、難しいことを言っていた」

　瓦礫の上から足をぶらぶらさせながら、クレスは空から視線を落とし、下を向く。

「今なら少し、わかる気がするのだ」

　そして瓦礫から飛び降りると、将人に向き直った。

　彼女の顔は、いつも通り不ふ遜そんで凛り々りしかった。

「クレスはご飯が食べられなくても、どんなに辛つらい場所でも、みんながいればそれでいいし、同じ空が見上げられれば幸せだッ！」

「……噓うそつけ、ご飯は食べたいくせに」

「むぅ。うん。食べるのに困らないならそれに越したことはないがな！」

　正直者のクレスに、将人は思わず笑みがこぼれた。

　彼女の正面まで歩き、その小さい顔を見下ろす。

　クレスも同じように、迷いの無い顔で将人を見上げた。

「いいか。みんな一緒だぞ」

「ああ」

「みんな一緒じゃなきゃ、クレスは許さないんだぞ」

「わかってる」

「ん。じゃあ、力を貸してやろ～」

　ふふーん、とふんぞり返りながら、クレスが首にかかった髪を持ち上げる。

　触るがいいさ、とでも言うように。

「こればっかりは、クレスが一番自然でいいや……」

「おぉ、正妻ポゼッションというやつだな」

「なんか、違うけどまあいいや」

「ちなみに、クレスの力……ほんとに必要か？」

　ちょっと自信なさげに聞かれたので、将人は歯を見せて笑う。

　そして、クレスの頰ほおに手を当てながら、

「おいおい、俺とお前の精神強化ＭＮＤが合わされば最強だろ？」

「確かになー！」

　クレスが嬉うれしそうに笑ったと同時に、将人は頰から手を滑らせて、クレスの首筋に指を這はわせた。

　びくっ、とクレスの肩が震える。だがそれも一瞬で、すぐにクレスはまた笑顔になった。

　彼女の力を授かって、将まさ人とは手を離した。

　クレスはまた、ふふーんと胸をふんぞり返らせて、腰に手を当てる。

「ゆくがよいぃ……勇者よぉ」

「勇者はお前だろ」

　本当に面白いやつだと思いながら、将人はクレスの横を通り過ぎた。







　ノアがいる場所は鎖のおかげでわかっていた。

　崩壊した林間公園を少し歩き、街と公園を隔てる人工川の縁で、まるでこっちを待っていたかのようにチェーンソーを地面に突き刺して立っていた。

　ゆっくりと歩いて行くと、ノアは小さく首を傾かしげた。

「行くの？」

「ああ」

「そう。ボクは、詩し織おりとりんごを探しに行くよ」

「助かる。それをお前に頼もうと思ってたんだ」

　ノアの前まで行くと、彼女はふんとそっぽを向いてしまった。

「自分で決めただけ。オニーサンに頼まれなくったってボクは行く」

「？　ああ、わかってる」

「だから、オニーサンも自分で決めたんなら、勝手に行けばいいよ」

　そっぽを向いたままだったが、口調は以前とは違って穏やかだ。

　丸くなった、というよりは、自分に正直になったと言うべきか。相変わらず心は開いてくれないし、猫というよりは虎とらのような少女だ。

　苦笑しながら頰ほおを指で搔かいて、将人は頼みづらくなって唸うなる。

　正直、アイリも相当だが、ノアの場合が一番気負う。

「言わなくてもいい。頼まなくてもいい。わかってるよ」

「そ、そっか」

「ん」

　ノアが顔を上へ向けて、少しだけ背伸びをしてくる。

　ちゃんと目も瞑つぶっていた。

　なんかちょっと……可愛かわいいとか、思ってしまう。

「はやく」

「……あ、ああ、悪い」

　催促されて、将人はおずおずと腰を曲げて顔を近づけた。

　唇が触れ合う距離まで、のたのたと近づける。

　キスというのはやはり難しい。経験が無いのでどうやってすればいいのかいまいちわからなかった。

（あれ？　ていうか、よく考えたら俺、ファーストキスこいつじゃね……？）

　ファーストキスが殺人鬼幼女。

（なんだそれ……すごい、マニアックっていうか……なんだそれ？）

　そう思った瞬間、

「ぁむっ」

「!?」

　しおらしくキスを待っていたはずのノアが、容赦なく口を押しつけてきた。

　そして前と同じように舌が口の中を暴れ回る。

　騙だまされた。キスというよりは食べられているか犯されている気分だった。

　おどおどしつつも逃げられない。必要なことだから離れられない。

　終わるまで堪たえ忍ぶしかなかった。

　吸収が終わり、ノアの舌の動きが止まる。

「…………んっ」

「!?」

　口が離れるかと思ったその瞬間、何な故ぜかまたノアの舌の動きが再開した。

　でも今度は貪むさぼるような舌の動きではなく、絡みつくような、互いの存在を確かめ合うような動きだった。

　全神経が、ノアの舌の動きにもっていかれる。胸が熱くなって、頭の中が煮えていく。鼻で息をするのが苦しくなって、それでもやめられないくらいに心地が良くて、いっそもっと続けていたい……そんな風に思い始めた頃、ようやくノアが唇を離した。

　舌と舌が糸を引くのが、妙にいやらしかった。

　たっぷりと10秒ほど続けて、ノアは口元を拭ぬぐいながら、上目遣いで将まさ人とを見た。

　というより、身長差があるので自然と上目遣いになってしまったのだろう。

　妙に照れくさいというか、直視できない。

　するとノアが、

「オニーサン、やっぱ変」

　いきなりそんなことを言ってきた。

「な、何が!?」

「気づいてない？　今精神強化ＭＮＤ、１００超えてるんだよ？」

「あ……」

　言われて初めて思い出した。

　そういえば、前回のような自我を失うような精神の乱れが生じていない。頭の中は熱いし、もどかしいような気持ちでいっぱいだが、言葉はちゃんと話せるし自我もあった。

　ノアがまた小首を傾かしげた。

「なるほど……オニーサンには１００超えの精神強化ＭＮＤも性的興奮みたいなものなんだ」

「人聞き悪くね!?　何を根拠に！」

「ま、これは冗談だけどさ。素直にそこだけは、すごいと思ってあげるよ。前も耐えきって自我を取り戻したもんね」

　将まさ人とが狼ろう狽ばいしていると、ノアはチェーンソーを引き抜いて将人の横を通り過ぎて行ってしまう。

「不死身って言っても、細胞一つ残らないような破壊に晒さらされればどうなるかわかんないから、せいぜい死なないようにね」

「…………」

「オニーサンが死ぬと、きっと詩し織おりがウザいから」

　のろのろと、ノアはチェーンソーを担いで去っていく。

　その背中を見送りながら、将人は思う。

　いつか、桐き生りゆう家の家族と笑い合っているノアを見られる日が来るかもしれない。

　ならば、絶対に生きて帰らなくてはならないと思った。

　きっとノアの笑顔は、とてつもなく可愛かわいいはずだからだ。

「…………行くか」

　準備は整った。

　将人は両手に鎖を巻き付けて、トリガーを引き絞るように自分の中のスキルを発動させる。

《侵略者の鎖ヴアンキツシユ》が《征服者の熱鎖アグレツシヨン》へと変化し、覇王化オーバーロードが完了する。

　これで四度目。前段階は辛つらいが、この漲る力というのはなかなかに気分がいいものだ。

　将人は両手の拳こぶしを打ち合わせて、顔を引き締めた。

　これが最後の戦いになる。

　相手は完全なる魔王。

　パラメーターの数値は、上限を超えて測定不能レベル。

　対して将人の覇王化限定パラメーターは、
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「これか……オーバーブレイクデバイスっていうのは」

　バルタザールプログラムを破壊するための特殊スキル。父親が作った、因子フアクターのシステムを根底から覆すための力。

　将まさ人とは意識を集中し、その異質な力を外に出した。

　視界にノイズが走り、網膜に映し出された文字が乱舞する。

　エラーの文字と警告が入り乱れ、激しい頭痛と吐き気が襲った直後、

　──それは出現した。

　右手が肩口から金色の粒子に覆われていく。

　まるで砂さ凪なぎの右腕のように、黒ではなく金色の装甲に包まれていく。

　やがてそれは右腕全体を覆い、黄金の篭こ手てのような姿に変化した。

《奪還者の右腕ヴアンキツシユ・オーバーロード》

　黄金の腕を広げて、将人は掌てのひらをまじまじと見つめた。

「──ダサくね？」

　率直な感想だった。だって金ぴかだから。

「親父おやじのセンスはよくわかんないな」

　苦笑しつつ、将人は右手に拳こぶしを作る。

　そして黄金の右腕に熱鎖を巻き付かせ、覚悟を決めた。

　魔王の居場所など、探らずともすぐにわかる。

　──破壊のある場所だ。







　魔王は破壊の象徴ではない。

　因子フアクターの定義においても、それは例外ではなかった。

　覇王が武力で人を支配する存在であるならば、魔王は恐怖で人を支配する。

　魔王因子サタニツク・フアクターが覚かく醒せい者に求めるのは、人を恐怖させる才能だ。

　魔王化による強化が為なされた魔王は、デバイスが使用できない代わりに、他者から奪い取った因子フアクターのパラメーターを全すべてそのまま自身の強化として加算することができる。

　魔王因子サタニツク・フアクターに目覚めた者は、因子フアクターがこの世に誕生してから一人も存在しなかった。

　何な故ぜならば、その資質を持った人間がいまだに生まれてこなかったからだ。砂さ凪なぎもその例に漏れず資質は無かったが、彼女は覚かく醒せい誘発因子によりこの因子フアクターを選んでしまった。

　家族を救うために、父親の仇かたきを取るために、そして父親の夢を叶かなえるために必要な因子フアクターを。結果として、規格外な方法で砂凪は魔王因子サタニツク・フアクターを手に入れた。

　その先に待っていたのは地獄だった。

　魔王因子サタニツク・フアクターの砂凪への改造が始まったのである。

　精神を蝕むしばみ、感情を消し、夢を歪ゆがめ、魔王因子サタニツク・フアクターは貪どん欲よくに砂凪に魔王であることを強要した。砂凪本人に自覚は無く、自らが望んで自分を改革しているのだと認識してしまっていた。

　その結果が、この有様だった。

　魔王化に至るまで追い詰められた砂凪本来の自我は消え失うせ、今はただ、恐怖による支配に至るための破壊をまき散らす傀かい儡らいと化していた。

　セントラルタワーが破壊され、外郭アウトサイドから群衆が押し寄せたことにより混乱の生じた内郭インサイドへ魔王は君臨した。

　黒く渦を巻く粒子を纏まとい、宙に浮きながら降臨するその様は、まさに悪魔だった。

　外郭アウトサイドの群衆も、内郭インサイドの市民も、舞い降りた異形の姿に恐怖し、怯おびえ、声も出せずに見上げるだけだった。

　言葉はいらない。感情も入らない。自我も思想も必要無い。

　手始めは破壊だけあればいい。

　魔王化はそのための力なのだから。

「──グオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオッッ！」

　絶望の咆ほう哮こうが内郭インサイド中に響き渡る。

　今の魔王は腕を振るえばビルをなぎ倒し、瞳ひとみを光らせれば地上の人々を焼き殺す。

　そのような化け物に立ち向かおうとする者はいない。

　この世界に正義の味方は存在しない。

　ヒーローなど幻想でしかない。

　あるのはこれから降り注ぐ現実と、絶望と、破壊だけだ。

　──ただし、もしも彼に立ち向かう者がいるとすれば。

　──いるとすればそれは、この世界の理ことわりから外れた、別の破壊の化身だ。

　──この街には王が５人いる。

　──いるとするならば、そのうちの一人しかいない。

　漆黒を纏い、いまこそ破壊の雨を招こうとしていた魔王へ向けて、

　そいつは文字通り──飛んできた。

　ビルを飛び越え、鎖を纏まとい、黄金の右腕を輝かせし武力の化身。

　化身と呼ぶにはあまりに幼く、出来の悪い駄王。

　されどその者の覚悟は、その者の決意は、どんなに強大な力を前にしても揺るぎはしなかった。

　正義にあらず。善意にあらず。

　彼にあるのは、ただ奪い返すという奪還の意志のみだった。

「うおおおおおおおおおおおおおおおおおおおらあああああああああああッ！」

　空へ向かう帚ほうき星ぼしのように、黄金の粒子を散らしながらその者は魔王へと突貫する。

　覇王。

　桐き生りゆう将まさ人と。

　武力をもって人を支配する才能を持った、外郭アウトサイド生まれ内郭インサイド育ちの異端児だ。

　彼は最後の闘争に身を委ゆだねるべく、腕に巻いた鎖を思い切り魔王へ向けて投とう擲てきした。

　横よこ薙なぎに、まるでどこまでも伸びる剣のようにまっすぐに、熱を帯びた鎖が魔王へ襲いかかる。

　回避は不可能。何な故ぜならば、この鎖には暗殺者因子アサシンズ・フアクターのスキル《ロックオン》が付与されているからだ。

　外すわけがない。外したとしても外さない！












　そういう意志が、この鎖には宿っている！

「！」

　魔王が覇王の奇襲に気づくも、鎖はすでに漆黒の身体からだへと巻き付いた。

「とったッ！」

　将まさ人とはそのまま鎖を握り締め、思い切り明後日あさつての方向へ振り切った。

　空中に浮遊していた魔王は鎖に巻かれてそのまま人気の少ない郊外の農場へと吹き飛ばされた。

　距離にして50キロメートルほどだ。

　鎖で繫つながれた将人の身体も、魔王の身体に引っ張られた同じ方向へ飛んで行く。

　一般人を守ろうとしたわけではなかった。今の自分が戦うには、建物が邪魔だっただけだ。

　魔王の身体は農場へと墜落したが、しかしそのまま着地した。

　魔王は自分を巻いていた鎖を摑つかみ、今度は逆に将人の身体を引っ張った。

「っ！」

　魔王が背負い投げの要領で思い切り地面へ向けて鎖を叩たたきつける。

　尋常ではない力に逆らえず、将人の身体は地面に叩きつけられた。

　衝撃が全すべてをなぎ倒す。鎖と将人の身体が地面へ激突した瞬間、地盤が割れて地下へと沈んだ。

　がらがらと砕かれた地面と一緒に、将人の身体が落ちていく。

　意識を失いそうになるも、それをなんとか気合いで留とどめ、将人は落ちていく瓦が礫れきに足をついて跳躍を試みた。

　しかし──

「■■■ガガ■■■■■■ギギ■■■■■■■■■■！！！」

　マイクのハウリングのような耳障りな咆ほう哮こうを上げ、落下する瓦礫と共に魔王が将人目がけて拳こぶしを振り下ろした。

　将人も瓦礫を足場にして真上へアッパーを放ち応戦を試みるが、しかし、

　──将人の拳は飴あめ細工のように、魔王の拳により粉砕された。

　研ぎ澄まされた感覚強化ＡＧＩにより、魔王以外の全ての動きがスローモーションに見える中、将人は砕け散る自分の右腕を見て歯を食いしばる。

（《奪還者の右腕ヴアンキツシユ・オーバーロード》が通らないッ！　砂さ凪なぎの身体を覆ってる黒い装甲を貫かないとプログラムを破壊できないのか！）

　あの装甲はリミットブレイクデバイスと見て間違いない。パラメーターを無視する将人のオーバーロードブロウでも、デバイスは貫けない。

　ならば、装甲を砕くまで攻撃を続けるしかない。

　魔王が同じ足場の瓦が礫れきの上へ着地したのを確認し、将まさ人とも負けじと咆ほう哮こうを上げる。

「まだまだああッ！」

　右腕は瞬時に再生した。殺人鬼因子ブギーマンズ・フアクターの《不死身キルマム》の効果は、どうやら第六感強化ＣＨＲに依存するらしい。ノア単体の時よりも回復スピードは断然に速かった。

　腰を回転させて、振り向きざまに左腕によるストレートを魔王へ放つ。

　だが魔王も同じタイミングで左腕のストレートを放ち、再び将人の腕は粉砕した。

　痛みなどどうでもいい。今はただ、攻撃が通るまで続けるしかない。

「おおおおおおおおおおおおッ！」

　将人は魔王へラッシュを放つ。

　そのことごとくを粉砕されても、瞬時に再生して装甲が砕け散るまで拳こぶしを繰り出した。

　──が、ひびすら入らない。ノアの身体強化ＳＴＲに加えてリゼットの強化も付与されているのに、肉弾戦ではまるで歯が立たなかった。

　当然だ。魔王のパラメーターは測定不能の上限突破なのだから。

　速度ですら、魔王の方が上なのだ。

　ラッシュの速度が将人を上回り、覇王の拳が腹に炸さく裂れつする。

　魔王の拳は腹を突き破り、背中へと抜けた。

「が、は──ッ！」

　続いて、くの字に折れた将人の身体からだを魔王が真上へ蹴けり上あげる。

　将人の身体は垂直に上昇し、頭上より降り注ぐ割れて落ちてきた地盤に叩たたきつけられた。

　五枚もの降り注ぐ地盤を貫いて、将人の身体はようやく勢いを止めた。

　だが、将人はまだ諦あきらめない。いくら打撃を受けたところで、将人は不死身だ。

　覇王化オーバーロードが維持できるのはあと１分。ここで決めるしかない。

　距離を取れたのは好都合。魔王の真上に位置するこの間合いなら、絶対に外さない。

　今の将人の最強の攻撃は、ノアの身体強化ＳＴＲでも、アイリの感覚強化ＡＧＩでも、リゼットの《アンチマテリアル》でもない。

　ノアとクレスを合わせた精神強化ＭＮＤだ。

　それに加えて将人の覇王化特性精神強化ＭＮＤを加算すると、数値は１３０を優に超える。

　この常軌を逸した精神強化ＭＮＤをダメージソースとして変換するスキルがある。

　それは──勇者因子ブレイブ・フアクターの、《ラストブレイバー》だ。

　将人は意識を集中させて、空気中を粒子をかき集めて目の前に巨大な人型を出現させる。

　巨大ロボットと呼ぶに相応ふさわしいその巨体の胸部から光が溢あふれる。

　チャージもリチャージも必要ない。

　この精神強化ＭＮＤなら、余裕で連射だってできる！

「いっけえええ！」

　将まさ人との雄叫おたけびと共に、星すらも打ち砕かんとする巨大なレーザーが射出された。

　魔王の身体からだが光に包まれ、レーザーに押し潰つぶされる。

　レーザーは魔王諸もろ共とも落下中の瓦が礫れきを粉砕し、墜落地点の地下までも貫き、さらに下の空間までをも露出させた。

　落下は止まらない。このまま行けば、アーガスシティの電気エネルギーとして利用されているマントルまでたどり着いてしまうだろう。

　その前に、あの忌々しい装甲を砕かなければならない。

　数秒感照射を続け、《ラストブレイバー》の維持限界時間が近づいた時だった。

　ピシィッ……！

　将人は、確かにそれを見た。

　魔王の装甲に、微かすかなひび。

　将人は目を見開き、落下中の《ラストブレイバー》の肩を渾こん身しんの力で思い切り蹴けった。

　真下で煙を上げながら落下していく魔王へ向けて、黄金の右腕を形成して大きく振りかぶる。熱鎖を巻き付け、配下達から授かった全すべてのスキルと力を拳こぶしに込めて、将人は魔王へ迫る。

「これで──終わりだ！」

　そして将人が拳を放った直後、

　──ぎょろりと魔王の胸の巨大な目が開眼した。

　装甲の切れ込みだと思われたそれは瞼まぶただった。《統べる者の右腕デイアブロ》についていた目よりもずっと巨大な目は、将人を捕捉すると血の涙を流す。

　重力により将人へ向けて飛び散る血液を浴びながらも、将人は拳を魔王へ叩たたき込こまんとする。

　だが、次の瞬間、目玉の瞳孔から黒々としたレーザーが発射された。

　レーザーは将人の身体を飲み込み、信じられないような破壊を彼の身体へ与える。

「あ──が──ぐぁ──！」

　魔王が保有する全てのパラメーターに依存する黒い光の柱だった。柱自体に衝撃は無いのに、身体が見る見るうちに破滅されていく。

　この世のものとは思えない破壊の中でも、将人は前だけを見据えて拳を突き出す。

　腕先が何度も何度も朽ち果てて骨がむき出しになるも、不死身の回復力で再生しながら魔王へ拳を伸ばす。

　レーザーの勢いに負けそうになるも、《ラストブレイバー》を接近させ、将人の背中を後押しさせる。

（まだだ……まだ、死ねない……この手が、届くまでは）

　拳はやがて開かれて、それは攻撃ではなく、魔王へ向けて手を伸ばす形となった。

　否。魔王へではない。

　姉であり、恩人であり、たぶん恐らく初恋の相手ですらあるだろう桐き生りゆう砂さ凪なぎへ手を伸ばす。

「砂……凪……！」

　声にならずとも将まさ人とは彼女の名を呼ぶ。

　届くはずがないとわかっていても、喉のどが何度も潰つぶれても、彼女を呼ぶ。

「砂凪……っ！」

　そして、まるでその声に応こたえるかのように、彼女の装甲に入ったひびが広がった。

　その皹は全身にまで行き渡り、頭部を包む仮面にまで到達する。

　将人は最後の力を振り絞り、ウォークライと共に彼女を呼ぶ。

「桐生砂凪ッ！」

　その瞬間。

　仮面が割れて、割れた箇所から砂凪の左目が現れた。

　その瞳ひとみは光こそ宿っていなかったが、確かに将人を見ていた。

　瞳から、透き通った涙を流して。

　将人の心臓の音が、怒りと共に轟とどろく。

　覇王の形相を露あらわにした将人は、あらんかぎりの怒りと共に、光の柱の中で今一度腕を振り上げた。

　そして──




「俺の姉貴を──返しやがれえええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええッ!!」




　──奪還のための拳こぶしは、確かに、彼女の下へと届いた。

　同時に、将人の身体からだのほぼ全すべてが、朽ち果てた。






エピローグ　epilogue






　アーガスシティに魔王が降臨してから、すでに半年の月日が流れていた。

　桐き生りゆう家のテラスに、車くるま椅い子すの女性が座っている。

　桐生詩し織おり。因子免疫の体質を持ち、一人で子供を育て上げた強い女性だ。

　季節は秋。時刻は早朝の日の出頃。

　女性は白み始めた遠くの空を眺めながら、長い夜明け前の余韻に浸りながら、頭を覗のぞかせた太陽に笑顔を浮かべた。

　そんな彼女のそばに、背の高い人影が立っている。

　すらりとした長身と引き締まった身体からだだが、その身体のラインは彼女が女性であることを主張していた。

「……今日の日の出はどうだい？　母さん」

　目を閉じたまま、その女性は詩織の肩に手を置いて、静かに問うた。

　詩織は笑顔のまま女性を見上げると、肩に置かれた女性の手に自分の手を重ねた。

「綺き麗れいだよ～。建物がたくさん無くなっちゃって寂しくなったけど、こうやって綺麗な朝日が眺められるから、少しだけ気持ちが和らぐよ」

「…………そっか」

　薄く笑った女性を、詩織は少しだけ悲しげに見上げる。

「その目……治さなくていいの？　イリスちゃん達に頼めば、きっと治してくれるよ？」

　詩織がそう言うと、女性は静かに首を横に振った。

「自分のしたことを忘れないために、僕にはこの暗くら闇やみが必要だ」

「……全部が全部、自分が悪いわけじゃないんだよ？」

「そうだとしても、僕は僕が許せない。僕は結局、父さんの意志を継いで因子フアクターに抗あらがおうとして、そして負けたんだ」

「…………」

「全すべてバルタザールプログラムが悪いわけじゃない。僕は確かに、自分で望んで魔王になることを選んだんだ。この腕で世界を変えるために……僕は母さんやりんごを切り捨てようとした」

　女性は盲目の闇の中で、遠くの朝日を見つめながら、漆黒の右腕を左手で撫なでた。

「それだけは間違いだったと、今は確信しているよ。家族だけじゃない、僕は多くの命を奪った……」

　砂さ凪なぎは腕から左手を放し、今度は首につけられた銀色の首輪に触れる。

「将まさ人とに僕を拘束してもらうためにこの首輪をつけてもらったけれど、魔王因子サタニツク・フアクターはまだ僕の中にある」

「…………」

「この罪を背負うって誓ったんだ。そして、正しいことにこの力を使うって決めたんだ」

　女性の決意を理解したのか、詩し織おりはそれ以上何も言わずにぽんぽんと女性の手を撫なでた。

「お父さんに似て頑固だなぁ……サナギちゃんは」

「僕は母さん似だと思ってるんだけどな」

　女性……桐き生りゆう砂凪がそう言うと、詩織は「そっかー」と嬉うれしそうに笑った。

　二人がしばらくそうして朝日を眺めていると、テラスのドアががらりと開いて、家の中からメイド服の少女が姿を現した。

　手に毛布を持ち、小走りで二人のそばへやってくる。

「砂凪様、詩織様。もう秋です、お風邪を引きますよ？」

「ああ、ありがとう。アカネ。君は僕が魔王だった頃から本当に気が利くね」

　砂凪に続いて詩織も礼を言うと、アカネは嬉しそうに頰ほおに手を当てた。

「や、やですわ……わ、わたくし、そんなこと言われたらもう嬉しくて……」

「将来素敵な男性の、いいお嫁さんになるよ」

　微笑ほほえみながら砂凪が言うと、ガーンという効果音が似合いそうなほどにアカネがショックを受けてヨヨヨと床に膝ひざをついてしまう。目が見えないので、砂凪は「どうしたの？」とおろおろした。

「あ、そうだ～アカネちゃん。そろそろマサくんを起こさないと、今日は会合なんでしょう？」

　詩織が尋ねると、ハンカチで涙を拭ぬぐいながらアカネが答える。

「桐生将人はわたくしが起こさずとも、他の連中が起こしますわよ」

「……君は相変わらず将人が嫌いなんだね」

「たとえ砂凪様の弟君であろうとも、生理的嫌悪というものはぬぐい去れないのです！」

　力強くアカネが肯定を返した、その時。

　一階からやたらと騒がしい声が聞こえてきた。







　桐生家一階、リビングのソファに、毛布にくるまった毛虫みたいな少年がむにゃむにゃと寝息を立てている。

　そこへ、フライパンとお玉を手に持ち、エプロンを着た金髪の少女がやってきた。

　そして、

　──ドカッ！

　フライパンとお玉で鐘を鳴らすでもなく、金髪少女がいきなり少年の尻を蹴けっ飛とばした。

「いってぇ！　何!?　何ぃ!?」

「朝よ、起きなさいボンクラ」

　据わった目で見下ろしてくる少女に、少年は尻を摩さすりながら抗議の視線を返した。

「アイリ……その起こし方いい加減やめろよ……ケツがいくつあってもたりねぇ」

「そんなこと言ったって、あんた最近何やったって起きないじゃない。ケツ蹴るのが一番なのよ」

　憮ぶ然ぜんとした態度でそう言ってくるパツキン少女、アイリは、寝起きの桐き生りゆう将まさ人とに「さっさと飯を食え」と顎あごでテーブルを指した。

　将人が欠伸あくびをしながらだるそうにソファから起き上がろうとすると、

　リビングのドアがガチャリと開いた。

「ぁふぁ～……おはようございみゃす」

　現れたのは黒服の少女、リゼット・ドラクロワだ。

　明らかに眠そうで、いつものスーツを着てはいるがズボンのベルトもちゃんと閉まって折らず、ネクタイもよれよれだった。

　リゼットはよろよろと歩きながら、テーブルにつこうとして、柱に頭をぶつけた。

　ふぇぇ……と涙目になるリゼットを見て、アイリはふんと鼻を鳴らした。

「雑用は起こしてもいないのにご飯の時間になると勝手に起きてくるわよね。そのまま永眠してていいのに」

「あぁ、小間使いさんでしたか……今日も朝食の準備ご苦労様です」

　リゼットがねぼけつつもアイリを挑発すると、アイリはフライパンを肩に担いで顔を引きつらせた。

「そういう言い方すんなら飯食うんじゃないわよ……？　誰が毎朝作ってると思ってんのよ」

「まあ、料理の腕は認めてあげましょう。ですが、その食材の買い出しに行ってきたのは私です。嫌なら食べなくてもいいんですよぅ？」

　ふふん、と嫌味ったらしく言いながら、リゼットも負けじと肩を竦すくませる。

　二人の視線の火花が散るのを、将人は当たり前の光景のように横目で見ながら、冷蔵庫の牛乳瓶を取り出してそのまま飲んだ。

「ちょっと将人、牛乳口つけて飲むんじゃないわよ！　ただでさえ食品が不衛生になってきてるのに雑菌増やしてどうすんのよこの雑菌！」

「あ、わりぃ。いつもの癖で」

　将人は素直に謝ったが、アイリはがみがみと世話女房みたいに説教をしてくる。

　これもここ半年近く、いつもの光景だ。

　そして、

「ごはん」

　もう一人、勇気という文字がたくさんプリントされたセンスの悪いパジャマを着た少女がリビングにやってきた。

「お、おう、クレス、おはよ」

　将まさ人とはアイリの説教から逃れるためにクレスに朝の挨あい拶さつをした。

　クレスはふら～りふらりと目を瞑つぶったまま将人の方へやってくる。

　だが、そのままアイリの背中にぽふりと抱きつき、そのまま将人の方へ寄りかかってきてしまう。

「きゃっ！」

「うぉ！」

　バランスを崩したアイリが将人に抱きつき、さらに将人がバランスを崩して、仰あお向むけに倒れてしまった。

　牛乳瓶が宙を舞い、将人とアイリはばしゃりと牛乳を頭から被かぶってしまう。

　将人はアイリにのし掛かられながら、いててと呻うめいて目を開けた。

　すると目の前に、牛乳塗まみれの大きな二つの膨らみが。

「っ、もう！　あんたいつもいつも！　寝ながらリビングに入ってくるんじゃないわよ！」

　アイリがクレスを怒鳴って、次に将人を見る。

　そして視線を落として、自分の胸元へ。

　胸の谷間に牛乳が溜たまり、来ていたシャツがスケスケになっていた。

　このアイリ、よりによって今朝はノーブラらしかった。

　将人には見ればわかった。

　見る見るうちにアイリの顔が真っ赤になり、将人の顔が青ざめていく。

「こ……のっ……」

「い、いや、落ち着けって……俺悪くねぇだろー？　つか、アイリのは仕事でわりともう見慣れてるっていうか触り慣れてるっていうか……」

　その余計な一言で、ボッとアイリの顔がリンゴのようになる。

　アイリが拳こぶしを振り上げ、将人を殴ろうとする。

　そこへ、

「……何朝からラブコメしてんの？　馬鹿じゃないの？」

　歯磨きを首にツッコミながら、いつの間にかリビングへやってきた桐き生りゆうりんごが将人とアイリを遠目に眺めていた。

　りんごの横で椅い子すに座って食パンをもしゃもしゃしているリゼットも、うんうんと頷うなずいている。

「りんごしゃんも正しいし、将まさ人としゃんもただしいれしゅ。胸がスケスケになった程度のことで赤面している道化ピエロさんは馬鹿みたいでしゅし、将人しゃんだって仕事で嫌というほど触っている道化ピエロさんの下品な胸などもう見たくもないはじゅれすよ～。胸にゃんかより、耳たぶの方がよっぽどはじゅかしいんれすから……モグモグ」

　リゼットのアイリへの全否定に、アイリはますます顔を赤くしてこめかみに血管を浮かべる。

　こうなってしまうと、もうこいつらの騒がしさは止めようがなかった。

　いつものうるさすぎるやりとりが始まるのだ。

「っ、まーそうでしょうけど～っ？　胸部が耳たぶ程度の弾力しかないあんたが言ってもひがみにしか聞こえないんですけど～」

「んぐっ──耳たぶ!?　耳たぶと言いましたか!?　そんなわけないでしょうさすがにもうちょっとあります！」

「あー……うっさいなー、毎朝毎朝……低血圧のりんごには最悪の朝だよ」

「お、おい、二人ともやめろよ……そろそろ大人しくしねぇとまたあいつが……」

「あんたは黙ってなさい！　ていうか結局あんた巨乳と貧乳どっちがいいわけ!?」

「それは私も気になっていました！」

「今そんな話してた……!?　どっちかって言われたら俺ぶっちゃけ大きさじゃなくて形が──」

「──あにぃはそうだよね。なんかりんごの胸、たまにいやらしい目で見てるし」

「将人さん!?」「将人!?」

「お前いい加減なこと言って状況こじらせてんじゃねーよっ！」

「え？　いい加減なの？　気づかれないとでも思ってたの？」

「りんごぉー！　兄ちゃんの世間体を脅かすのを趣味にするのはやめろー！」

「さぶぁのみぃそにぃむにゃむにゃ」

　こんな具合に、カオスである。

　そして、こんなにも騒がしい朝を締め括くくるのはいつも決まって、最後の同居人なのだ。

　──がちゃり。

　リビングのドアが開くと同時に、その場で騒がしくしていた全員が肩を震わせた。

　ギギギィと不気味に扉が開き、ドアから目の見開かれた顔を半分覗のぞかせて、

「……うるせぇ、殺すぞ」

　殺気を迸ほとばしらせながら、ノアがドスの利いた声で言った。

　硬直したまま、５人はごくりと喉のどを鳴らす。

「「「「「は、はい……すみませんでした」」」」」

　全員一致で謝罪を口にすると、ノアは見開いた眼めを閉じて、再び廊下の押し入れに潜り込むのだった。

　──これが、現在の桐き生りゆう家の日常である。

　居候は５人に増え、桐生の姓のつく家族が１人増えた。

　全部併せて９人。

　もはや大家族のレベルにまで達していた。







「んじゃ、行ってきま～す」

「いってらっしゃい」

　詩し織おりに見送られながら、将まさ人ととアイリとリゼットは家を出た。

　学校に通うわけではない。この街では、まだ学校は復旧されていないのだ。

「今日の会合は全員来るのか？」

　将人がリゼットに問うと、リゼットはスーツの懐から書類を取り出して目を通す。

「女王が欠席だそうです。あと、英雄は少し遅れるとか」

「あー……女王、ぎっくり腰まだ治らないのか？」

　引きつった笑いを将人が浮かべると、アイリが肩を竦すくめた。

「魔王因子サタニツク・フアクターにやられて以来、腰ガッタガタらしいわよ。ざまぁないわよね」

「いや……困るの、俺達なんだけどな。非常時に戦力が減るわけだし」

「雑伎団サーカスなんてアーガスの復興になんも貢献してないじゃん。あいっかわらずドゲスの集まりじゃない」

「まあ、そうだけど」

　頰ほおをぽりぽりと搔かきながら、将人は街を歩く。

　──滅びかけたアーガスシティの街を。

　現在、アーガスシティ内郭インサイドは因子軍ギアフアクターズが一時撤退し、事実上の無法地帯となっている。裕福層は他の人工島へ移り、移住の権利が与えられなかった内郭インサイドの一般人かボランティア団体しか残っていない。

　内郭インサイドを現在仕切っているのは革命軍だった。魔王因子サタニツク・フアクターにより市街は破壊され、電気を供給するためのセントラルタワーが倒壊したため、内郭インサイドの混乱は留とどまることを知らなかった。

　そこで名乗りを上げたのが革命軍だった。彼らは先代の英雄達から受けついだノウハウを生かし、不安定ながらも内郭インサイドの平和を守っている。といっても、やはり一方的な思想が目立つ者が多いため、反抗する者は後を絶たない。それでもなんとかなっているのは、他の人工島からやってきてくれるボランティア団体のおかげだった。

　外郭アウトサイドはほとんど情勢が変わっていないが、雑伎団サーカスの根城として捉とらえるのが正しい。相変わらずの廃れた場所で、アーガスシティがこんな状況になった後でも、内郭インサイドから外郭アウトサイドへ行きたがる者などいなかった。

　招かれざる者達は、変わらず地下でひっそりと暮らしている。ただし時折、内郭インサイドの復興の手伝いのためにイリスと共に穴蔵から出てきてくれることがあった。

　そして、覇王は──

「いつになったら復興するのかなぁ」

　──変わらず、内郭インサイドの桐き生りゆう家にいた。

　この居場所を守る。それが将まさ人との一番やりたいことだった。どれだけ情勢が悪化しても、将人達はあの家を手放そうとは思わなかった。

　何か思い入れがあるわけではなかった。

　ただ単純に、この場所が心地よいというだけだ。

　しかし、将人にもすべきことが与えられている。

「復興ね～。復興したとしても、平和な日常なんて送れないでしょ。王の連合がある限りは、どう足あ搔がいたって将人やあたしらは戦いから逃げられないわけだし」

「それでも最近は落ち着きましたよ。私達の活躍のおかげで、外からちょっかいを出す連中が減りましたから」

　アイリはぼやくようにそう言って、青空を見上げた。

　将人も釣られて足を止め、空を見上げる。

　将人が自分はただ『王の因子』を持つだけの一般人に過ぎないと思っていても、世界はそれを認めようとはしない。

　王の連合はまだ健在だった。他の都市からやってくる脅威に対してのみ再結成されるという限定的な目的で機能することになっていた。

　この脅威というのは、因子軍ギアフアクターズのことではない。

　他の都市の、『王の因子』保持者達のことだ。

　アーガスシティから因子軍ギアフアクターズが撤退したことを知った他の都市の『王の因子』保持者達が、この都市を狙ねらっているのだ。

　戦いは、時折またやってくる。

「ま、なるようになるさ。俺達から奪おうとする奴がいたら、そんときは──」

「「奪い返すだけ？」」

「──そゆこと」

　二人の言葉に、将人は苦笑を浮かべる。

　最近は平和が続いている。王の連合が外からの侵略者に対処し、力を示しているおかげだ。

　だが、この世界の都市は数え切れないほど多く存在する。

　そしてまた、その数え切れない都市には、数え切れないほど多くの『王の因子』保持者が存在しているのだ。

　予感がする。

　こうして平和な日々を取り戻した途端に、唐突にやってくるという予感。

　将まさ人との居場所を奪おうとする、常識外れなアウトサイダーが……。




「──貴様が、覇王か」




　──ほーらきた。





End








あとがき









　皆様お久しぶりです。柳やなぎ実み冬とう貴きです。

　なんだかこの数ヶ月は今までの人生で一番ドタバタしていた気がします。

　仕事だけに限らず、いろんなものが重なって妙に忙せわしなかったです。

　人生には一度か二度、ちょっとびっくりするぐらい忙しい時期があると言いますし、きっと自分にとって今年はそういう時期だと思って腹を括くくっていたつもりでしたが、いやはやなんというか……もう若くないのかな、なんて……。

　まあそんな老いを感じつつも、てやんでいという気概で全力でやっていこうと思います。

　さて、ヴァンキッシュ・オーバーロード、最終巻いかがだったでしょうか。

　これで覇王の戦いもひとまず終了、ということになります。

　最後までどこか頼りない将まさ人とでしたが、一国の主とまではいきませんが、一家の柱ぐらいにはなれたのではないでしょうか。

　武器が鎖という発想から生まれたこの物語ですが、ここまで話が大きくなってしまうとは思ってもみませんでした。全部やりきれた……とはお世辞にも言えませんが、限られた巻数でやれることはやれたのではないかな、と思っています。

　反省点の多い作品であったのは間違いないですが、最初から最後まで著者も楽しんで書くことができました。

　これも一重に、読んでくださった読者様方のおかげでございます。




　それでは謝辞を。

　最終巻にして最大級のご迷惑をおかけしてしまいました担当Ｎ様。時間が無い中、素晴らしくかっこいいイラストを描いてくださった白しろ味みそ様。ＭＦ文庫Ｊ編集部の皆様。

　そして、この物語に最後まで付き合ってくださった読者の皆様。

　いくら感謝しても足りません。ありがとうございます。次はさらにはっちゃけたアホなお話を書こうと思っていますので、よろしければまた読んでいただけると！

　それでは、新作でお会いできることを祈っております。
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　著者

　柳実冬貴（やなぎみ・とうき）

　　作家。千葉県生まれ千葉県在住。最近は散歩が趣味です。

　　散歩を地味と侮るなかれ。田舎の散歩は感動と興奮に満ちています。

　　一番驚いたのは、散歩中に裏の林で５匹ほどの猪の群れと遭遇したことです。

　　感動と一緒に命の危機も味わえる。田舎の散歩、オススメですよ。




　イラストレーター

　白味（しろみそ）

　　イラストレーター。『ダブルクロス　The 3rd Edition　リプレイ・メビウス』（富士見ドラゴンブック）、『変愛サイケデリック』（電撃文庫）などのライトノベルの挿絵を担当。

















　　カバー・口絵・本文イラスト／白味

　　装丁／伸童舎
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